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市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
四
三

五
　
結
び

一
　
は
じ
め
に

近
年
、
わ
が
国
で
は
、
情
報
技
術
（Inform

ation T
echnology

）
が
著
し
く
発
達
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の

普
及
を
背
景
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
や
電
子
書
籍
、
検
索
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
急
速
に
広

ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
活
発
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
経
済
の
変
化
に
伴
い
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の

リ
ア
ル
な
店
舗
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
店
舗
へ
の
移
行
に
は
顕
著
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
さ
れ

た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取
引
が
、
今
日
の
経
済
社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る

（
１
）

。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
に
伴
う
流
通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
単
に
店
舗
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
移
っ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
商
品
自
体
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
流
通
が
可
能
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
や
情
報
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
デ
ジ
タ
ル
信
号
化
さ
れ
、
そ
れ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
販
売
さ
れ
る
取
引
モ
デ
ル
が
可
能
と
な
っ
た
。
今

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
商
品
化
で
き
な
い
も
の
は
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
あ
ら
ゆ
る
物
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
オ
ン
ラ
イ
ン
店
舗
で
取
引
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
オ
ン
ラ
イ
ン
店
舗
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン
店
舗
と
は
劇
的
に
異
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
店
舗
へ
の
出
品
は
、
製
造
者
が

出
品
者
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
製
造
者
で
な
い
者
が
出
品
者
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
店
舗
を
管
理
運
営
す
る
事
業
者
自

身
が
出
品
者
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
多
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
開
設
さ
れ
た
店
舗
で
あ

（
一
〇
五
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
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年
三
月
）

一
四
四

る
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（P

latform

）
を
介
し
て
取
引
が
行
な
わ
れ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
出
品
者
で
あ
る
企
業
と
そ
の
購
入
者
で

あ
る
消
費
者
と
の
出
会
い
の
「
場
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
引
は
、「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
」（P

latform
 B

usiness

）

と
呼
ば
れ
る

（
２
）

。
今
日
、
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
各
種
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
Ｉ
Ｔ
産
業
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
て
お
り

（
３
）

、「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」（D

igital P
latform

er

）
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
経
済
の
進
化
の
中
で
そ
の
存
在
感
を
高
め
て
い
る

（
４
）

。
そ
の
中
で
も
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
米
国
企
業
の
四
社

（G
oogle,A

pple,F
acebook,A

m
azon

）、
Ｂ
Ａ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
中
国
企
業
の
一
群
（B

aidu,A
libaba,T

encent

な
ど
）
は
、
日
常
的
に
拡
大
す
る

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
束
ね
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
創
設
し
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
幅
広
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
市
場
に
そ
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
と
く
に
注
目
を
集
め

て
い
る

（
５
）

。

さ
ら
に
、
近
時
は
、
市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
が
進
む
過
程
の
中
で
、「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」（S

haring-econom
y

）
と

い
う
取
引
形
態
も
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
る

（
６
）

。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
開
設
さ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

通
じ
て
消
費
者
が
個
人
間
で
遊
休
資
産
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
交
換
し
共
有
し
合
う
と
い
う
も
の
で
、
見
知
ら
ぬ
者
同
士
の
個
人
間
取
引
が

中
心
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
引
形
態
が
実
現
し
た
要
因
の
一
つ
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
存
在
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

（
７
）

。

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
多
く
は
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
創
業
し
た
比
較
的
新
し
い
企
業
で
あ
る
が
、
急
速
に
利
用
者
を

拡
大
し
、
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
こ
れ

を
活
用
す
る
こ
と
で
個
人
や
社
会
に
対
し
て
新
た
な
価
値
を
提
供
し
、
わ
が
国
経
済
の
活
性
化
・
国
民
生
活
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

（
８
）

。
ま
た
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
社
会
へ
の
参
加
や
収
入
の
多
様
化
と
い
う
点
で
は
、
商

（
一
〇
六
〇
）
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ォ
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haring-econom
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６
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あ
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。
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ォ
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二
〇
〇
〇
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後
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較
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で
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が
、
急
速
に
利
用
者
を

拡
大
し
、
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
こ
れ

を
活
用
す
る
こ
と
で
個
人
や
社
会
に
対
し
て
新
た
な
価
値
を
提
供
し
、
わ
が
国
経
済
の
活
性
化
・
国
民
生
活
の
利
便
性
向
上
に
資
す
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こ

と
が
期
待
さ
れ
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で
あ
る

（
８
）

。
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シ
ェ
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コ
ノ
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へ
の
参
加
や
収
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商

（
一
〇
六
〇
）
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題
（
長
谷
川
）

一
四
五

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
利
用
者
の
双
方
に
と
っ
て
幸
福
度
を
上
げ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
す
る
有
用
な
手
段
と
な
り
得
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る

（
９
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
関
す
る
技
術
的

な
発
展
を
背
景
と
し
て
は
じ
め
て
成
立
し
得
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
既
存
の
法
体
系
に
お
い
て
顕
在
化
し

て
こ
な
か
っ
た
様
々
な
論
点
を
提
供
し
て
い
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
位
置
づ
け
や
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
負
う
べ
き
責
任
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
規
制
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
法
体
系
の
下
に
お
い
て
必
ず
し
も
議
論
が
深

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

（
10
）

。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
場
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
化
の
意
義
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機
能
を
分
析
し
、
そ
の
法
的
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
概
念
な
い
し
定
義
を
確
認
し
た
う
え
で
、
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
に
よ
る
市
場
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
化
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
代
表
さ
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
取
り
上
げ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機
能
的
特
徴
を
整
理
し
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
市
場
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
二
面
性
を
特
徴
と
す
る
双
方
向
な
市
場
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
（
二
）。

こ
こ
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
種
類
を
契
約
法
の
観
点
か
ら
整
理
・
分
類
し
た
う
え
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
造
的
特
徴
を
明
ら

か
に
し
、
法
的
側
面
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
契
約
関
係
を
分
析
す
る
。
次
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
関
係
を
取
り
上
げ
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
個
人
間
取
引
の
促
進
と
社
会
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
社
会
の
変
容
に
つ
い
て

言
及
す
る
（
三
）。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
コ
ラ
ボ
消
費
の
思
想
が
進
化
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
基
礎
に
質
的
転
換
を
遂

げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
個
人
間
取
引
を
促
進
す
る
意
義
と
問
題
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
契
約
法
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
、

（
一
〇
六
一
）
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一
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シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
個
人
間
取
引
と
各
種
業
法
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

開
設
さ
れ
る
仲
介
サ
イ
ト
の
抱
え
る
問
題
点
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
責
任
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
四
）。

今
日
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
っ
た
二
面
性
を
特
徴
と
す
る
双

方
向
市
場
（
い
わ
ゆ
る
両
面
市
場
）
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
多
面
市
場
に
つ
い
て
の
中

心
的
課
題
は
、
経
済
学
の
観
点
か
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
各
サ
イ
ド
に
課
す
る
価
格
構
造
の
解
明
に
あ
り
、
あ
る
程
度
の
理
解
も
深

ま
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
事
例
の
法
的
な
分
析
な
ど
は
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い

（
11
）

。
ま
た
、
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
集
積
さ
れ
る
各
種
の
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
背
景
に
、
は
じ
め

て
成
立
し
得
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
に
既
存
の
法
体
系
に
お
い
て
顕
在
化
し
て
こ
な
か
っ
た
様
々
の
問
題
が

現
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
市
場
に
お
け
る
参
加
当
事
者
間
の
契
約
関
係
を
法
律
学
の
観
点
か
ら
取
り
上

げ
、
こ
れ
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
研
究
に
は
先
駆
的
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
二
面
的
で
双
方
向
市
場
の
契
約
関
係

１
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
概
念

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
言
葉
は
、
中
世
フ
ラ
ン
ス
語
の“plate-form

é ”

に
由
来
し
、
そ
こ
か
ら
英
語
圏
に
入
っ
た
単
語
で
あ
り
、

元
来
、「
土
台
」
や
「
基
盤
」
と
い
っ
た
「
周
り
の
部
分
よ
り
も
高
く
な
っ
た
平
ら
な
場
所
」
を
意
味
す
る
単
語
で
あ
る

（
12
）

。
日
常
用
語
と

し
て
は
、
駅
の
ホ
ー
ム
を
指
す
言
葉
（
乗
客
が
乗
り
降
り
す
る
一
段
高
く
な
っ
た
場
所
）
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
か
ら
転
じ
て
、

（
一
〇
六
二
）
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シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
個
人
間
取
引
と
各
種
業
法
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

開
設
さ
れ
る
仲
介
サ
イ
ト
の
抱
え
る
問
題
点
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
責
任
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
四
）。

今
日
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
っ
た
二
面
性
を
特
徴
と
す
る
双

方
向
市
場
（
い
わ
ゆ
る
両
面
市
場
）
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
多
面
市
場
に
つ
い
て
の
中

心
的
課
題
は
、
経
済
学
の
観
点
か
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
各
サ
イ
ド
に
課
す
る
価
格
構
造
の
解
明
に
あ
り
、
あ
る
程
度
の
理
解
も
深

ま
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
事
例
の
法
的
な
分
析
な
ど
は
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い

（
11
）

。
ま
た
、
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
集
積
さ
れ
る
各
種
の
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
背
景
に
、
は
じ
め

て
成
立
し
得
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
に
既
存
の
法
体
系
に
お
い
て
顕
在
化
し
て
こ
な
か
っ
た
様
々
の
問
題
が

現
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
市
場
に
お
け
る
参
加
当
事
者
間
の
契
約
関
係
を
法
律
学
の
観
点
か
ら
取
り
上

げ
、
こ
れ
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
研
究
に
は
先
駆
的
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
二
面
的
で
双
方
向
市
場
の
契
約
関
係

１
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
概
念

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
言
葉
は
、
中
世
フ
ラ
ン
ス
語
の“plate-form

é ”

に
由
来
し
、
そ
こ
か
ら
英
語
圏
に
入
っ
た
単
語
で
あ
り
、

元
来
、「
土
台
」
や
「
基
盤
」
と
い
っ
た
「
周
り
の
部
分
よ
り
も
高
く
な
っ
た
平
ら
な
場
所
」
を
意
味
す
る
単
語
で
あ
る

（
12
）

。
日
常
用
語
と

し
て
は
、
駅
の
ホ
ー
ム
を
指
す
言
葉
（
乗
客
が
乗
り
降
り
す
る
一
段
高
く
な
っ
た
場
所
）
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
か
ら
転
じ
て
、

（
一
〇
六
二
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
四
七

多
様
な
製
品
の
共
通
部
分
、
あ
る
い
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
の
土
台
と
な
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
・
サ
イ
ト
を
示
す
概
念
と
し
て
、

広
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
言
葉
が
産
業
界
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

（
13
）

。
ま
た
、
経
営
学
で
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
用
語
か
ら
派
生
し
て
、
製
品
の
構
造
を
階
層
的
に
捉
え
て
表
現
す
る
場
合
や
、
そ
れ
に
対
応
し
た
産
業
構
造
の
階
層
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る

（
14
）

。

今
日
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
者
と
利
用
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
の
共
通
基
盤
の

意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て
各
様
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
明
確
な
定
義
が
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
（
15
）

。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
言
葉
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
語
に
限
定
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
確
と
は
い
え
な
い

（
16
）

。

こ
う
し
た
緩
い
定
義
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
内
容
は
多
種
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
含
む
曖
昧
な
概
念
に
と
ど

ま
っ
て
い
る

（
17
）

。

本
稿
で
は
、
法
律
学
の
観
点
か
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、
二
つ
以
上
の
顧
客
グ
ル
ー
プ
（
供
給
者
側
と
需
要
者
側
）
を
誘
致
し
、
仲

介
し
、
結
び
つ
け
、
お
互
い
に
取
引
す
る
こ
と
で
大
き
な
価
値
を
生
み
出
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
取
引
の
「
場
」
と
定
義
し
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

２
　
市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
効
果

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
そ
の
処
理
能
力
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
急
増
し
て
い
る

（
18
）

。
多
く
の
企
業
が
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
い
、
事
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
利
益
を
増
や
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
効
率
化
し
て
き
た
。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
代
表
さ
れ
る
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
構
築
さ
れ
て
い
る

（
19
）

。
（
一
〇
六
三
）
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プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
台
頭
し
て
き
た
背
景
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
潮
流
が
作
用
し
て

い
る
。
一
つ
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
の
電
子
商
取
引
市
場
の
出
現
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果

に
着
目
し
た
研
究
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
に
あ
る

（
20
）

。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
は
、
提
供
さ

れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
利
用
者
が
増
え
る
ほ
ど
、
利
用
者
に
と
っ
て
そ
の
価
値

が
高
ま
る
こ
と
を
い
い
、「
需
要
サ
イ
ド
の
規
模
の
経
済
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る

（
21
）

。

利
用
者
の
拡
大
に
よ
っ
て
利
用
者
の
便
益
が
増
加
す
る
場
合
、
一
層
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効

果
が
働
く
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
存
在
す
る
市
場
で
は
、
直
線
的
な
契
約
関
係
に
な
い

者
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
連
結
さ
れ
て
い
る
市
場
構
造
を
生
む
こ
と
が
あ
り
、

さ
ら
に
顧
客
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る

（
22
）

。
こ
う
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
の
爆

発
は
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
革
命
」
と
い
わ
れ

（
23
）

、
現
代
で
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
台
頭

に
よ
り
経
済
や
社
会
全
体
の
隅
々
に
至
る
ま
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
社
会
変
革
が

進
ん
で
い
る

（
24
）

。
今
日
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
成
功
は

な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
市
場
に
お
け
る
取
引
に

は
、
常
に
三
者
関
係
が
必
要
と
な
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
両
側
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

ユ
ー
ザ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（
供
給
側
・
需
要
側
）
が
存
在
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と

【図表 １】　取引の類型化

財・サービス
金銭

企業
提供者

企業
利用者

財・サービス
金銭

企業
提供者

消費者
利用者

財・サービス
金銭

消費者
提供者

個人対個人
C to C

消費者
利用者

財・サービス
金銭

デ
ー
タ

デ
ー
タ

金
銭

企業
提供者

企業
仲介者

消費者
利用者

サ
ー
ビ
ス
②
＋

広
告

企業対個人
B to C

企業対企業対消費者
B to B to C
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一
〇
六
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一
四
八

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
台
頭
し
て
き
た
背
景
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
潮
流
が
作
用
し
て

い
る
。
一
つ
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
の
電
子
商
取
引
市
場
の
出
現
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果

に
着
目
し
た
研
究
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
に
あ
る

（
20
）

。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
は
、
提
供
さ

れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
利
用
者
が
増
え
る
ほ
ど
、
利
用
者
に
と
っ
て
そ
の
価
値

が
高
ま
る
こ
と
を
い
い
、「
需
要
サ
イ
ド
の
規
模
の
経
済
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る

（
21
）

。

利
用
者
の
拡
大
に
よ
っ
て
利
用
者
の
便
益
が
増
加
す
る
場
合
、
一
層
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効

果
が
働
く
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
存
在
す
る
市
場
で
は
、
直
線
的
な
契
約
関
係
に
な
い

者
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
連
結
さ
れ
て
い
る
市
場
構
造
を
生
む
こ
と
が
あ
り
、

さ
ら
に
顧
客
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る

（
22
）

。
こ
う
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
の
爆

発
は
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
革
命
」
と
い
わ
れ

（
23
）

、
現
代
で
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
台
頭

に
よ
り
経
済
や
社
会
全
体
の
隅
々
に
至
る
ま
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
社
会
変
革
が

進
ん
で
い
る

（
24
）

。
今
日
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
成
功
は

な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
市
場
に
お
け
る
取
引
に

は
、
常
に
三
者
関
係
が
必
要
と
な
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
両
側
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

ユ
ー
ザ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（
供
給
側
・
需
要
側
）
が
存
在
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と

【図表 １】　取引の類型化
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金銭
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提供者

企業
利用者

財・サービス
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デ
ー
タ

デ
ー
タ

金
銭
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企業
仲介者

消費者
利用者

サ
ー
ビ
ス
②
＋

広
告

企業対個人
B to C

企業対企業対消費者
B to B to C
（両面市場）

企業対企業
B to B

ネット動画（無料） ネット動画（有料）

ネットショッピング

情報検索 SNS
(ソーシャルメディア)

AR/VR
（法人向け）

FinTech
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AR/VR
（個人向け）

FinTech
（個人向け）

オークション
フリマアプリ

シェアリング
エコノミー

音楽電子書籍

類
型
例

概
念
図

（出典）　総務省編『平成 29 年版情報通信白書』（2017 年）36 頁

（
一
〇
六
四
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
四
九

呼
ば
れ
る
単
一
あ
る
い
は
複
数
の
仲
介
業
者
を
介
し
て
取
引
が
行
わ
れ
る
。
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
、
こ
の
よ
う
な
取
引
に
関
す
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
ル
ー

ル
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る

（
25
）

。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
核
心
は
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
提
供
者
と
そ
の
利
用
者
を
つ
な
ぐ
役
割

を
果
た
し
、
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
取
引
形
態
を
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
提
供
者
か
利
用
者
か
、
企
業

か
消
費
者
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
①
企
業
対
企
業
（B

toB

）、
②
企

業
対
企
業
対
消
費
者
（B

toB
toC

）、
③
企
業
対
消
費
者
（B

toC

）、
④
消
費
者
対

消
費
者
（C

toC

）
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介

し
て
、
取
引
は
①
か
ら
④
に
向
か
っ
て
多
様
化
し
て
い
る
（【
図
表
１
】）。
④
の
主

要
な
場
面
が
、
後
述
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
呼
ば
れ
る
取
引
形
態
で

あ
る
。

　
３
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
多
面
構
造
と
契
約
関
係

　（
１
）　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
関
係
当
事
者

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
主
要
な
関
係
者
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
管
理
運
営
す
る
事
業
者
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
本
体
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

【図表 ２】　プラットフォームと関係当事者

プラットフォーム上で、利用者間
契約（売買・賃貸借・役務提供契
約など）が締結される場合（締結
の機会を増大させる場合を含む）
とそうではない場合がある。

プラットフォームを誰に利用させるの
か、どのように利用させるのか、プラッ
トフォームに関連する知財の管理な
どについての決定権限はプラット
フォーマーにある。

サービス

対価の支払

サービス

対価の支払

（手数料） （手数料）

プラットフォーム利用規約

プラットフォーマー

モノ・サービスの提供者

提供資産等
・部屋、スペース
・スキル、労働力
・自動車移動
・モノ
・お金

モノ・サービスの利用者プラットフォーム

管 理 運 営

提供者と利用者を
マッチング

（出典）　筆者作成

（
一
〇
六
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
五
〇

発
展
や
管
理
を
担
う
組
織
。
企
業
や
非
営
利
団
体
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
）
と
二
つ
の
サ
イ
ド
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
仲
立
ち
す
る
そ
れ
ぞ
れ
性
質

の
異
な
る
事
業
者
や
顧
客
の
グ
ル
ー
プ
。
通
常
、
供
給
サ
イ
ド
と
需
要
サ
イ
ド
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
参
加
者
と
呼
ぶ
）
を
中
核
と
し
（【
図
表
２
】）、
こ
れ
に
協
力
者
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
提
携
し
て
参
加
利
用
者
に
付
加
価
値
を

提
供
す
る
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
企
業
、
団
体
）、
お
よ
び
、
そ
の
他
の
関
係
者
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
発
展
や
企
業
間
競
争
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
特
別
の
関
心
を
も
つ
政
府
や
規
制
当
局
な
ど
）
が
い
る

（
26
）

。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参
加
す
る
提
供
者
と
利
用
者
の
双
方
に
は
個
人
と
事

業
主
が
混
在
し
て
い
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
参
加
当
事
者
に
関
す
る
デ
ー
タ
へ
の
完
全
な
ア
ク
セ
ス
権
を
有
し
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
上
の
ル
ー
ル
を
管
理
す
る
存
在
で
あ
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
膨
大
な
デ
ー
タ
を
囲
い
込
ん
で
独
占
的
な
地
位
を
築
き
、
市
場
占
有
率
の
極
め
て
高
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
が
誕
生
す
る
場
合
に
は
、
他
の
事
業
者
の
参
入
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
独
占
禁
止
法
上
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る

（
27
）

。
検
索

サ
ー
ビ
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
一
般
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
寡
占
が
生
じ
や
す

い
と
も
い
わ
れ
る

（
28
）

。
独
占
や
寡
占
に
は
、
事
業
者
の
数
が
限
ら
れ
る
こ
と
で
競
争
が
制
限
さ
れ
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
価
値
が
上

昇
し
、
消
費
者
の
利
益
が
阻
害
さ
れ
る
側
面
も
あ
る

（
29
）

。
こ
の
こ
と
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
近
時
の
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
に
よ
る
競
争
制
限
と

し
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
種
類

前
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
主
に
、
製
品
開
発
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
あ
る
い
は
、
経
済
取
引
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る

言
葉
で
あ
る
が
、
確
固
た
る
定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
種
類
な
い
し
分
類
に
つ
い
て
も
、
論
者
に

よ
っ
て
、
そ
の
説
明
の
仕
方
は
微
妙
に
異
な
る
。
契
約
法
の
観
点
か
ら
は
、
取
引
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
有
無
に
着
眼
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

（
一
〇
六
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
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号
（
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〇
二
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年
三
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）

一
五
〇

発
展
や
管
理
を
担
う
組
織
。
企
業
や
非
営
利
団
体
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
）
と
二
つ
の
サ
イ
ド
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
仲
立
ち
す
る
そ
れ
ぞ
れ
性
質

の
異
な
る
事
業
者
や
顧
客
の
グ
ル
ー
プ
。
通
常
、
供
給
サ
イ
ド
と
需
要
サ
イ
ド
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
参
加
者
と
呼
ぶ
）
を
中
核
と
し
（【
図
表
２
】）、
こ
れ
に
協
力
者
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
提
携
し
て
参
加
利
用
者
に
付
加
価
値
を

提
供
す
る
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
企
業
、
団
体
）、
お
よ
び
、
そ
の
他
の
関
係
者
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
発
展
や
企
業
間
競
争
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
特
別
の
関
心
を
も
つ
政
府
や
規
制
当
局
な
ど
）
が
い
る

（
26
）

。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参
加
す
る
提
供
者
と
利
用
者
の
双
方
に
は
個
人
と
事

業
主
が
混
在
し
て
い
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
参
加
当
事
者
に
関
す
る
デ
ー
タ
へ
の
完
全
な
ア
ク
セ
ス
権
を
有
し
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
上
の
ル
ー
ル
を
管
理
す
る
存
在
で
あ
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
膨
大
な
デ
ー
タ
を
囲
い
込
ん
で
独
占
的
な
地
位
を
築
き
、
市
場
占
有
率
の
極
め
て
高
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
が
誕
生
す
る
場
合
に
は
、
他
の
事
業
者
の
参
入
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
独
占
禁
止
法
上
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る

（
27
）

。
検
索

サ
ー
ビ
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
一
般
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
寡
占
が
生
じ
や
す

い
と
も
い
わ
れ
る

（
28
）

。
独
占
や
寡
占
に
は
、
事
業
者
の
数
が
限
ら
れ
る
こ
と
で
競
争
が
制
限
さ
れ
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
価
値
が
上

昇
し
、
消
費
者
の
利
益
が
阻
害
さ
れ
る
側
面
も
あ
る

（
29
）

。
こ
の
こ
と
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
近
時
の
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
に
よ
る
競
争
制
限
と

し
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
種
類

前
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
主
に
、
製
品
開
発
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
あ
る
い
は
、
経
済
取
引
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る

言
葉
で
あ
る
が
、
確
固
た
る
定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
種
類
な
い
し
分
類
に
つ
い
て
も
、
論
者
に

よ
っ
て
、
そ
の
説
明
の
仕
方
は
微
妙
に
異
な
る
。
契
約
法
の
観
点
か
ら
は
、
取
引
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
有
無
に
着
眼
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

（
一
〇
六
六
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
五
一

る
。（

ア
）　
取
引
・
非
取
引
の
区
分
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

通
常
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
仲
介
す
る
取
引
の
有
無
に
よ
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
取
引
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
非
取

引
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
分
か
れ
る

（
30
）

。
前
者
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の
よ
う
に
消
費
者
と
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
が
取
引
を
行
う
こ
と
を

仲
介
し
た
り
、
婚
活
サ
イ
ト
の
よ
う
に
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
グ
ー
グ
ル
の
情
報
検
索
サ
ー

ビ
ス
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
よ
う
に
、
利
用
者
の
何
ら
か
の
関
心
に
応
え
る
サ
ー

ビ
ス
が
広
告
主
な
ど
に
よ
り
支
え
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
イ
）　
マ
ッ
チ
ン
グ
・
非
マ
ッ
チ
ン
グ
の
区
分
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
非
マ
ッ
チ
ン
グ
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
存
在
す
る

（
31
）

。
前
者
の
典

型
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
各
種
の
モ
ノ
や
ス
キ
ル
な
ど
を
個
人

間
で
交
換
な
い
し
共
有
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も
、
こ
の
よ
う
な
マ
ッ
チ
ン
グ
型

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
一
種
で
あ
る
。
後
者
の
典
型
と
し
て
は
、
電
子
掲
示
板
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
共
有
サ
イ
ト
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
ッ
チ
ン
グ
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
市
場
の
構
造
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
参
加
提
供
者
と
参
加
利
用
者
の
三
者

か
ら
成
る
「
多
面
市
場
」（m

ulti-sided m
arket

）
で
あ
る
。
こ
の
多
面
市
場
を
維
持
す
る
た
め
に
、
マ
ッ
チ
ン
グ
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
参
加
提
供
者
と
の
間
の
み
な
ら
ず
、
参
加
利
用
者
と
の
間
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
利
用
に
関
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
る
。

（
一
〇
六
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
五
二

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
取
引
な
い
し

仲
介
の
「
場
」
と
し
て
漠
然
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
上
記
の
よ
う
に

分
類
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
様
々

な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
提
供
に
お
け
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
点
と
相
違
点
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
新
し
く
登
場
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
法
的

リ
ス
ク
や
規
制
の
適
否
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

（
32
）

。
こ
れ
に
対

し
、
非
マ
ッ
チ
ン
グ
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
参
加
提
供
者
と
参

加
利
用
者
は
非
対
称
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
立
場
を
入
れ
替
え
つ

つ
、
互
い
に
情
報
を
提
供
し
消
費
す
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
参
加
利
用
者
よ
り
提
供
さ
れ
る
情
報
の
中
に
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
違
法
な
情
報
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
第
三
者
に
対
し
て
権
利
侵

害
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
（【
図
表
３
】）。

（
ウ
）　
そ
の
他
の
分
類
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

以
上
の
分
類
の
ほ
か
に
、
論
者
の
中
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、

①
取
引
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（T

ransaction platform

）、
②
技
術
開

発
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（Innovation platform

）、
③
統
合
型
プ
ラ
ッ

【図表 ３】　プラットフォームビジネスの類型化

マッチング型プラットフォーム
（プラットフォームが提供するネットワークを 

介して利用者間取引が締結できる場合）

非マッチング型プラット 
フォーム

プ ラ ッ ト
フ ォ ー ム 
利 用 者

Ｂ＆Ｃ Ｃ＆Ｃ Ｂ＆Ｃ Ｃ＆Ｃ

プ ラ ッ ト
フォーマー 
の収益構造

商品やサービスを提供す
る利用者サイドからの手
数料

両利用者サイドから
の手数料

商品やサービスを
提供する利用者サ
イド等からの広告
収入

利用者
サイド
への広
告掲載
による
収入

該当例

ネットショッピングモー
ル　　カード決済
アプリマーケットサイト
共同購入クーポンサイト
ネットオークション

シェアリングエコノ
ミー（狭義）
フリーマーケット
ネットオークション

情報検索サイト
クチコミサイト等

ＳＮＳ

（出典）　千葉恵美子・消費者法研究 5 号（2018 年）93 頁

プラットフォーム
の役割

分析の
視点

（
一
〇
六
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
五
二

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
取
引
な
い
し

仲
介
の
「
場
」
と
し
て
漠
然
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
上
記
の
よ
う
に

分
類
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
様
々

な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
提
供
に
お
け
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
点
と
相
違
点
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
新
し
く
登
場
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
法
的

リ
ス
ク
や
規
制
の
適
否
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

（
32
）

。
こ
れ
に
対

し
、
非
マ
ッ
チ
ン
グ
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
参
加
提
供
者
と
参

加
利
用
者
は
非
対
称
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
立
場
を
入
れ
替
え
つ

つ
、
互
い
に
情
報
を
提
供
し
消
費
す
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
参
加
利
用
者
よ
り
提
供
さ
れ
る
情
報
の
中
に
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
違
法
な
情
報
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
第
三
者
に
対
し
て
権
利
侵

害
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
（【
図
表
３
】）。

（
ウ
）　
そ
の
他
の
分
類
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

以
上
の
分
類
の
ほ
か
に
、
論
者
の
中
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、

①
取
引
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（T

ransaction platform

）、
②
技
術
開

発
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（Innovation platform

）、
③
統
合
型
プ
ラ
ッ

【図表 ３】　プラットフォームビジネスの類型化

マッチング型プラットフォーム
（プラットフォームが提供するネットワークを 

介して利用者間取引が締結できる場合）

非マッチング型プラット 
フォーム

プ ラ ッ ト
フ ォ ー ム 
利 用 者

Ｂ＆Ｃ Ｃ＆Ｃ Ｂ＆Ｃ Ｃ＆Ｃ

プ ラ ッ ト
フォーマー 
の収益構造

商品やサービスを提供す
る利用者サイドからの手
数料

両利用者サイドから
の手数料

商品やサービスを
提供する利用者サ
イド等からの広告
収入

利用者
サイド
への広
告掲載
による
収入

該当例

ネットショッピングモー
ル　　カード決済
アプリマーケットサイト
共同購入クーポンサイト
ネットオークション

シェアリングエコノ
ミー（狭義）
フリーマーケット
ネットオークション

情報検索サイト
クチコミサイト等

ＳＮＳ

（出典）　千葉恵美子・消費者法研究 5 号（2018 年）93 頁

プラットフォーム
の役割

分析の
視点

（
一
〇
六
八
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
五
三

ト
フ
ォ
ー
ム
（Integrated platform

）、
④
投
資
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（Investm
ent platform

）
の
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
も
試
み
る
者

も
い
る

（
33
）

。
こ
れ
ら
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
連
な
る
企
業
、
個
人
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
組
織
効
率
の
最

大
化
を
目
指
す
と
い
う
観
点
か
ら
分
離
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
論
者
の
中
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
種
類
を
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
造
か
ら
見
て
、
基
盤
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
媒
介
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
二
種
類
に
大
別
す
る
者
が
い

る
（
34
）

。
こ
れ
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
が
階
層
構
造
を
も
つ
産
業
の
一
部
分
で
あ
り
、
徐
々
に
媒
介
型
へ
と
そ
の
概
念
の
範
囲
が

拡
大
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
観
点
を
踏
ま
え
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
機
能
面
か
ら
捉
え
た
分
類
で
あ
る
。
ま
た
、
様
々
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
事
例
の
分
析
を
通
じ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
交
流
型
、
交
換
型
、
交
差
型
に
分
類
し
て
整
理
す
る
者
も
い
る

（
35
）

。
さ
ら

に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
態
は
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
流
通
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
メ
デ
ィ
ア

媒
体
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
取
引
市
場
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
証
券
取
引
所
に
至
る
ま
で
、
多
様
で
幅
広
い
と
し
た
う
え
で
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
態
を
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
メ
デ
ィ
ア
機
器
、
製
造
・
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
商
業
・
都
市
施
設
に
区
分
し
て
説

明
す
る
者
も
い
る

（
36
）

。

（
３
）　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
造
的
特
徴
と
機
能

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
開
設
さ
れ
た
取
引
の
場
で
あ
り
、
そ
の
取
引
の
場
に
お
い
て
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
の
取
引
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
市
場
で
は
、
集
積
さ
れ
た
各
種
の
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
情
報
を
容
易
に
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
な
け
れ
ば
従
来
不
可
能
で
あ
っ
た
新
た
な
価
値
の
創
出
や
取
引
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

（
一
〇
六
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
五
四

（
ア
）　
新
た
な
価
値
の
創
出

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
管
理
運
営
す
る
事
業
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
参

加
者
を
増
や
し
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
成
長
す
る
。
究
極
的
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
取
引
を
円
滑
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
驚
く
べ
き
量
の
新
た
な
価
値
が
創
出
さ
れ
、
交
換
さ
れ
て
行
く
。
従
来
の
直
線
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
自
ら
商
品
を
生
産
し
、
各
種

の
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
で
価
値
を
生
み
出
し
た
の
に
対
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
直
接
に
生
産
手
段
を
有
し
な
い

が
、
参
加
者
間
に
つ
な
が
り
を
作
り
、
各
種
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
の
交
換
・
取
引
を
行
な
う
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
価
値
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る

（
37
）

。
成
功
し
て
い
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
、
適
切
な
参
加
者
同
士
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
最

も
関
連
性
の
あ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
と
交
換
・
取
引
で
き
る
環
境
を
作
り
出
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
が
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用

に
よ
り
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
イ
）　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
処
理
と
活
用

上
記
の
よ
う
な
新
た
な
価
値
の
創
出
の
た
め
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
各
種
情
報
（
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
）
を
集
積
し
、
情
報
間
の
つ
な
が
り
を
分
析
し
た
り
、
新
た
に
結
び
つ
け
た
り
し
な
が
ら
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る

（
38
）

。
収
集
さ
れ
る
デ
ー
タ
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ま
た
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
や
分
類
、
解
析
、
解
釈
な
ど
に
用
い
る
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
が
上
手
く
設
計
さ
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
交
換
さ
れ
る
情
報
の
関
連
性
や
有
用
性
が
高
ま
り
、
最
終
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
が
高
い

も
の
と
な
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
構
築
さ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
情
報
が
集
積
す
る
こ
と
は
、
情
報
の
可
視
性
を
高
め
、
参
加
者
相
互
間
の
つ

な
が
り
を
強
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぐ
か
、
あ
る
い
は
、
情
報
間
の
つ
な
が
り
か
ら
何
を
読
み
取

（
一
〇
七
〇
）



日
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法
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　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
五
四

（
ア
）　
新
た
な
価
値
の
創
出

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
管
理
運
営
す
る
事
業
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
参

加
者
を
増
や
し
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
成
長
す
る
。
究
極
的
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
取
引
を
円
滑
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
驚
く
べ
き
量
の
新
た
な
価
値
が
創
出
さ
れ
、
交
換
さ
れ
て
行
く
。
従
来
の
直
線
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
自
ら
商
品
を
生
産
し
、
各
種

の
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
で
価
値
を
生
み
出
し
た
の
に
対
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
直
接
に
生
産
手
段
を
有
し
な
い

が
、
参
加
者
間
に
つ
な
が
り
を
作
り
、
各
種
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
の
交
換
・
取
引
を
行
な
う
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
価
値
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る

（
37
）

。
成
功
し
て
い
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
、
適
切
な
参
加
者
同
士
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
最

も
関
連
性
の
あ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
と
交
換
・
取
引
で
き
る
環
境
を
作
り
出
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
が
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用

に
よ
り
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
イ
）　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
処
理
と
活
用

上
記
の
よ
う
な
新
た
な
価
値
の
創
出
の
た
め
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
各
種
情
報
（
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
）
を
集
積
し
、
情
報
間
の
つ
な
が
り
を
分
析
し
た
り
、
新
た
に
結
び
つ
け
た
り
し
な
が
ら
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る

（
38
）

。
収
集
さ
れ
る
デ
ー
タ
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ま
た
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
や
分
類
、
解
析
、
解
釈
な
ど
に
用
い
る
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
が
上
手
く
設
計
さ
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
交
換
さ
れ
る
情
報
の
関
連
性
や
有
用
性
が
高
ま
り
、
最
終
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
が
高
い

も
の
と
な
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
構
築
さ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
情
報
が
集
積
す
る
こ
と
は
、
情
報
の
可
視
性
を
高
め
、
参
加
者
相
互
間
の
つ

な
が
り
を
強
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぐ
か
、
あ
る
い
は
、
情
報
間
の
つ
な
が
り
か
ら
何
を
読
み
取

（
一
〇
七
〇
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
五
五

る
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
る

（
39
）

。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
管
理
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ

ス
で
は
問
わ
れ
る
こ
と
な
る
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
管
理
運
営
す
る
事
業
者
は
、
顧
客
の
個
人
情
報
の
管
理

を
行
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
な
が
ら
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
活
用
を
促
進
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
ウ
）　
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
構
築
さ
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
意
義
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
要
因
に
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
の
ほ
か
に

も
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（Internet of T

hings

：IoT

）
化
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

（
40
）

。
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、
一
九
九
九
年
に
、
イ
ギ
リ
ス

人
の
技
術
開
発
者
ケ
ビ
ン
・
ア
シ
ュ
ト
ン
が
提
唱
し
た
用
語
で
、
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
埋
め
込
ま
れ
、
そ
う
し
た
モ
ノ
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
通
信
し
合
う
よ
う
に
な
る
と
、
セ
ン
サ
ー
を
含
む
機
器
に
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
を
も
た
せ
、
情
報
の
収
集
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
利
益
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
電
力
業
界
に
お
け
る
電
力
の
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
化
、
自
動
車
の
カ
ー
ナ
ビ
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
は
、
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
化
が
進
み
、
様
々
な
モ
ノ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
つ
な
い
で
情
報
を
収
集
し
た
り
、
制
御
の
た

め
に
送
り
込
ん
だ
り
す
る
と
、
モ
ノ
が
、
今
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
を
容
易
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の

結
果
、
モ
ノ
と
そ
れ
を
使
っ
て
い
る
人
と
が
紐
付
け
ら
れ
、
誰
が
使
っ
て
い
る
か
も
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
必
ず

し
も
モ
ノ
を
お
金
と
交
換
に
売
り
渡
さ
な
く
と
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
立
す
る
。
例
え
ば
、
車
を
所
有
す
る
こ
と
に
伴
う
費
用
を
避
け
る
た

め
に
、
必
要
な
時
だ
け
車
を
借
り
る
と
い
っ
た
行
動
が
増
え
て
く
る
。
こ
れ
は
、「
所
有
権
を
売
る
」
モ
デ
ル
か
ら
「
利
用
権
を
売
る
」

モ
デ
ル
へ
の
転
換
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
近
時
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ

Ｔ
）
化
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
結
び
付
け
、
さ
ら
に
一
層
の
展
開
を
図
っ
た
の
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
あ
る
。
詳
し
く
は

（
一
〇
七
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
五
六

後
述
す
る
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
は
、
製
品
な
ど
の
モ
ノ
を
中
心
に
、
そ
の
貸
し
借
り
や
交
換
、
共
有
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
社
会
変
革
の
手
段
と
な
り
得
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

（
４
）　
二
面
的
・
双
方
向
市
場
の
契
約
関
係

（
ア
）
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
二
面
的
（
多
面
的
）
な
双
方
向
市
場

二
組
の
経
済
主
体
（
提
供
者
側
と
利
用
者
側
）
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
そ
の
仲
介
者
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
）
を
通
じ
て
相
互
に

作
用
す
る
市
場
を
、
今
日
の
経
済
学
な
い
し
競
争
法
の
領
域
で
は
、「
二
面
向
市
場
」
と
呼
ん
で
い
る

（
41
）

。
二
面
市
場
は“tw

o-sided 

m
arket ”

の
訳
語
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
作
り
出
す
の
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
っ
た
二
面
性
を

特
徴
と
す
る
市
場
で
、
そ
の
よ
う
な
効
果
は
ど
ち
ら
の
側
に
も
単
独
で
あ
る
い
は
複
合
的
に
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
仲

介
者
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
中
心
に
、
双
方
向
に
相
対
し
て
い
る
市
場
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
市
場
は
、

法
律
学
の
観
点
か
ら
は
、「
多
面
的
で
双
方
向
性
を
も
っ
た
市
場
」
と
い
う
の
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
42
）

。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
開
設
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
で
は
、
出
店
が
多
い
ほ
ど
消
費
者
に
と
っ
て
便
利
で

あ
り
、
市
場
に
来
る
消
費
者
が
多
い
ほ
ど
出
店
が
魅
力
的
と
な
る
の
で
、
店
舗
の
拡
大
と
高
い
集
客
力
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
の
利
用
者
間
で
起
き
る
に
と
ど
ま
ら
ず
グ
ル
ー
プ
を
超
え
て
起
こ
る
。
こ
れ
を

「
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
」
と
い
う
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
は
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
生
じ
や
す
い
。
そ
の

意
味
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
市
場
は
多
面
的
で
あ
る
。
単
に
二
組
の
経
済
主
体
が
双
方
向
に
相
対
し
て
い

る
だ
け
の
市
場
で
は
な
く
、
こ
れ
に
加
え
て
、
一
方
の
経
済
主
体
の
意
思
決
定
が
、
典
型
的
に
は
外
部
性
を
通
じ
て
、
他
方
の
経
済
主
体

の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
市
場
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
運
営
管
理
す
る
事
業
者
は
、
各
種
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
を

（
一
〇
七
二
）
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五
六

後
述
す
る
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
は
、
製
品
な
ど
の
モ
ノ
を
中
心
に
、
そ
の
貸
し
借
り
や
交
換
、
共
有
が
行
わ
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て
い
る
が
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
社
会
変
革
の
手
段
と
な
り
得
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

（
４
）　
二
面
的
・
双
方
向
市
場
の
契
約
関
係

（
ア
）
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
二
面
的
（
多
面
的
）
な
双
方
向
市
場

二
組
の
経
済
主
体
（
提
供
者
側
と
利
用
者
側
）
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
そ
の
仲
介
者
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
）
を
通
じ
て
相
互
に

作
用
す
る
市
場
を
、
今
日
の
経
済
学
な
い
し
競
争
法
の
領
域
で
は
、「
二
面
向
市
場
」
と
呼
ん
で
い
る

（
41
）

。
二
面
市
場
は“tw

o-sided 

m
arket ”

の
訳
語
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
作
り
出
す
の
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
っ
た
二
面
性
を

特
徴
と
す
る
市
場
で
、
そ
の
よ
う
な
効
果
は
ど
ち
ら
の
側
に
も
単
独
で
あ
る
い
は
複
合
的
に
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
仲

介
者
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
中
心
に
、
双
方
向
に
相
対
し
て
い
る
市
場
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
市
場
は
、

法
律
学
の
観
点
か
ら
は
、「
多
面
的
で
双
方
向
性
を
も
っ
た
市
場
」
と
い
う
の
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
42
）

。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
開
設
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
で
は
、
出
店
が
多
い
ほ
ど
消
費
者
に
と
っ
て
便
利
で

あ
り
、
市
場
に
来
る
消
費
者
が
多
い
ほ
ど
出
店
が
魅
力
的
と
な
る
の
で
、
店
舗
の
拡
大
と
高
い
集
客
力
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
の
利
用
者
間
で
起
き
る
に
と
ど
ま
ら
ず
グ
ル
ー
プ
を
超
え
て
起
こ
る
。
こ
れ
を

「
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
」
と
い
う
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
は
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
生
じ
や
す
い
。
そ
の

意
味
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
市
場
は
多
面
的
で
あ
る
。
単
に
二
組
の
経
済
主
体
が
双
方
向
に
相
対
し
て
い

る
だ
け
の
市
場
で
は
な
く
、
こ
れ
に
加
え
て
、
一
方
の
経
済
主
体
の
意
思
決
定
が
、
典
型
的
に
は
外
部
性
を
通
じ
て
、
他
方
の
経
済
主
体

の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
市
場
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
運
営
管
理
す
る
事
業
者
は
、
各
種
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
を

（
一
〇
七
二
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
五
七

提
供
す
る
出
品
者
と
そ
の
利
用
者
で
あ
る
消
費
者
と
の
間
を
つ
な
ぐ
仲
介
者
で
あ
り
、
双
方
と
関
係
を
も
ち
、
そ
れ
ら
の
間
の
相
互
作
用

に
も
影
響
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
伴
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
市
場
は
、
二
方
向
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
三
方
向
以
上
が
相

互
に
作
用
す
る
市
場
で
も
あ
り
得
る
か
ら
、
注
意
を
要
す
る
。
例
え
ば
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
検
索
の

対
象
と
な
っ
た
情
報
や
サ
イ
ト
の
提
供
者
は
多
数
で
あ
り
、
複
数
の
情
報
提
供
者
と
利
用
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
双
方

向
市
場
は
よ
り
一
般
的
に
は
多
面
市
場
（m

ulti-sided m
arket

）
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る

（
43
）

。
多
面
市
場
と
呼
ぶ
方
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

め
ぐ
る
問
題
を
一
般
化
し
て
捉
え
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
問
題
解
決
の
た
め
の
着
眼
点
と
し
て
は
好
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
多
面
的
な
双
方
向
市
場
に
は
、
多
く
の
場
合
、
一
つ
の
市
場
に
複
数
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
は
競
争
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
提
供
さ
れ
る
各
種
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の

内
容
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ご
と
に
異
な
り
、
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
者
も
異
な
る
か
ら
、
完
全
競
争
モ
デ
ル
が
想
定
す
る

同
質
的
な
競
争
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
特
定
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
何
ら
か
の

市
場
支
配
力
を
も
ち
や
す
い
と
も
い
わ
れ
る

（
44
）

。

（
イ
）　
二
面
的
（
多
面
的
）
で
双
方
向
な
市
場
に
お
け
る
契
約
関
係

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
法
的
問
題
は
、
競
争
法
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
契
約
法
そ
の
他
の
法
分
野
と
も
関
連
な
い
し
交
錯
す
る
。

契
約
法
と
の
関
係
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
っ
て
作
り
出
す
市
場
が
多
面
的
で
双
方

向
性
を
も
っ
た
市
場
で
あ
る
と
い
う
点
の
認
識
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
市
場
の
契
約
関
係
を
考
え
る
う
え
で
は
、
そ
れ
は
ど
の
よ

う
に
市
場
と
し
て
確
定
す
べ
き
か
、
ま
ず
こ
の
点
が
求
め
ら
れ
る
。

（
一
〇
七
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
五
八

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
市
場
に
お
い
て
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
提
供
者
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
利
用
者
と
売
買
や

交
換
な
ど
の
契
約
を
結
ぶ
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
も
利
用
契
約
を
結
び
、
一
定
の
契
約
関
係
に
入
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
一
方
で
、
広
告
主
と
の
間
で
広
告
料
の
支
払
い
を
受
け
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
出
品
す
る
提
供
者

と
の
間
で
は
仲
介
手
数
料
の
支
払
い
を
受
け
る
な
ど
、
有
料
の
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
他
方
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、

情
報
検
索
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
と
の
仲
介
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
に
提
供
す
る
関
係

で
は
、
通
常
、
利
用
者
か
ら
金
銭
に
よ
る
対
価
の
支
払
い
を
受
け
ず
、
利
用
者
が
利
用
規
約
に
同
意
し
た
う
え
で
、
利
用
者
の
個
人
情
報

の
提
供
を
受
け
る
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
利
用
者
を
誘
引
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
（
価
格
比
較
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
無
償
で
提
供
す
る
と

い
う
戦
略
が
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
な
ど
の
提
供
者
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
、
お
よ
び
そ
の
利
用
者
の
三
者
が
取
引
の
場
（
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
を
中
心
に
面
で
向
か
い
合
っ
て
い
る
多
面
的
で
双
方
向
性
を
も
っ
た
市
場
に
あ
っ
て
は
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
市
場
を
認
定

し
、
そ
の
う
え
で
、
関
係
す
る
参
加
当
事
者
や
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
の
強
弱
な
ど
を
考
察
し
て
、
契
約
当
事
者
間
に
お
け
る
権
利

義
務
な
ど
の
法
的
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う

（
45
）

。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
う
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
事
業
の
生
態
系
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
多
様
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
こ
れ
を
利
用
す
る
の
で

あ
っ
て

（
46
）

、
取
引
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
全
体
と
し
て
一
つ
の
市
場
、
非
取
引
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
複
数
の
市
場
と
い
っ
た
形
式
的

な
市
場
の
確
定
は
関
係
当
事
者
間
の
法
律
関
係
の
解
明
の
た
め
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
く
、
戒
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

（
47
）

。
そ
の
よ
う
に
解

し
て
こ
そ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
一
定
の
役
割
・
義
務
・
責
任
を
担
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と

は
、
利
用
者
の
保
護
や
消
費
者
の
安
全
確
保
な
ど
を
図
る
う
え
で
効
果
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
取
引
の
安
全
や
公
正
性
を
確
保
す
る
こ
と

（
一
〇
七
四
）
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二
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一
五
八

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
市
場
に
お
い
て
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
提
供
者
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
利
用
者
と
売
買
や

交
換
な
ど
の
契
約
を
結
ぶ
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
も
利
用
契
約
を
結
び
、
一
定
の
契
約
関
係
に
入
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
一
方
で
、
広
告
主
と
の
間
で
広
告
料
の
支
払
い
を
受
け
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
出
品
す
る
提
供
者

と
の
間
で
は
仲
介
手
数
料
の
支
払
い
を
受
け
る
な
ど
、
有
料
の
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
他
方
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、

情
報
検
索
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
と
の
仲
介
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
に
提
供
す
る
関
係

で
は
、
通
常
、
利
用
者
か
ら
金
銭
に
よ
る
対
価
の
支
払
い
を
受
け
ず
、
利
用
者
が
利
用
規
約
に
同
意
し
た
う
え
で
、
利
用
者
の
個
人
情
報

の
提
供
を
受
け
る
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
利
用
者
を
誘
引
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
（
価
格
比
較
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
無
償
で
提
供
す
る
と

い
う
戦
略
が
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
な
ど
の
提
供
者
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
、
お
よ
び
そ
の
利
用
者
の
三
者
が
取
引
の
場
（
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
を
中
心
に
面
で
向
か
い
合
っ
て
い
る
多
面
的
で
双
方
向
性
を
も
っ
た
市
場
に
あ
っ
て
は
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
市
場
を
認
定

し
、
そ
の
う
え
で
、
関
係
す
る
参
加
当
事
者
や
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
の
強
弱
な
ど
を
考
察
し
て
、
契
約
当
事
者
間
に
お
け
る
権
利

義
務
な
ど
の
法
的
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う

（
45
）

。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
間
接
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
う
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
事
業
の
生
態
系
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
多
様
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
こ
れ
を
利
用
す
る
の
で

あ
っ
て

（
46
）

、
取
引
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
全
体
と
し
て
一
つ
の
市
場
、
非
取
引
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
複
数
の
市
場
と
い
っ
た
形
式
的

な
市
場
の
確
定
は
関
係
当
事
者
間
の
法
律
関
係
の
解
明
の
た
め
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
く
、
戒
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

（
47
）

。
そ
の
よ
う
に
解

し
て
こ
そ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
一
定
の
役
割
・
義
務
・
責
任
を
担
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と

は
、
利
用
者
の
保
護
や
消
費
者
の
安
全
確
保
な
ど
を
図
る
う
え
で
効
果
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
取
引
の
安
全
や
公
正
性
を
確
保
す
る
こ
と

（
一
〇
七
四
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
五
九

に
よ
り
取
引
相
手
や
消
費
者
か
ら
の
信
頼
を
集
め
、
引
い
て
は
自
ら
の
健
全
な
発
展
を
促
す
こ
と
に
も
な
る

（
48
）

。

４
　
市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
と
契
約
上
の
問
題
点

以
下
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
市
場
に
お
け
る
契
約
上
の
問
題
点
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
利
用
者
と
様
々
な
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
を
結
び
つ
け
、
一
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
取
引
の
場

で
あ
る
。
利
用
者
は
、
自
ら
作
成
・
入
力
し
た
デ
ー
タ
と
引
き
換
え
に
、
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
新
し
い

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
要
素
と
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
糧
と
な
り
、
ま
た
、
デ
ー
タ
自
体
は
取
引
の
対
象
と
な
り
得
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
事
業
者
の
競
争
上
の
地
位
を
決
定
づ
け
る
の
は
デ
ー
タ
で
あ
る

（
49
）

。
デ
ー
タ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
広
く
大
量
に
収
集
さ
れ
、
そ
れ
が
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
上
の
地
位
に
影
響
を
与
え
る

（
50
）

。
し
か
し
、

デ
ー
タ
の
集
積
は
個
人
情
報
の
侵
害
を
生
じ
や
す
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
競
争
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
新
た
な
問
題
を
生
み
出
し

て
い
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
利
用
者
か
ら
多
様
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
こ
れ
を
利
用
す
る
が
、
こ
う
し
た
活
動
が
個
人
の
デ
ー
タ

提
供
者
を
識
別
す
る
の
に
十
分
な
程
度
で
行
わ
れ
る
と
き
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
重
大
な
問
題
を
提
起
す
る
。
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
利
用
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
無
料
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
個
人
情
報
侵
害
の
違
法
性
を
阻
却
し
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
問
題
を
回
避
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
の
不
当
な
収
集
な
ど
、
反
競

争
的
効
果
の
直
接
的
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

（
51
）

。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機
能
を
絶
え
ず
改
善
し
、
ま
た
追
加
す
る
と
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

（
一
〇
七
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
〇

競
争
を
行
っ
て
い
る
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
基
づ
く
多
面
的
で
双
方
向
性
を
も
っ
た
市
場
は
価
格
に
基
づ
く
競
争
を
前
提
と
す
る
伝

統
的
な
市
場
と
は
異
な
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
市
場
に
は
、
多
く
の
場
合
、
一
つ
の
市
場
に
複
数
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
競
争
関
係
に
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
提
供
さ
れ
る
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
な
ど

の
内
容
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ご
と
に
異
な
り
、
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
者
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
間

の
競
争
は
完
全
で
は
な
く
、
特
定
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
何
ら
か
の
市
場
支
配
力
を
も
ち
や
す
い

（
52
）

。
こ
う
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
支
配
す
る
多
面
的
市
場
で
は
従
来
の
伝
統
的
な
市
場
分
析
力
を
う
ま
く
適
用
で
き
な
い
可
能
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
課
題
と

し
て
指
摘
す
る
論
者
も
少
く
な
い

（
53
）

。

市
場
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
存
在
感
が
高
ま
る
と
、
独
占
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
声
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
幅
も
大
き
く
な
る
か
ら
、
市
場
が
成
熟
す
る
と
、
そ
の
業
界
を
支
配
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
は
一
つ
か
二
つ
に
絞
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
市
場
に
お
け
る
寡
占
化
が
生
じ
や
す
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
革
新
的
な
企
業
が
も
た
ら
す
生
産
性
の
向
上
は
、
経
済
の
不
均
衡
を
増
幅
さ
せ
、
政
府
や
規
制
当
局
の
介
入
を
誘
う
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
三
一
日
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
の

実
態
調
査
に
関
す
る
報
告
書
を
公
表
し
た

（
54
）

。
同
報
告
書
は
、
通
信
販
売
サ
イ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ス
ト
ア
を
経
営
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
事
業
者
と
出
店
企
業
の
九
三
社
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
独
禁
法
な
ど
の
法
令
違
反
と
な
る
行

為
を
整
理
し
て
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
通
販
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
ス
ト
ア
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
は
、
出
店
企
業
か
ら
徴
収
す
る
手

数
料
の
一
方
的
な
引
き
上
げ
、
商
品
表
示
の
順
位
の
基
準
不
開
示
、
特
定
決
済
シ
ス
テ
ム
導
入
の
強
制
、
最
安
値
で
の
販
売
強
制
、
消
費

者
か
ら
の
返
品
対
応
へ
の
強
制
、
他
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
制
限
、
顧
客
情
報
・
デ
ー
タ
の
運
営
事
業
者
に
よ
る
自
社
利
用
な
ど
、

（
一
〇
七
六
）
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競
争
を
行
っ
て
い
る
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
基
づ
く
多
面
的
で
双
方
向
性
を
も
っ
た
市
場
は
価
格
に
基
づ
く
競
争
を
前
提
と
す
る
伝

統
的
な
市
場
と
は
異
な
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
市
場
に
は
、
多
く
の
場
合
、
一
つ
の
市
場
に
複
数
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
競
争
関
係
に
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
提
供
さ
れ
る
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
な
ど

の
内
容
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ご
と
に
異
な
り
、
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
者
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
間

の
競
争
は
完
全
で
は
な
く
、
特
定
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
何
ら
か
の
市
場
支
配
力
を
も
ち
や
す
い

（
52
）

。
こ
う
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
支
配
す
る
多
面
的
市
場
で
は
従
来
の
伝
統
的
な
市
場
分
析
力
を
う
ま
く
適
用
で
き
な
い
可
能
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
課
題
と

し
て
指
摘
す
る
論
者
も
少
く
な
い

（
53
）

。

市
場
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
存
在
感
が
高
ま
る
と
、
独
占
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
声
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
幅
も
大
き
く
な
る
か
ら
、
市
場
が
成
熟
す
る
と
、
そ
の
業
界
を
支
配
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
は
一
つ
か
二
つ
に
絞
ら
れ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
市
場
に
お
け
る
寡
占
化
が
生
じ
や
す
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
革
新
的
な
企
業
が
も
た
ら
す
生
産
性
の
向
上
は
、
経
済
の
不
均
衡
を
増
幅
さ
せ
、
政
府
や
規
制
当
局
の
介
入
を
誘
う
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
三
一
日
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
の

実
態
調
査
に
関
す
る
報
告
書
を
公
表
し
た

（
54
）

。
同
報
告
書
は
、
通
信
販
売
サ
イ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ス
ト
ア
を
経
営
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
事
業
者
と
出
店
企
業
の
九
三
社
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
独
禁
法
な
ど
の
法
令
違
反
と
な
る
行

為
を
整
理
し
て
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
通
販
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
ス
ト
ア
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
は
、
出
店
企
業
か
ら
徴
収
す
る
手

数
料
の
一
方
的
な
引
き
上
げ
、
商
品
表
示
の
順
位
の
基
準
不
開
示
、
特
定
決
済
シ
ス
テ
ム
導
入
の
強
制
、
最
安
値
で
の
販
売
強
制
、
消
費

者
か
ら
の
返
品
対
応
へ
の
強
制
、
他
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
制
限
、
顧
客
情
報
・
デ
ー
タ
の
運
営
事
業
者
に
よ
る
自
社
利
用
な
ど
、

（
一
〇
七
六
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
六
一

様
々
な
問
題
が
浮
上
し
て
き
て
い
る
。

政
府
は
、
右
の
公
正
取
引
員
会
の
実
態
調
査
報
告
書
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
二
日
、
デ
ジ
タ
ル
市
場
競
争
会
議
（
議

長
・
菅
義
偉
官
房
長
官
）
を
開
き
、
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
規
制
に
つ
い
て
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
米
大
手
四
社
の
法
務
や
公
共
政
策
の
責
任

者
か
ら
意
見
聴
取
を
し
た
。
そ
し
て
、
政
府
は
、
聴
取
し
た
意
見
等
を
参
考
に
、
関
係
省
庁
に
よ
る
横
断
的
な
規
制
案
の
検
討
を
行
っ
た

結
果
、
二
〇
二
〇
年
二
月
一
七
日
、
デ
ジ
タ
ル
市
場
競
争
会
議
で
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
取
引
透
明
化
に
関
す
る
規
制
案
を

定
め
、
翌
一
八
日
の
閣
議
で
こ
れ
を
決
定
し
、
国
会
に
提
出
し
た

（
55
）

。
取
引
の
透
明
化
は
、
新
法
「
特
定
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

透
明
性
及
び
公
正
性
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」（
案
）
で
対
応
す
る
も
の
と
し
、
当
面
、
売
り
上
げ
や
シ
ェ
ア
で
一
定
以
上
の
規
模
を
持

つ
通
販
サ
イ
ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
ス
ト
ア
の
運
営
企
業
を
対
象
と
す
る
。
対
象
企
業
に
対
し
て
、
出
店
者
と
の
契
約
を
解
除

し
た
場
合
に
判
断
基
準
を
開
示
す
る
こ
と
や
契
約
変
更
を
事
前
に
告
知
す
る
こ
と
な
ど
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
運
営
状
況
を
毎
年
度
、

経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
、
同
大
臣
は
こ
れ
を
評
価
し
て
公
表
す
る
。
取
引
先
か
ら
の
苦
情
に
適
切
に
対
応
す
る
体
制
の
整
備
も
促
し
、

従
わ
な
い
場
合
は
公
正
取
引
委
員
会
の
勧
告
や
命
令
の
対
象
と
な
る
。
収
集
・
利
用
す
る
個
人
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
で
も
、
新
た
な
ル
ー

ル
を
整
備
す
る
。
対
象
企
業
が
サ
イ
ト
の
購
買
履
歴
と
い
っ
た
個
人
デ
ー
タ
を
明
確
な
説
明
な
く
利
用
す
る
と
「
優
越
的
地
位
の
乱
用
」

に
あ
た
る
と
し
、
ま
た
、
個
人
デ
ー
タ
を
保
護
す
る
た
め
、
個
人
が
望
ま
な
い
デ
ー
タ
利
用
の
停
止
を
企
業
に
要
請
で
き
る
「
利
用
停
止

権
（
使
わ
せ
な
い
権
利
）」
を
導
入
す
る
。
法
案
策
定
の
検
討
段
階
で
は
、
出
店
者
に
不
利
益
と
な
る
一
方
的
な
規
約
変
更
や
競
合
商
品
の

拒
絶
な
ど
具
体
的
な
行
為
を
禁
止
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
側
の
反
対
の
声
が
大
き
く
、
技
術
革
新
の
妨
害
に
な
る
リ
ス
ク

が
拭
え
な
い
と
し
て
、
取
引
上
の
禁
止
行
為
を
定
め
る
こ
と
は
見
送
ら
れ
た
。
こ
の
点
、
取
引
先
の
中
小
・
個
人
事
業
者
の
間
で
は
、
不

利
な
契
約
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
新
法
案
の
実
効
性
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ
る
。

（
一
〇
七
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
二

し
か
し
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
は
大
き
な
市
場
支
配
力
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
彼
ら
は
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
参
加
す
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
の
提
供
者
と
そ
の
利
用
者
に
価
値
を
も
た
ら
す
こ
と
で
間
接
的
に
支
配
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
利
用
者
を
増
や
し
、
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
成
長
す
る
。
従
来
の
直
線

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
に
生
産
手
段
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
提
供
者
・
参
加
者
の
双
方
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

市
場
支
配
力
を
構
築
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
支
配
力
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
市
場
へ
の
幅
広
い
参
加
と
利
用
の
結
果
で
あ
っ
て
、
厳
し

く
管
理
さ
れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
所
有
と
支
配
の
結
果
で
は
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
大
規
模
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
管
理
し
、
利
用
者
間
の
交
換
価
値
を
円
滑
化
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
取
引
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
り
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
。
こ
れ
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
価
値
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
価
値
の
連
鎖
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
間
接
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
効
果
を
伴
う
多
面
的
で
双
方
向
性
を
も
っ
た
市
場
の
特
性
に
鑑
み
れ
ば
、
政
府
が
指
針
な
ど
で
大
枠
を
示
し
、
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
が

自
律
的
に
取
引
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
行
く
形
で
の
ル
ー
ル
の
整
備
が
望
ま
し
い
と
い
え
よ
う
。
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
生
み
出
し
て
い
る
社
会
的
・
経
済
的
進
歩
の
果
実
を
消
費
者
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
規
制
の
方
法
お

よ
び
内
容
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
四
の
４
で
論
ず
る
。

三
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
個
人
間
取
引
の
展
開

１
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
意
義

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
行
わ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
産
業
構
造
を
根
底
か
ら
転
換
す
る
重
要
な
契
機
を
有

（
一
〇
七
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
二

し
か
し
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
は
大
き
な
市
場
支
配
力
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
彼
ら
は
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
参
加
す
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
の
提
供
者
と
そ
の
利
用
者
に
価
値
を
も
た
ら
す
こ
と
で
間
接
的
に
支
配
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
利
用
者
を
増
や
し
、
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
成
長
す
る
。
従
来
の
直
線

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
に
生
産
手
段
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
提
供
者
・
参
加
者
の
双
方
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

市
場
支
配
力
を
構
築
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
支
配
力
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
市
場
へ
の
幅
広
い
参
加
と
利
用
の
結
果
で
あ
っ
て
、
厳
し

く
管
理
さ
れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
所
有
と
支
配
の
結
果
で
は
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
大
規
模
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
管
理
し
、
利
用
者
間
の
交
換
価
値
を
円
滑
化
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
取
引
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
り
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
。
こ
れ
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
価
値
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
価
値
の
連
鎖
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
間
接
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
効
果
を
伴
う
多
面
的
で
双
方
向
性
を
も
っ
た
市
場
の
特
性
に
鑑
み
れ
ば
、
政
府
が
指
針
な
ど
で
大
枠
を
示
し
、
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
が

自
律
的
に
取
引
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
行
く
形
で
の
ル
ー
ル
の
整
備
が
望
ま
し
い
と
い
え
よ
う
。
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
生
み
出
し
て
い
る
社
会
的
・
経
済
的
進
歩
の
果
実
を
消
費
者
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
規
制
の
方
法
お

よ
び
内
容
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
四
の
４
で
論
ず
る
。

三
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
個
人
間
取
引
の
展
開

１
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
意
義

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
行
わ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
産
業
構
造
を
根
底
か
ら
転
換
す
る
重
要
な
契
機
を
有

（
一
〇
七
八
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
六
三

し
て
い
る

（
56
）

。
そ
の
よ
う
な
取
引
の
場
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
見
知
ら
ぬ
者
同
士
の
個
人
間
の
取
引
を
促
進
す
る
場
面
に
お

い
て
も
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
る

（
57
）

。

近
年
の
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
昔
な
が
ら
の
モ
ノ
や
お
金
を
所
有
す
る
形
態
を
、
モ
ノ
や
お
金
、
さ
ら
に
は
ス
キ
ル
な
ど
を
含
む

個
人
の
資
産
を
シ
ェ
ア
し
、
利
用
し
て
行
く
と
い
う
形
態
に
変
貌
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
所
有
か
ら
利
用
を
中
心
と
し
た
資
産
の
流
れ
に
関
す

る
新
し
い
経
済
は
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」（S

haring-econom
y

）
と
呼
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
伝
播
し
て
き
た
も
の
で
あ
る

（
58
）

。

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
北
部
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア
の
南
部
に
位
置
し
て
い
る
サ
ン

タ
ク
ラ
ラ
バ
レ
ー
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
名
称
）
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
、
自
宅
の
空
き

部
屋
な
ど
を
宿
泊
施
設
と
し
て
貸
し
借
り
す
る
た
め
の
仲
介
サ
ー
ビ
ス
が
「
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
」（A

irbnb

）
で
始
め
ら
れ
た

（
59
）

。
こ

れ
に
触
発
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の
後
、
多
く
の
仲
介
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
た
。
ウ
ー
バ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（U

ber T
echnologies

）

が
提
供
す
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る

（
60
）

。
米
国
発
の
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
と
ウ
ー
バ
ー
は
、
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
典
型
的
な
成
功
例
で
あ
る

（
61
）

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
資
産
の
「
所
有
」
か
ら
「
利
用
」
へ
と
い
う
新
し
い
経
済
は
、

市
民
の
間
で
培
わ
れ
て
き
た
コ
ラ
ボ
消
費
（C

ollaborative C
onsum

ption

）
の
考
え
方
を
基
礎
に
置
き
な
が
ら
、
こ
れ
を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム
に
ま
で
昇
華
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る

（
62
）

。
こ
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
新
し
い
経

済
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
世
界
中
に
急
速
に
広
ま
っ
た

（
63
）

。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
、
英
語
（S

haring-econom
y

）
を
直
訳
す
れ
ば
、「
経
済
を
共
有
す
る
こ
と
」、
あ
る
い
は
、「
共
有
の

社
会
関
係
に
よ
っ
て
統
御
さ
れ
る
経
済
」（
共
有
経
済
）
を
意
味
す
る
用
語
で
あ
る
。
意
訳
す
れ
ば
、
個
人
が
保
有
す
る
活
用
可
能
な
資
産

や
ス
キ
ル
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
、
他
の
個
人
も
利
用
可
能
と
す
る
経
済
活
性
化
の
取
引
行
為

（
一
〇
七
九
）



日
本
法
学

　第
八
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（
二
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一
六
四

と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
64
）

。
こ
の
よ
う
な
取
引
を
仲
介
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
他
人
の
余
剰
資
産
な
ど
の
貸
し
借
り
や
共
有
、
あ
る

い
は
再
利
用
を
可
能
に
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
中
心
的
存
在
で
も
あ
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
こ
う
し
た
貸
し

借
り
や
共
有
、
再
利
用
を
通
じ
て
人
間
関
係
を
作
り
出
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
と
し
て
機
能
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ

る
。
し
か
し
、
今
日
で
は
、
そ
れ
が
本
来
意
図
し
た
と
こ
ろ
と
は
異
な
り
、
営
利
目
的
か
ら
相
互
扶
助
や
贈
与
ま
で
も
含
む
広
い
概
念
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

（
65
）

。

現
在
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム
に
立
脚
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
働
き
方
が
次
々
と
生
ま
れ
、
世
界
中
に
広
ま
り

つ
つ
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
市
場
規
模
は
年
々
増
加
し
て
行
く
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
新
し
い
価
値
の
創
造
が
日
本
の
経
済
の
仕
組
み
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る

（
66
）

。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
従
来
の
レ
ン
タ
ル
や
リ
ー
ス
と
い
っ
た
専
門
業
者
対
個
人
の
取
引
の
仕
組
み
と
違
い
、
見
知
ら
ぬ
個

人
と
個
人
が
取
引
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
個
人
間
取
引
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
場
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
管
理
運
用
し
て
い

る
事
業
者
が
提
供
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
コ
ラ
ボ
消
費
の
思
想
を
背
景
に
現
代
に
甦
っ
た
新
し
い
シ
ェ
ア
と
い
う
経
済
は
、「
共

に
所
有
す
る
」（
共
有
）
で
は
な
く
、「
共
に
利
用
す
る
」（
共
用
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
本
質
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

今
日
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
多
く
の
企
業
は
、
運
輸
、
配
送
、
買
い
物
代
行
な
ど
の

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
顧
客
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
間
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ
て
仲
介
し
て
い

る
。
そ
の
目
的
は
、
営
利
目
的
な
い
し
商
業
活
動
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
基
盤
に
置
い
た
初
期
の
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た
当
初
、
非
営
利
を
目
的
と
し
、
見
知
ら
ぬ
個
人
同
士
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
っ
て
仲
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
従
前
か
ら
あ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
共
用
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
瞬
時
に
つ
な
ぎ
合

（
一
〇
八
〇
）
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と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
64
）

。
こ
の
よ
う
な
取
引
を
仲
介
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
他
人
の
余
剰
資
産
な
ど
の
貸
し
借
り
や
共
有
、
あ
る

い
は
再
利
用
を
可
能
に
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
中
心
的
存
在
で
も
あ
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
こ
う
し
た
貸
し

借
り
や
共
有
、
再
利
用
を
通
じ
て
人
間
関
係
を
作
り
出
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
と
し
て
機
能
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ

る
。
し
か
し
、
今
日
で
は
、
そ
れ
が
本
来
意
図
し
た
と
こ
ろ
と
は
異
な
り
、
営
利
目
的
か
ら
相
互
扶
助
や
贈
与
ま
で
も
含
む
広
い
概
念
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

（
65
）

。

現
在
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム
に
立
脚
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
働
き
方
が
次
々
と
生
ま
れ
、
世
界
中
に
広
ま
り

つ
つ
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
市
場
規
模
は
年
々
増
加
し
て
行
く
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
新
し
い
価
値
の
創
造
が
日
本
の
経
済
の
仕
組
み
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る

（
66
）

。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
従
来
の
レ
ン
タ
ル
や
リ
ー
ス
と
い
っ
た
専
門
業
者
対
個
人
の
取
引
の
仕
組
み
と
違
い
、
見
知
ら
ぬ
個

人
と
個
人
が
取
引
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
個
人
間
取
引
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
場
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
管
理
運
用
し
て
い

る
事
業
者
が
提
供
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
コ
ラ
ボ
消
費
の
思
想
を
背
景
に
現
代
に
甦
っ
た
新
し
い
シ
ェ
ア
と
い
う
経
済
は
、「
共

に
所
有
す
る
」（
共
有
）
で
は
な
く
、「
共
に
利
用
す
る
」（
共
用
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
本
質
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

今
日
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
多
く
の
企
業
は
、
運
輸
、
配
送
、
買
い
物
代
行
な
ど
の

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
顧
客
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
間
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ
て
仲
介
し
て
い

る
。
そ
の
目
的
は
、
営
利
目
的
な
い
し
商
業
活
動
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
基
盤
に
置
い
た
初
期
の
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た
当
初
、
非
営
利
を
目
的
と
し
、
見
知
ら
ぬ
個
人
同
士
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
っ
て
仲
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
従
前
か
ら
あ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
共
用
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
瞬
時
に
つ
な
ぎ
合

（
一
〇
八
〇
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
六
五

わ
せ
る
こ
と
で
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
誕
生
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
更
に
進
化
を
遂
げ
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
企
業
間
取
引

の
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
な
ど
へ
の
業
態
転
換
と
い
う
目
的
の
た
め
に
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
の
段
階
に
進
ん
で
行
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る

（
67
）

。

前
述
し
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
、
自
宅
の
空
き
部
屋
を
他
人
に
貸
し
出
す
民
泊
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け
る
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド

ビ
ー
（A

irbnb

）
や
自
動
車
の
空
い
て
い
る
座
席
を
同
じ
目
的
地
に
行
き
た
い
人
に
貸
し
出
す
相
乗
り
・
配
車
サ
ー
ビ
ス
を
仲
介
す
る

ウ
ー
バ
ー
（U

ber

）
な
ど
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
登
場
し
て
か
ら
は
、
そ
の
違
い
は
鮮
明
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
も
の
と

今
と
で
は
、
そ
の
性
質
が
大
き
く
異
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る

（
68
）

。
現
在
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
そ
の
多
く
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
開
設
さ
れ
た
仮
想
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（F

lea M
arket

）
内
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
ア
プ
リ
（
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
を
用
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
フ
リ
マ
ア
プ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
フ
リ
マ
ア
プ
リ
に
よ
り
、
見
知
ら
ぬ
個
人

同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
市
場
規
模
も
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。

２
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
起
源
と
台
頭

（
１
）　
従
来
型
の
共
有
社
会

と
こ
ろ
で
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
見
ら
れ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
社
会
で
共
有
す
る
考
え
方
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
行

わ
れ
て
お
り
、
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
慣
行
は
、
古
く
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
村
々
の
共
用
地
・
雁
場
・
牧
草
地
に
み
ら

（
一
〇
八
一
）
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れ
、
ま
た
、
現
代
で
は
、
公
園
、
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
財
産
な
ど
に
も
見
ら
れ
る

（
69
）

。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
古
く
は
共
有
と
い
う
形
で
、
昔
か
ら
人
々
の
生
活
の
中
に
様
々
な
形
で
存
在
し
て
き
た
。
そ
の
初
期
形
態
と
し

て
、
村
や
集
落
単
位
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
共
同
で
財
産
を
維
持
管
理
す
る
仕
組
み
や
ル
ー
ル
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

入
会
地
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
資
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
村
落
共
同
体
で
管
理
・
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
で
あ
る
。

薪
や
用
材
を
切
り
出
す
た
め
の
山
や
、
屋
根
を
葺
く
茅
を
刈
り
取
る
た
め
の
原
野
、
地
域
の
水
源
な
ど
が
、
入
会
地
と
し
て
シ
ェ
ア
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
、
長
屋
暮
ら
し
な
ど
で
は
、
味
噌
や
醤
油
の
貸
し
借
り
の
よ
う
に
、
必
要
な
も
の
を
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
行
く
風

習
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
共
有
の
仕
組
み
は
、「
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る

（
70
）

。
扶
け
合
い
と

し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
お
互
い
が
お
互
い
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
地
理
的
な
い
し
血
縁
的
に
繋
が
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

構
成
し
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
相
互
シ
ェ
ア
が
行
わ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
限
定

的
な
エ
リ
ア
に
お
け
る
双
方
向
の
貸
し
借
り
関
係
で
成
立
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
形
態
で
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
扶
け
合
い
の
シ
ェ
ア
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
整
備
は
、
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
政

府
や
自
治
体
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
へ
と
代
替
さ
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
府
・
自
治
体
が
提
供
し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
ま
た
は

そ
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
は
、「
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
」
と
呼
ば
れ
る

（
71
）

。
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
多
人
数
で
イ
ン
フ
ラ
の
費
用
と
便

益
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
点
で
は
、
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
政
府
や
自
治

体
の
行
政
区
域
と
い
う
よ
う
に
、
決
め
ら
れ
た
圏
内
に
限
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
と
類
似
性
を
も
つ
。
し

か
し
、
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
費
用
と
便
益
を
負
担
す
る
人
々
の
関
係
性
と
い
う
点
で
は
、
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
と
大
き
く

異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
提
供
者
と
利
用
者
の
横
の
繋
が
り
と
信
頼
で
成
立
す
る
双
方
向
の
サ
ー
ビ
ス
で

（
一
〇
八
二
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
六

れ
、
ま
た
、
現
代
で
は
、
公
園
、
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
財
産
な
ど
に
も
見
ら
れ
る

（
69
）

。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
古
く
は
共
有
と
い
う
形
で
、
昔
か
ら
人
々
の
生
活
の
中
に
様
々
な
形
で
存
在
し
て
き
た
。
そ
の
初
期
形
態
と
し

て
、
村
や
集
落
単
位
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
共
同
で
財
産
を
維
持
管
理
す
る
仕
組
み
や
ル
ー
ル
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

入
会
地
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
資
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
村
落
共
同
体
で
管
理
・
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
で
あ
る
。

薪
や
用
材
を
切
り
出
す
た
め
の
山
や
、
屋
根
を
葺
く
茅
を
刈
り
取
る
た
め
の
原
野
、
地
域
の
水
源
な
ど
が
、
入
会
地
と
し
て
シ
ェ
ア
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
、
長
屋
暮
ら
し
な
ど
で
は
、
味
噌
や
醤
油
の
貸
し
借
り
の
よ
う
に
、
必
要
な
も
の
を
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
行
く
風

習
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
共
有
の
仕
組
み
は
、「
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る

（
70
）

。
扶
け
合
い
と

し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
お
互
い
が
お
互
い
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
地
理
的
な
い
し
血
縁
的
に
繋
が
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

構
成
し
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
相
互
シ
ェ
ア
が
行
わ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
限
定

的
な
エ
リ
ア
に
お
け
る
双
方
向
の
貸
し
借
り
関
係
で
成
立
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
形
態
で
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
扶
け
合
い
の
シ
ェ
ア
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
整
備
は
、
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
政

府
や
自
治
体
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
へ
と
代
替
さ
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
府
・
自
治
体
が
提
供
し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
ま
た
は

そ
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
は
、「
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
」
と
呼
ば
れ
る

（
71
）

。
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
多
人
数
で
イ
ン
フ
ラ
の
費
用
と
便

益
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
点
で
は
、
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
政
府
や
自
治

体
の
行
政
区
域
と
い
う
よ
う
に
、
決
め
ら
れ
た
圏
内
に
限
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
と
類
似
性
を
も
つ
。
し

か
し
、
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
費
用
と
便
益
を
負
担
す
る
人
々
の
関
係
性
と
い
う
点
で
は
、
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
と
大
き
く

異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
扶
け
合
い
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
提
供
者
と
利
用
者
の
横
の
繋
が
り
と
信
頼
で
成
立
す
る
双
方
向
の
サ
ー
ビ
ス
で

（
一
〇
八
二
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
六
七

あ
り
、
両
者
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し
、
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
提
供
者
が
定
め
た
制
度
に
基
づ
く
一
方
向
の
サ
ー
ビ

ス
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
利
用
者
が
基
本
的
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
対
象
者
と

の
関
連
性
が
一
方
向
に
固
定
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
従
来
型
の
シ
ェ
ア
の
形
態
と
し
て
は
、「
営
利
と
し
て
の
シ
ェ
ア
」
が
あ
る

（
72
）

。
こ
れ
は
、
企
業
が
資
産
を
所
有
し
、
会
員
で

あ
る
利
用
者
に
こ
れ
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
対
象
者
と
の
関
係
性
が
一
定
方
向
に
固
定
さ
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
形
態
で
あ
る
。
営
利
と
し
て
の
シ
ェ
ア
は
、
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア
と
類
似
性
を
有
す
る
。
し
か
し
、
公
共
と
し
て
の
シ
ェ
ア

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
範
囲
に
地
縁
・
血
縁
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
枠
組
み
が
な
く
、
ま
た
、
そ
の
対
象
は
生
存
の
た
め
に
必
要
不

可
欠
で
、
か
つ
、
個
人
で
は
自
ら
調
達
す
る
こ
と
が
難
し
い
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
企
業
が
提
供
す
る
営
利

と
し
て
の
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
は
、
生
存
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
あ
る
と
生
活
が
充
実
す
る
と
い
っ
た
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
対
象
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
も
共
有
経
済
と
い
わ
れ
る
も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
代
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
は
、
従
来
型
の
シ
ェ
ア
に
対
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
行
わ
れ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
共
用
で
あ

り
、
様
々
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
多
様
な
主
体
間
で
、
時
に
は
ま
っ
た
く
見
知
ら
ぬ
個
人
同
士
の
間
で
も
双
方
向
の
取
引
を
可
能
と

す
る
点
に
特
徴
が
あ
る

（
73
）

。
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
、
必
要
な
だ
け
利
用
で
き
る
点
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
や
時
間
に
よ
っ
て
提
供
者
と
利
用
者
が
相
互
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
、

従
来
に
な
い
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
74
）

。

（
一
〇
八
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
八

（
２
）　
コ
ラ
ボ
消
費
と
社
会
の
変
容

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
前
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
牧
歌
的
な
古
き
良
き
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
、

連
帯
意
識
を
も
っ
た
人
的
関
係
の
強
い
集
団
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
慣
行
に
、
そ
の
原
形
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
る
。
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
言
葉
の
起
源
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
論
ず
る
学
者
の
論
文
の
い

く
つ
か
は
、
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ボ
ッ
ツ
マ
ン
（R

achel R
otm

an

）
と
ル
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
（R

oo R
ogers

）
が
二
〇
一
〇
年
に
出
版
し
た
共
著

『
私
の
も
の
は
貴
方
の
も
の
：
共
同
消
費
の
台
頭
』（W

hat ’s m
ine is Y

ours: T
he R

ise of C
ollaborative C

onsum
ption （

75
））

の
中
で
説
い
た

「
コ
ラ
ボ
消
費
」（C

ollaborative C
onsum

ption

）
に
由
来
す
る
と
い
う

（
76
）

。
こ
の
「
コ
ラ
ボ
消
費
」
的
な
発
想
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
学
者
ら
が

こ
の
考
え
方
を
一
般
化
な
い
し
普
遍
化
し
て
説
明
し
よ
う
と
試
み
、
そ
れ
が
後
に
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
言
葉
を
生
ん
だ
と

も
考
え
ら
れ
て
い
る

（
77
）

。
た
だ
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
登
場
し
て
き
た
初
期
と
現
在
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
の
間
に

は
、
そ
の
内
容
に
大
き
な
質
的
変
化
が
見
ら
れ
る

（
78
）

。

ボ
ッ
ツ
マ
ン
と
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
友
人
や
友
人
の
知
人
を
頼
っ
て
旅
行
す
る
こ
と
は
珍
し

く
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、
生
産
者
と
消
費
者
、
売
り
手
と
買
い
手
、
貸
し
手
と
借
り

手
、
ま
た
、
近
所
同
士
を
効
率
よ
く
結
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
巨
大
な
市
場
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
取
引
は
、

昔
の
村
で
の
対
面
取
引
で
結
ば
れ
て
い
る
強
い
絆
に
似
て
い
る
が
、
そ
の
規
模
は
も
っ
と
巨
大
で
限
り
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
人
は
、

職
場
や
近
隣
、
ア
パ
ー
ト
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
結
び
つ
き
、
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
不
特
定
多
数
に
よ
る
交

流
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
古
い
信
頼
を
新
し
い
形
に
変
え
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、

人
は
協
力
し
、
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
シ
ェ
ア
や
コ
ラ
ボ
は
、
以
前
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
や
り
方
や
規
模
で

（
一
〇
八
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
六
八

（
２
）　
コ
ラ
ボ
消
費
と
社
会
の
変
容

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
前
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
牧
歌
的
な
古
き
良
き
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
、

連
帯
意
識
を
も
っ
た
人
的
関
係
の
強
い
集
団
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
慣
行
に
、
そ
の
原
形
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
る
。
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
言
葉
の
起
源
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
論
ず
る
学
者
の
論
文
の
い

く
つ
か
は
、
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ボ
ッ
ツ
マ
ン
（R

achel R
otm

an

）
と
ル
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
（R

oo R
ogers

）
が
二
〇
一
〇
年
に
出
版
し
た
共
著

『
私
の
も
の
は
貴
方
の
も
の
：
共
同
消
費
の
台
頭
』（W

hat ’s m
ine is Y

ours: T
he R

ise of C
ollaborative C

onsum
ption （

75
））

の
中
で
説
い
た

「
コ
ラ
ボ
消
費
」（C

ollaborative C
onsum

ption

）
に
由
来
す
る
と
い
う

（
76
）

。
こ
の
「
コ
ラ
ボ
消
費
」
的
な
発
想
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
学
者
ら
が

こ
の
考
え
方
を
一
般
化
な
い
し
普
遍
化
し
て
説
明
し
よ
う
と
試
み
、
そ
れ
が
後
に
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
言
葉
を
生
ん
だ
と

も
考
え
ら
れ
て
い
る

（
77
）

。
た
だ
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
登
場
し
て
き
た
初
期
と
現
在
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
の
間
に

は
、
そ
の
内
容
に
大
き
な
質
的
変
化
が
見
ら
れ
る

（
78
）

。

ボ
ッ
ツ
マ
ン
と
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
友
人
や
友
人
の
知
人
を
頼
っ
て
旅
行
す
る
こ
と
は
珍
し

く
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、
生
産
者
と
消
費
者
、
売
り
手
と
買
い
手
、
貸
し
手
と
借
り

手
、
ま
た
、
近
所
同
士
を
効
率
よ
く
結
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
巨
大
な
市
場
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
取
引
は
、

昔
の
村
で
の
対
面
取
引
で
結
ば
れ
て
い
る
強
い
絆
に
似
て
い
る
が
、
そ
の
規
模
は
も
っ
と
巨
大
で
限
り
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
人
は
、

職
場
や
近
隣
、
ア
パ
ー
ト
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
結
び
つ
き
、
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
不
特
定
多
数
に
よ
る
交

流
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
古
い
信
頼
を
新
し
い
形
に
変
え
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、

人
は
協
力
し
、
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
シ
ェ
ア
や
コ
ラ
ボ
は
、
以
前
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
や
り
方
や
規
模
で

（
一
〇
八
四
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
六
九

実
現
さ
れ
、「
私
の
も
の
は
あ
な
た
の
も
の
」（W

hat ’s M
ine is Y

ours

）
的
な
文
化
と
経
済
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ボ
ッ
ツ
マ

ン
と
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
昔
な
が
ら
の
古
い
集
団
や
共
有
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
っ
た
魅
力
的
で
価
値
あ
る
形
と

し
て
再
生
し
つ
つ
あ
る
と
い
い
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
う
ね
り
を
「
コ
ラ
ボ
消
費
」
と
名
付
け
た

（
79
）

。

ボ
ッ
ツ
マ
ン
と
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。「
人
々
は
、
日
々
コ
ラ
ボ
消
費
を
実
践
し
て
い
る
─
昔
な
が
ら
の
共
有
、
貸
し

出
し
、
売
買
、
借
り
入
れ
、
贈
与
、
そ
し
て
ス
ワ
ッ
プ
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
Ｐ
２
Ｐ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通
し
て
新
た
な
形
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。
コ
ラ
ボ
消
費
に
よ
っ
て
、
人
々
は
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
所
有
せ
ず
に
利
用
す
る
こ
と
の
莫
大
な
メ
リ
ッ
ト
に
気
づ
い
た
だ
け

で
な
く
、
同
時
に
お
金
や
空
間
、
時
間
を
節
約
で
き
る
こ
と
も
、
新
し
い
友
人
を
作
る
こ
と
も
、
活
発
な
市
民
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
も
気
が
つ
い
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
、
そ
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
技
術
の
お
か
げ
で
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
過
剰
融
資
の

習
慣
か
ら
抜
け
出
し
て
、
自
転
車
や
自
動
車
の
シ
ェ
ア
と
い
っ
た
共
同
生
活
に
基
づ
く
革
新
的
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
は
、
利
用
効
率
を
上
げ
、
ム
ダ
を
減
ら
し
、
よ
り
よ
い
商
品
の
開
発
を
促
し
、
過
剰
生
産
と
過
剰
消

費
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
余
剰
を
吸
収
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
大
き
く
献
を
す
る

（
80
）

。」
と
。

ボ
ッ
ツ
マ
ン
と
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
右
の
よ
う
に
述
べ
た
う
え
で
、
世
界
中
で
起
き
つ
つ
あ
る
コ
ラ
ボ
消
費
の
事
例
を
、
三
種
類
の
モ
デ

ル
─
プ
ロ
ダ
ク
ト
＝
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
、
再
分
配
市
場
、
そ
し
て
、
コ
ラ
ボ
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
─
に
分
類
し
、
こ
れ
ら
三
つ
の
モ

デ
ル
が
一
つ
に
な
っ
て
、「
何
を
消
費
す
る
か
」
だ
け
で
な
く
、「
ど
う
消
費
す
る
か
」
を
変
え
つ
つ
あ
る
と
説
い
た

（
81
）

。
コ
ラ
ボ
消
費
は
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
主
義
と
資
本
主
義
の
両
極
端
な
期
待
を
同
時
に
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
考
え
方
で
あ
る
。

多
く
の
モ
ノ
を
買
い
、
そ
れ
ら
を
維
持
す
る
余
裕
の
あ
る
人
が
必
ず
し
も
人
生
に
満
足
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
様
々
な
研
究
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
逆
こ
そ
真
実
で
あ
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
ボ
ッ
ツ
マ
ン
と
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
こ
の
点
を
指
摘
し
つ
つ
、
我
々
に

（
一
〇
八
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
七
〇

今
の
消
費
経
済
に
未
来
が
あ
る
か
ど
う
か
を
問
い
質
し
た
。

ボ
ッ
ツ
マ
ン
と
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
こ
の
五
〇
年
と
い
う
も
の
、
子
ど
も
た
ち
は
過
剰
に
個
人
主
義
を
重
ん
じ
る
社
会
で
育
っ
て

き
た
た
め
に
、
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
た
自
分
勝
手
な
性
質
が
同
じ
よ
う
に
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
分
か
ち
合
い
の
精
神
を
覆
い
隠
し
て

も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
こ
の
傾
向
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
過
去
数
十
年
の
間
に
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
革
命
が
静
か
に
、
し
か

し
力
強
く
起
こ
り
始
め
、
文
化
や
政
治
、
経
済
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
勢
い
を
増
し
て
い
る
。
コ
ラ
ボ
消
費
を
身
近
に
行
う
人
は
、
ミ
レ
ニ

ア
ム
世
代
に
入
っ
て
、
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。
多
く
の
人
が
、
モ
ノ
を
所
有
し
な
く
て
も
、
そ
の
モ
ノ
か
ら
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
、
つ
ま

り
利
用
し
た
分
に
だ
け
お
金
を
払
う
と
い
う
「
所
有
よ
り
利
用
」
の
考
え
方
に
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
違
う
様
々
な
世
代
が
ま
す
ま
す

傾
い
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
プ
ロ
ダ
ク
ト
＝
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
基
本
で
あ
り
、
こ
の
モ
デ
ル
が
個
人
の

私
的
所
有
を
前
提
に
成
り
立
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
産
業
を
破
壊
し
つ
つ
あ
る
と
い
う

（
82
）

。
プ
ロ
ダ
ク
ト
＝
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
環
境

へ
の
明
ら
か
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
私
有
物
を
シ
ェ
ア
に
よ
っ
て
最
大
限
に
活
用
で
き
る
こ
と
に
あ
る
が
、
利
用
者

に
と
っ
て
は
二
倍
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
つ
は
、
品
物
の
代
金
を
全
額
払
う
必
要
は
な
く
、
維
持
費
や
修
繕
費
、
保
険
料
な
ど
が
節
約

で
き
る
う
え
に
、
持
て
る
資
産
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
モ
ノ
と
の
関
係
が
所
有
か
ら
利
用
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
で
、
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
、
仕
事
、
食
べ
物
、
そ
し
て
子
供
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の
選
択
肢
が
変

わ
り
、
多
様
に
な
る
。
ま
た
、
人
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
中
古
品
や
私
有
物
を
、
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
場
所
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
へ
、
ま
た
、
必
要
と
す
る
人
に
配
り
直
す
。
こ
れ
が
コ
ラ
ボ
消
費
の
第
二
の
タ
イ
プ
、
再
配
分
市
場
モ
デ
ル
で
あ

る
。
シ
ェ
ア
や
ス
ワ
ッ
プ
、
物
々
交
換
の
対
象
と
な
る
の
は
、
自
動
車
や
自
転
車
や
中
古
品
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

同
じ
よ
う
な
目
的
を
も
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、
時
間
や
空
間
、
技
術
や
お
金
と
い
っ
た
目
に
見
え
に
く
い
資
産
を
共
有
す
る
。
こ
れ
が
、

（
一
〇
八
六
）
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一
七
〇

今
の
消
費
経
済
に
未
来
が
あ
る
か
ど
う
か
を
問
い
質
し
た
。

ボ
ッ
ツ
マ
ン
と
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
こ
の
五
〇
年
と
い
う
も
の
、
子
ど
も
た
ち
は
過
剰
に
個
人
主
義
を
重
ん
じ
る
社
会
で
育
っ
て

き
た
た
め
に
、
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
た
自
分
勝
手
な
性
質
が
同
じ
よ
う
に
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
分
か
ち
合
い
の
精
神
を
覆
い
隠
し
て

も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
こ
の
傾
向
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
過
去
数
十
年
の
間
に
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
革
命
が
静
か
に
、
し
か

し
力
強
く
起
こ
り
始
め
、
文
化
や
政
治
、
経
済
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
勢
い
を
増
し
て
い
る
。
コ
ラ
ボ
消
費
を
身
近
に
行
う
人
は
、
ミ
レ
ニ

ア
ム
世
代
に
入
っ
て
、
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。
多
く
の
人
が
、
モ
ノ
を
所
有
し
な
く
て
も
、
そ
の
モ
ノ
か
ら
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
、
つ
ま

り
利
用
し
た
分
に
だ
け
お
金
を
払
う
と
い
う
「
所
有
よ
り
利
用
」
の
考
え
方
に
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
違
う
様
々
な
世
代
が
ま
す
ま
す

傾
い
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
プ
ロ
ダ
ク
ト
＝
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
基
本
で
あ
り
、
こ
の
モ
デ
ル
が
個
人
の

私
的
所
有
を
前
提
に
成
り
立
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
産
業
を
破
壊
し
つ
つ
あ
る
と
い
う

（
82
）

。
プ
ロ
ダ
ク
ト
＝
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
環
境

へ
の
明
ら
か
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
私
有
物
を
シ
ェ
ア
に
よ
っ
て
最
大
限
に
活
用
で
き
る
こ
と
に
あ
る
が
、
利
用
者

に
と
っ
て
は
二
倍
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
つ
は
、
品
物
の
代
金
を
全
額
払
う
必
要
は
な
く
、
維
持
費
や
修
繕
費
、
保
険
料
な
ど
が
節
約

で
き
る
う
え
に
、
持
て
る
資
産
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
モ
ノ
と
の
関
係
が
所
有
か
ら
利
用
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
で
、
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
、
仕
事
、
食
べ
物
、
そ
し
て
子
供
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の
選
択
肢
が
変

わ
り
、
多
様
に
な
る
。
ま
た
、
人
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
中
古
品
や
私
有
物
を
、
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
場
所
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
へ
、
ま
た
、
必
要
と
す
る
人
に
配
り
直
す
。
こ
れ
が
コ
ラ
ボ
消
費
の
第
二
の
タ
イ
プ
、
再
配
分
市
場
モ
デ
ル
で
あ

る
。
シ
ェ
ア
や
ス
ワ
ッ
プ
、
物
々
交
換
の
対
象
と
な
る
の
は
、
自
動
車
や
自
転
車
や
中
古
品
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

同
じ
よ
う
な
目
的
を
も
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、
時
間
や
空
間
、
技
術
や
お
金
と
い
っ
た
目
に
見
え
に
く
い
資
産
を
共
有
す
る
。
こ
れ
が
、

（
一
〇
八
六
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
七
一

ボ
ッ
ツ
マ
ン
と
レ
イ
チ
ェ
ル
が
説
く
コ
ラ
ボ
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

（
３
）　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
到
来

現
代
社
会
に
甦
っ
た
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
当
初
は
無
償
を
前
提
に
個
人
間
の
取
引
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
で

は
営
利
目
的
な
い
し
商
業
活
動
と
し
て
活
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
定
説
と
い
っ
た
も
の
が
な
く
、
論
者
の
中
に
も
い
く
つ
か
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る

（
83
）

。
有
力
な
見
解
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
取
引
は
見
知
ら
ぬ
個
人
同
士
の
個
人
間
取
引
で
あ
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
定
義
し
よ
う
と
す

る
（
84
）

。
こ
の
ほ
か
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
十
分
に
活
用
し
て
い
な
い
遊
休
財
産
に
限
定
し
て
定
義
す
る
者

（
85
）

、
一
定
の
期
間
に
未
使

用
の
財
産
や
労
務
を
提
供
す
る
仕
組
み
と
定
義
す
る
者

（
86
）

が
お
り
、
ま
た
、
人
が
動
産
や
そ
の
他
の
資
源
、
時
間
、
技
術
な
ど
を
提
供
す
る

際
の
手
助
け
を
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
手
段
と
定
義
す
る
者
が
い
る

（
87
）

。
論
者
の
中
に
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
一
言
で
要
約

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
し
な
が
ら
も
、
一
般
的
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
所
有
、
地
域
限
定
の
生
産
、
共
有
、
協
働
、
小
規
模
事

業
を
促
進
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
者
が
い
る

（
88
）

。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
定
義
す
る
こ
と
は
、
そ
の
対
象
の
広
さ
と
目
的
の
多
様
性
か
ら
、
難
し
い
と
い
え

よ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
共
有
経
済
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
経
済
活
動
が
こ
れ
に
あ
た
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

一
致
し
た
見
解
は
示
さ
れ
て
い
な
い

（
89
）

。
最
大
公
約
数
的
に
広
く
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
目
的
の
観
点
か
ら
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
モ
ノ
の
利
用
権
を
第
三
者
に
移
転
し
、
そ
の
モ
ノ
の
利
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
モ
ノ

の
所
有
者
が
引
き
出
せ
な
い
価
値
を
引
き
出
す
こ
と
に
あ
る
と
か

（
90
）

、
遊
休
財
産
を
共
有
し
活
用
し
て
行
く
こ
と
に
よ
り
、
人
は
環
境
を
保

護
し
、
収
入
を
得
て
、
資
源
の
不
要
な
消
費
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
済
の
仕
組
み
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
91
）

。
後
者
の
立
場
か
ら
は
、

（
一
〇
八
七
）
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一
七
二

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、
資
源
の
利
用
を
持
続
す
る
近
年
の
傾
向
に
沿
う
も
の
で
、
イ
ン
フ
レ
の

な
い
経
済
を
構
築
す
る
の
に
役
立
ち
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
質
的
転
換
と
現
代
的
展
開

（
１
）　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
発
展
の
要
因

今
日
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
拡
大
し
た
背
景
に
は
、
Ｉ
Ｔ
の
進
化
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど
が
大
き
な
要
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｔ
の
進
化
に
よ
り
、
す
べ
て
の
も
の
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
取
引
が

可
能
と
な
っ
た
。
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
は
、
使
わ
れ
て
い
な
い
モ
ノ
や
場
所
、
空
い
て
い
る
時
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ
必

要
と
す
る
人
と
結
び
つ
け
て
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る

（
92
）

。
多
く
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
、
ス
マ
ホ
か
ら
簡
単
に
利
用
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
整
備
し
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
即
座
に
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た

個
人
の
資
産
（
モ
ノ
や
空
間
、
お
金
な
ど
）
や
ス
キ
ル
（
能
力
、
知
識
な
ど
）
に
つ
い
て
、
そ
の
活
用
可
能
な
時
間
帯
や
内
容
に
関
す
る
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
不
特
定
多
数
の
個
人
の
間
で
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

（
93
）

。

ま
た
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
た
見
知
ら
ぬ
者
同
士
の
個
人
間
取
引
を

基
本
的
な
特
徴
と
す
る
。
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
モ
ノ
や
時
間
な
ど
を
共
有
し
合
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
会
っ
た
こ
と
の
な
い
他
人

同
士
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
何
よ
り
も
当
事
者
間
に
お
け
る
「
信
頼
」（trust
）
の
構
築
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
点
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
設
け
ら
れ
た
「
相
互
評
価
シ
ス
テ
ム
」（m

utual reputation 

（
一
〇
八
八
）
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一
七
二

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、
資
源
の
利
用
を
持
続
す
る
近
年
の
傾
向
に
沿
う
も
の
で
、
イ
ン
フ
レ
の

な
い
経
済
を
構
築
す
る
の
に
役
立
ち
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
質
的
転
換
と
現
代
的
展
開

（
１
）　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
発
展
の
要
因

今
日
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
拡
大
し
た
背
景
に
は
、
Ｉ
Ｔ
の
進
化
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど
が
大
き
な
要
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｔ
の
進
化
に
よ
り
、
す
べ
て
の
も
の
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
取
引
が

可
能
と
な
っ
た
。
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
は
、
使
わ
れ
て
い
な
い
モ
ノ
や
場
所
、
空
い
て
い
る
時
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ
必

要
と
す
る
人
と
結
び
つ
け
て
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る

（
92
）

。
多
く
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
、
ス
マ
ホ
か
ら
簡
単
に
利
用
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
整
備
し
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
即
座
に
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た

個
人
の
資
産
（
モ
ノ
や
空
間
、
お
金
な
ど
）
や
ス
キ
ル
（
能
力
、
知
識
な
ど
）
に
つ
い
て
、
そ
の
活
用
可
能
な
時
間
帯
や
内
容
に
関
す
る
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
不
特
定
多
数
の
個
人
の
間
で
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

（
93
）

。

ま
た
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
た
見
知
ら
ぬ
者
同
士
の
個
人
間
取
引
を

基
本
的
な
特
徴
と
す
る
。
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
モ
ノ
や
時
間
な
ど
を
共
有
し
合
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
会
っ
た
こ
と
の
な
い
他
人

同
士
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
何
よ
り
も
当
事
者
間
に
お
け
る
「
信
頼
」（trust

）
の
構
築
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
点
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
設
け
ら
れ
た
「
相
互
評
価
シ
ス
テ
ム
」（m

utual reputation 

（
一
〇
八
八
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
七
三

system

）
を
通
じ
て
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
相
手
方
を
信
頼
で
き
る
か
否
か
を
判
断
す
る
の
に
、
ス
マ

ホ
で
確
認
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
振
る
舞
い
や
友
人
の
数
、
過
去
の
利
用
者
に
よ
る
口
コ
ミ
・
得
票
、
格
付
け
は
、
見
知
ら
ぬ
他
人
同
士
の

個
人
間
取
引
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
材
料
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
互
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
に

と
っ
て
不
可
欠
な
要
因
で
あ
っ
た
と
い
え
る

（
94
）

。

こ
の
ほ
か
、
人
々
の
消
費
ス
タ
イ
ル
の
変
化
も
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
に
影
響
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
コ
ラ
ボ
消
費
へ

の
志
向
で
あ
る
。
現
代
社
会
で
は
、
従
来
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
が
見
直
さ
れ
、
モ
ノ
を
持
つ
と
い
う
豊
か
さ
か
ら
持
た
な
い
豊
か
さ

へ
と
消
費
の
行
動
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。
従
来
、
経
済
の
目
的
は
「
所
有
」
で
あ
り
、
家
や
車
、
衣
類
、
家
具
家
電
な
ど
、
多
様
で
高

価
な
モ
ノ
を
所
有
す
る
こ
と
が
富
の
象
徴
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
、
必
ず
し
も
所
有
を
求
め
な
い
傾
向
へ
と
価
値
観
が
変
化
し
、

豊
か
さ
の
定
義
が
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
所
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
従
来
の
経
済
活
動
の
弊
害
、
例
え
ば
、
環
境
問
題

な
ど
が
と
く
に
先
進
国
を
中
心
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
な
っ
た
こ
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
は
、
空
き
家
や
稼
働
し
て
い
な
い
自
家
用
車
な
ど
の
資
産
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
の
無
駄
を
減
ら
し
、
環
境
に
配

慮
し
た
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
転
換
を
促
す
契
機
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
財
源
が
確
保
で
き
ず
、
鉄
道

や
バ
ス
、
保
育
施
設
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
困
難
な
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
シ
ェ
ア
企
業
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
策
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る

（
95
）

。

（
２
）　
コ
ラ
ボ
消
費
の
現
代
的
な
ア
レ
ン
ジ

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
経
済
の
仕
組
み
が
、
今
や
世
界
中
に
急
速
に
広
ま
り
、
世
の
中
を
大
き
く
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
新
し
い
シ
ェ
ア
の
対
象
と
な
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
資
産
は
実
に
幅
広
く
世
の
中
に
存
在
し
、
シ
ェ
ア
で
き
る
対
象

（
一
〇
八
九
）
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一
七
四

者
と
対
象
物
の
圧
倒
的
な
広
が
り
は
、
新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム
を
広
げ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
民
泊
を
仲
介
す
る
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
や
タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
の
配

車
と
個
人
間
の
相
乗
り
を
仲
介
す
る
ウ
ー
バ
ー
と
い
っ
た
世
界
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を
目
指
す

企
業
が
上
陸
し
、
本
格
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
動
き
が
出
て
き
た

（
96
）

。
当
初
、
民
泊
の
エ
ア

ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
や
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ー
バ
ー
な
ど
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
代
表
的
な

サ
ー
ビ
ス
は
既
存
業
界
の
反
対
な
ど
で
規
制
さ
れ
て
い
た
た
め
認
知
度
は
低
か
っ
た
、
し
か
し
、
そ

の
後
、
個
人
が
一
般
住
宅
に
有
料
で
旅
行
者
な
ど
を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
「
住
宅
宿
泊

事
業
法
」（
い
わ
ゆ
る
民
泊
新
法
）
が
施
行
さ
れ
る
に
至
る
と

（
97
）

、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
は
わ
が
国
で
も
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
98
）

。
た
だ
し
、
自
家
用
自
動
車
を
使
っ
た

相
乗
り
ま
た
は
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
、
法
整
備
が
進
ん
で
な
い
分
野
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す

る
（
99
）

。わ
が
国
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
般
に
、
モ
ノ
、
空
間
、
移
動
、

ス
キ
ル
、
資
金
の
五
つ
に
類
別
さ
れ
て
、
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

（
100
）

（【
図
表
４
】）。
こ
れ
ら
五
類
型

の
う
ち
、
わ
が
国
で
最
も
先
行
し
て
い
る
の
が
「
モ
ノ
」
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
あ
る

（
101
）

。
中
で
も
、
相

乗
り
・
配
車
サ
ー
ビ
ス
（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
）
や
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
（
民
泊
）
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
典
型
事
例
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
る

（
102
）

。
し
か
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
こ
れ
ら

の
領
域
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
他
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
提
供
さ
れ
る

【図表 ４】　シェアされる資産に着目したシェアリングエコノミー

モ　　ノ 空　　間 ス キ ル 移　　動 お　　金

サービス
の内容

フリーマーケッ
トサービス

民泊サービス
ホームシェア
駐車場・会議

室の利用

家事代行
労務の提供

ライドシェア
カーシェア

クラウドファ
ンディング

ソーシャルレ
ンディング

具体例 メルカリ Airbnb エニタイムズ Uber

（出典）　千葉恵美子・消費者法研究 5 号（2018 年）73 頁

資産

サービス

（
一
〇
九
〇
）
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四

者
と
対
象
物
の
圧
倒
的
な
広
が
り
は
、
新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム
を
広
げ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
民
泊
を
仲
介
す
る
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
や
タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
の
配

車
と
個
人
間
の
相
乗
り
を
仲
介
す
る
ウ
ー
バ
ー
と
い
っ
た
世
界
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を
目
指
す

企
業
が
上
陸
し
、
本
格
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
動
き
が
出
て
き
た

（
96
）

。
当
初
、
民
泊
の
エ
ア

ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
や
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ー
バ
ー
な
ど
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
代
表
的
な

サ
ー
ビ
ス
は
既
存
業
界
の
反
対
な
ど
で
規
制
さ
れ
て
い
た
た
め
認
知
度
は
低
か
っ
た
、
し
か
し
、
そ

の
後
、
個
人
が
一
般
住
宅
に
有
料
で
旅
行
者
な
ど
を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
「
住
宅
宿
泊

事
業
法
」（
い
わ
ゆ
る
民
泊
新
法
）
が
施
行
さ
れ
る
に
至
る
と

（
97
）

、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
は
わ
が
国
で
も
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
98
）

。
た
だ
し
、
自
家
用
自
動
車
を
使
っ
た

相
乗
り
ま
た
は
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
、
法
整
備
が
進
ん
で
な
い
分
野
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す

る
（
99
）

。わ
が
国
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
般
に
、
モ
ノ
、
空
間
、
移
動
、

ス
キ
ル
、
資
金
の
五
つ
に
類
別
さ
れ
て
、
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

（
100
）

（【
図
表
４
】）。
こ
れ
ら
五
類
型

の
う
ち
、
わ
が
国
で
最
も
先
行
し
て
い
る
の
が
「
モ
ノ
」
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
あ
る

（
101
）

。
中
で
も
、
相

乗
り
・
配
車
サ
ー
ビ
ス
（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
）
や
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
（
民
泊
）
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
典
型
事
例
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
る

（
102
）

。
し
か
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
こ
れ
ら

の
領
域
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
他
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
提
供
さ
れ
る

【図表 ４】　シェアされる資産に着目したシェアリングエコノミー

モ　　ノ 空　　間 ス キ ル 移　　動 お　　金

サービス
の内容

フリーマーケッ
トサービス

民泊サービス
ホームシェア
駐車場・会議

室の利用

家事代行
労務の提供

ライドシェア
カーシェア

クラウドファ
ンディング

ソーシャルレ
ンディング

具体例 メルカリ Airbnb エニタイムズ Uber

（出典）　千葉恵美子・消費者法研究 5 号（2018 年）73 頁

資産

サービス

（
一
〇
九
〇
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
七
五

資
産
で
あ
れ
ば
、
有
形
資
産
か
ら
無
形
資
産
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る

（
103
）

。
ま
た
、
実
際
、
見
知
ら
ぬ
個
人
同
士
の
個
人
間
取
引
を
特
徴

と
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
こ
れ
を
仲
介
事
業
と
し
て
展
開
す
る
場
合
、
そ
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
切
り
口

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
少
な
く
、
二
つ
以
上
の
組
み
合
わ
せ
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

（
104
）

。

従
来
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
提
供
す
る
事
業
者
と
消
費
者
と
の
間
の
取
引

（B
toC

）
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
モ
ノ
や
資
産
、
ス
キ
ル
な
ど
を
提
供
し
た
い
個
人
と
提
供
を
受
け
た
い
個
人
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
個
人
間
の
取
引

（C
toC

）
を
促
進
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

今
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
な
ど
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
、
利

用
が
広
が
っ
て
い
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
そ
の
多
く
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
ア
プ
リ
を
用
い
て
行
わ
れ
る
。
フ
リ
マ
ア
プ
リ
に
よ
り
、
個
人
間
取
引
が
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
フ
リ
マ
ア
プ
リ
上
で
は
、
新
品
・
中
古
品
の
区
別
を
問
わ
ず
、
衣
料
品
や
雑
貨
小
物
、
家
具
、
家
電
な
ど

の
多
く
の
モ
ノ
が
取
引
さ
れ
て
い
る
。
提
供
者
は
、
売
り
た
い
モ
ノ
を
商
品
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
、
そ
の
ま
ま
出
品
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
従
来
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
形
態
に
比
べ
て
取
引
の
利
便
性
は
高
い
と
い
え
る

（
105
）

。
活
用
次
第
で
は
、
個
人
の
保

有
す
る
遊
休
資
産
の
み
な
ら
ず
、
余
暇
時
間
や
ス
キ
ル
に
つ
い
て
も
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
こ
れ
を
取
り
扱
い
、
個
人
が
日
常

は
本
業
と
し
て
い
な
い
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
や
家
事
代
行
な
ど
も
対
象
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う

（
106
）

。

わ
が
国
で
は
、
法
規
制
の
関
係
で
あ
ま
り
普
及
が
進
ま
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
で
は
、
一
般
の
住
宅
へ
の
宿
泊
（
民
泊
）
や
自
動

車
の
相
乗
り
（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
）
な
ど
を
中
心
に
、
様
々
な
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
型
サ
ー
ビ
ス
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る

（
107
）

。
例
え
ば
、
個
人
が
自

（
一
〇
九
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
七
六

分
の
車
を
個
人
に
貸
す
サ
ー
ビ
ス
（G

ateround

）、
家
の
掃
除
な
ど
雑
事
を
し
て
く
れ
る
個
人
を
探
す
サ
ー
ビ
ス
（T

askR
abbit

）、
旅
行

な
ど
に
行
く
際
に
ペ
ッ
ト
を
預
か
っ
て
く
れ
る
個
人
を
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
（D

ogV
acay

）、
個
人
の
旅
行
ガ
イ
ド
を
紹
介
す
る
サ
ー
ビ

ス
（V

ayable
）、
自
宅
に
お
い
て
日
時
限
定
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
し
た
い
人
が
顧
客
を
得
る
サ
ー
ビ
ス
（F

eastly

）
な
ど
が
、
成
功
ビ
ジ
ネ

ス
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
、
個
人
間
取
引
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
通
じ
て
、
個
人
が
事
業
主
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
形
態
の
も
の
で
あ
る
。

（
３
）　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
造
と
本
質
論

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
モ
ノ
や
空
間
、
場
所
、
人
の
ス
キ
ル
な
ど
を
他
人
と
共
有
し
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
を
利
活
用
す
る

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
支
配
す
る
経
済
圏
で
あ
る
。
近
年
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
裏
側
に

あ
る
革
命
的
な
技
術
革
新
の
本
質
を
突
い
た
議
論
は
ま
だ
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
は
、
人
の
意
識
が

所
有
か
ら
共
用
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が

（
108
）

、
そ
の
本
質
は
、
モ
ノ
や
お
金
、
ス
キ
ル
な
ど
を
共
有
し
て
金
銭
的
な

取
引
を
促
進
す
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
こ
で
繋
が
る
人
間
関
係
や
相
互
評
価
に
基
づ
く
信
頼
の
可
視
化
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
に
あ
る

（
109
）

。
言
い
換
え
れ
ば
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
失
わ
れ
た
人
間
関
係
を
現
代
社
会
に
再
び
取
り
戻
し
、
モ

ノ
の
貸
し
借
り
を
超
え
た
人
間
同
士
の
交
流
が
始
ま
る
契
機
に
な
り
得
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

（
110
）

。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
発
展
の
過
程
で
培
わ
れ
た
資
金
調
達
や
人
材
活
用
、
事
業
成
長
な
ど
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
得
難
い

経
験
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
が
逆
に
、
従
来
の
伝
統
的
な
企
業
間
取
引
に
伝
播
し
浸
透
す
る
と
し
た
ら
、
世
界
中
の
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
資
源
を
持
ち
寄
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
を
形
成
し
合
う
こ
と
も
一
般
的
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
共
有
経
済
の
考
え
方
が
継
続
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
個
人
の
生
き
方
や
組
織
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
が
一
時
的
な
い
し
過
渡
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い

（
一
〇
九
二
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
七
六

分
の
車
を
個
人
に
貸
す
サ
ー
ビ
ス
（G

ateround

）、
家
の
掃
除
な
ど
雑
事
を
し
て
く
れ
る
個
人
を
探
す
サ
ー
ビ
ス
（T

askR
abbit

）、
旅
行

な
ど
に
行
く
際
に
ペ
ッ
ト
を
預
か
っ
て
く
れ
る
個
人
を
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
（D

ogV
acay

）、
個
人
の
旅
行
ガ
イ
ド
を
紹
介
す
る
サ
ー
ビ

ス
（V

ayable

）、
自
宅
に
お
い
て
日
時
限
定
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
し
た
い
人
が
顧
客
を
得
る
サ
ー
ビ
ス
（F

eastly

）
な
ど
が
、
成
功
ビ
ジ
ネ

ス
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
、
個
人
間
取
引
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
通
じ
て
、
個
人
が
事
業
主
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
形
態
の
も
の
で
あ
る
。

（
３
）　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
造
と
本
質
論

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
モ
ノ
や
空
間
、
場
所
、
人
の
ス
キ
ル
な
ど
を
他
人
と
共
有
し
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
を
利
活
用
す
る

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
支
配
す
る
経
済
圏
で
あ
る
。
近
年
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
裏
側
に

あ
る
革
命
的
な
技
術
革
新
の
本
質
を
突
い
た
議
論
は
ま
だ
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
は
、
人
の
意
識
が

所
有
か
ら
共
用
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が

（
108
）

、
そ
の
本
質
は
、
モ
ノ
や
お
金
、
ス
キ
ル
な
ど
を
共
有
し
て
金
銭
的
な

取
引
を
促
進
す
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
こ
で
繋
が
る
人
間
関
係
や
相
互
評
価
に
基
づ
く
信
頼
の
可
視
化
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
に
あ
る

（
109
）

。
言
い
換
え
れ
ば
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
失
わ
れ
た
人
間
関
係
を
現
代
社
会
に
再
び
取
り
戻
し
、
モ

ノ
の
貸
し
借
り
を
超
え
た
人
間
同
士
の
交
流
が
始
ま
る
契
機
に
な
り
得
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

（
110
）

。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
発
展
の
過
程
で
培
わ
れ
た
資
金
調
達
や
人
材
活
用
、
事
業
成
長
な
ど
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
得
難
い

経
験
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
が
逆
に
、
従
来
の
伝
統
的
な
企
業
間
取
引
に
伝
播
し
浸
透
す
る
と
し
た
ら
、
世
界
中
の
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
資
源
を
持
ち
寄
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
を
形
成
し
合
う
こ
と
も
一
般
的
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
共
有
経
済
の
考
え
方
が
継
続
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
個
人
の
生
き
方
や
組
織
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
が
一
時
的
な
い
し
過
渡
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い

（
一
〇
九
二
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
七
七

の
か
、
一
つ
の
言
葉
に
表
さ
れ
る
一
時
的
な
盛
り
上
が
り
の
み
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
で
進
行
す
る
大
き
な
流
れ
を
見
定
め
、

そ
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る

（
111
）

。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
革
命
的
な
技

術
革
新
の
一
端
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
様
々
な
分
野
に
押
し
寄
せ
、
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
変
え
て
行
く
か
も
し
れ
な
い
。
人
間
の
活
動
が
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
タ
ス
ク
単
位
で
分
解
す
る
と
か
、

新
し
く
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
多
く
の
人
の
活
動
は
自
動
化
が
可
能
と
な
る
。
す
で
に
情
報
検
索
や
会
計
処
理
な
ど
は
、
完
全
自
動

化
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
完
全
自
動
化
は
、
Ａ
Ｉ
の
発
達
で
今
後
も
劇
的
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、「
法
」
か
ら
「
コ
ー
ド
」
へ
の

転
換
が
到
来
す
る
時
代
が
現
実
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る

（
112
）

。

４
　
個
人
間
取
引
の
促
進
と
契
約
上
の
問
題
点

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
向
こ
う
側
に
い
る
個
人
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
顔
が
見
え
ず
、
信
用
度
を
推
し
量
り
に
く
か
っ
た
。
こ
の
点
、

実
名
利
用
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
普
及
す
る
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
定
程
度
の
信
用
度
が
可
視
化
さ
れ
、
個
人
に
よ
る
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
も
選
別
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
多

く
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
後
、
利
用
者
と
提
供
者
と
の
間
で
相
互
に
評
価
し
合
う
仕
組

み
（
利
用
者
が
星
の
数
な
ど
で
行
う
評
価
、
格
付
け
な
ど
）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
相
互
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
当
事
者
双
方
に
高
い

評
価
を
得
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
き
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
質
を
実
質
的
に
担
保
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
と
同
時
に
、
事
後
レ
ビ
ュ
ー
の
よ
う
な
相
互
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
取
引
費
用
の
高
騰
を
抑
え
る
こ

と
も
可
能
と
な
っ
た
。

（
一
〇
九
三
）
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一
七
八

し
か
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
管
理
運
用
す
る
事
業
者
が
仲
介

す
る
と
は
い
え
、
見
知
ら
ぬ
個
人
同
士
の
取
引
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
提
供
す
る
モ
ノ
の
品
質
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
め
ぐ
り
、
提
供
者
と

利
用
者
と
の
間
で
紛
争
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

（
113
）

。
こ
の
点
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
は
、
前
述
の
相
互
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
多
く
の
場
合
、
利
用
者
が
提
供
者
を
正
し
く
評
価
す
る
仕
組
み
が
考
案
さ
れ
て
お
り
、
低
い
評
価
を
受
け
れ
ば
新
た
な
利

用
者
獲
得
は
困
難
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
提
供
者
側
に
は
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
利
用
者
側
も
こ
れ
と
同
時
に
評
価
を
受
け
る
た
め
、
利
用
者
の
質
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
特
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
の
適
正
な
管
理
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
、
相
互
評
価
の
補
完
と
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
認
証
す
る
制
度
な
ど
を
設

け
て
置
く
こ
と
は
必
要
と
思
わ
れ
る

（
114
）

。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
限
ら
ず
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
企
業
は
、
一
般
的
に
、
仲
介
し
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
、
人
材
確
保
や
生
産
手
段
確
保
の
コ
ス
ト
を
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
参
加
当
事
者
（
需
要
側
・
供
給
側
）
に
受
け

も
た
せ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
比
例
的
に
コ
ス
ト
が
増
加
す
る
こ
と
な
く
、
市
場
に
お
け
る

急
成
長
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
諸
種
の
コ
ス
ト
を
人
件
費
に
含
め
ざ
る
を
得
な
い
既
存
の
同
業
他
社
の
競
争
相
手
に

対
し
て
は
、
非
常
に
破
壊
的
な
力
を
有
し
て
お
り
、
激
し
い
競
争
を
生
じ
さ
せ
て
い
る

（
115
）

。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
既
存

産
業
に
与
え
る
影
響
は
、
現
時
点
で
は
ま
だ
小
さ
く
、
そ
の
内
容
は
あ
く
ま
で
将
来
的
な
可
能
性
を
予
想
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

（
116
）

。
し
か

し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
す
れ
ば
、
い
ま
ま
で
法
令
順
守
の
費
用
等
を
負
担
し
て
き
た
既
存
事
業
者
が
シ
ェ
ア

事
業
者
か
ら
顧
客
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
不
公
平
で
あ
る
。
経
済
の
新
陳
代
謝
が
生
じ
る
の
は
歴
史
的
に
や
む
を
得
な

（
一
〇
九
四
）
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一
七
八

し
か
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
管
理
運
用
す
る
事
業
者
が
仲
介

す
る
と
は
い
え
、
見
知
ら
ぬ
個
人
同
士
の
取
引
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
提
供
す
る
モ
ノ
の
品
質
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
め
ぐ
り
、
提
供
者
と

利
用
者
と
の
間
で
紛
争
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

（
113
）

。
こ
の
点
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
は
、
前
述
の
相
互
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
多
く
の
場
合
、
利
用
者
が
提
供
者
を
正
し
く
評
価
す
る
仕
組
み
が
考
案
さ
れ
て
お
り
、
低
い
評
価
を
受
け
れ
ば
新
た
な
利

用
者
獲
得
は
困
難
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
提
供
者
側
に
は
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
利
用
者
側
も
こ
れ
と
同
時
に
評
価
を
受
け
る
た
め
、
利
用
者
の
質
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
特
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
の
適
正
な
管
理
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
、
相
互
評
価
の
補
完
と
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
認
証
す
る
制
度
な
ど
を
設

け
て
置
く
こ
と
は
必
要
と
思
わ
れ
る

（
114
）

。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
限
ら
ず
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
企
業
は
、
一
般
的
に
、
仲
介
し
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
、
人
材
確
保
や
生
産
手
段
確
保
の
コ
ス
ト
を
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
参
加
当
事
者
（
需
要
側
・
供
給
側
）
に
受
け

も
た
せ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
比
例
的
に
コ
ス
ト
が
増
加
す
る
こ
と
な
く
、
市
場
に
お
け
る

急
成
長
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
諸
種
の
コ
ス
ト
を
人
件
費
に
含
め
ざ
る
を
得
な
い
既
存
の
同
業
他
社
の
競
争
相
手
に

対
し
て
は
、
非
常
に
破
壊
的
な
力
を
有
し
て
お
り
、
激
し
い
競
争
を
生
じ
さ
せ
て
い
る

（
115
）

。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
既
存

産
業
に
与
え
る
影
響
は
、
現
時
点
で
は
ま
だ
小
さ
く
、
そ
の
内
容
は
あ
く
ま
で
将
来
的
な
可
能
性
を
予
想
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

（
116
）

。
し
か

し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
す
れ
ば
、
い
ま
ま
で
法
令
順
守
の
費
用
等
を
負
担
し
て
き
た
既
存
事
業
者
が
シ
ェ
ア

事
業
者
か
ら
顧
客
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
不
公
平
で
あ
る
。
経
済
の
新
陳
代
謝
が
生
じ
る
の
は
歴
史
的
に
や
む
を
得
な

（
一
〇
九
四
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
七
九

い
こ
と
で
あ
る
が
、
過
度
期
に
は
既
存
の
事
業
者
に
対
す
る
何
ら
か
の
経
済
措
置
や
配
慮
は
不
可
欠
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う

（
117
）

。
現
行
の
法

制
度
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
想
定
し
て
い
な
い
以
上
、
時
代
に
即
し
た
法
整
備
が
必
要
な
の
は
間
違
い
が
な
い
。

ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
働
く
者
の
就
労
の
実
態
は
、
業
種
や
仕
事
の
内
容
が
異
な
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
同
種
の
仕
事

で
も
管
理
の
あ
り
方
や
そ
の
程
度
、
業
務
自
体
の
繁
閑
、
あ
る
い
は
個
々
人
の
働
き
方
な
ど
に
も
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。
労
働
サ
ー
ビ
ス

の
分
野
で
も
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
通
じ
た
就
労
に
は
問
題
が
生
じ
や
す
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
雇
用
主
と
就

労
者
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ
て
仲
介
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し

て
就
労
す
る
労
働
者
を
雇
用
者
で
は
な
く
、
独
立
し
た
自
営
業
者
と
扱
う
傾
向
に
あ
る

（
118
）

。
自
営
業
者
と
扱
わ
れ
る
個
人
は
、
通
常
の
雇
用

労
働
者
が
享
受
し
て
い
た
失
業
保
険
や
健
康
保
険
、
年
金
、
労
働
災
害
保
険
と
い
っ
た
社
会
保
障
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
同
じ
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
る
他
の
雇
用
労
働
者
と
比
べ
て
も
、
不
安
定
か
つ
低
賃
金
に
陥
り
や
す
い

（
119
）

。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
な
ど
で
は
、
こ
の
点

が
社
会
問
題
化
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
や
発
注
者
を
含
む
当
事
者
間
の
労
働
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
当
該
就
労
者
の
法
的
区
分

や
社
会
的
保
護
の
あ
り
方
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
や
自
営
業
者
の
権
利
擁
護
、
社
会
保
障
の
た
め
の
新
た
な
法
制
策
を
求
め
る
運
動
が

起
こ
っ
て
お
り

（
120
）

、
ま
た
、
そ
の
一
部
は
訴
訟
へ
と
発
展
し
て
い
る

（
121
）

。

さ
ら
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
広
く
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
が
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
し
て
収
入
を
得
る
よ

う
に
な
る
と
、
所
得
税
や
消
費
税
な
ど
の
課
税
上
の
問
題
が
生
じ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
課
税
漏
れ
の
懸
念
の
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
適
用
さ
れ
る
所
得
区
分
、
課
税
措
置
な
ど
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
る
課
税
上

の
問
題
は
少
な
く
な
い
。
個
人
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
り
取
得
し
た
一
定
以
上
の
所
得
に
つ
い
て
は
申
告
義
務
が
あ
り
、
そ

れ
が
適
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
所
得
の
申
告
漏
れ
が
大
量
に
発
生
し
、
課
税
の
不
公
平
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
課
税
す
る
に
し

（
一
〇
九
五
）
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一
八
〇

て
も
、
そ
れ
が
給
与
所
得
、
事
業
所
得
、
雑
所
得
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
よ
っ
て
、
控
除
や
経
費
の
扱
い
、
赤
字
の
損
益
通
算
な
ど

の
処
理
が
異
な
り
、
納
税
額
の
多
寡
や
事
務
負
担
に
違
い
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る

（
122
）

。
早
急
な
解
決
策
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
関
係
当
事
者
に
対
す
る
規
律

１
　
基
本
的
視
座

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
資
産
の
価
値
を
所
有
に
よ
る
排
他
的
支
配
に
求
め
る
の

で
は
な
く
、
資
産
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
ア
ク
セ
ス
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
取
引
を
よ
り
柔
軟
か
つ
容
易
に
し
、
個
人
が
所
有
す

る
遊
休
資
産
を
経
済
活
動
に
活
用
し
得
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
点
に
、
そ
の
革
新
性
が
認
め
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お

い
て
、
事
業
者
で
な
い
個
人
は
、
こ
れ
ま
で
事
業
者
に
独
占
さ
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
を
得
て
、
自
ら
が
普
通

に
所
有
し
て
い
る
遊
休
資
産
を
何
ら
特
段
の
先
行
投
資
を
す
る
こ
と
な
く
、
反
復
的
な
い
し
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
集
積
さ
れ
る
各
種
の
デ
ー
タ
の
利
活
用

に
関
す
る
技
術
的
な
発
展
を
背
景
と
し
て
は
じ
め
て
成
立
し
得
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
既
存
の
法
体
系
に
お
い

て
顕
在
化
し
て
こ
な
か
っ
た
様
々
な
論
点
を
提
供
し
て
い
る
。

（
一
〇
九
六
）
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て
も
、
そ
れ
が
給
与
所
得
、
事
業
所
得
、
雑
所
得
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
よ
っ
て
、
控
除
や
経
費
の
扱
い
、
赤
字
の
損
益
通
算
な
ど

の
処
理
が
異
な
り
、
納
税
額
の
多
寡
や
事
務
負
担
に
違
い
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る

（
122
）

。
早
急
な
解
決
策
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
関
係
当
事
者
に
対
す
る
規
律

１
　
基
本
的
視
座

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
資
産
の
価
値
を
所
有
に
よ
る
排
他
的
支
配
に
求
め
る
の

で
は
な
く
、
資
産
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
ア
ク
セ
ス
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
取
引
を
よ
り
柔
軟
か
つ
容
易
に
し
、
個
人
が
所
有
す

る
遊
休
資
産
を
経
済
活
動
に
活
用
し
得
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
点
に
、
そ
の
革
新
性
が
認
め
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お

い
て
、
事
業
者
で
な
い
個
人
は
、
こ
れ
ま
で
事
業
者
に
独
占
さ
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
を
得
て
、
自
ら
が
普
通

に
所
有
し
て
い
る
遊
休
資
産
を
何
ら
特
段
の
先
行
投
資
を
す
る
こ
と
な
く
、
反
復
的
な
い
し
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
集
積
さ
れ
る
各
種
の
デ
ー
タ
の
利
活
用

に
関
す
る
技
術
的
な
発
展
を
背
景
と
し
て
は
じ
め
て
成
立
し
得
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
既
存
の
法
体
系
に
お
い

て
顕
在
化
し
て
こ
な
か
っ
た
様
々
な
論
点
を
提
供
し
て
い
る
。

（
一
〇
九
六
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
八
一

２
　
各
種
業
法
の
規
制
と
媒
介
、
仲
介
サ
イ
ト

（
１
）　
提
供
者
に
対
す
る
規
制

現
行
法
上
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
お
よ
び
こ
れ
に
参
加
す
る
契
約
当
事
者
を
一
般
的
に
規
制
す
る
法
律
は
い
ま
だ
な
い
。
従
っ
て
、
参

加
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
規
律
に
服
す
る
か
は
、
民
商
法
そ
の
他
の
法
律
、
各
種
業
法
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
に
な
る

（
123
）

。
各
種
の

モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
な
ど
の
提
供
者
に
対
し
て
は
、
一
般
に
「
業
法
」
と
呼
ば
れ
る
規
制
が
課
さ
れ
る
。
業
法
が
適
用
さ
れ
る
か
否

か
は
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
「
業
法
」
の
規
制
対
象
か
、「
業
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

従
来
、
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
反
復
継
続
し
て
行
う
こ
と
は
業
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

に
対
し
て
広
告
宣
伝
や
設
備
準
備
の
た
め
に
一
定
の
投
資
を
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
が
事
業
者
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
し
か

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
行
な
わ
れ
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
場
合
、
事
業
者
の
よ
う
に
先
行

投
資
を
行
っ
て
反
復
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
者
で
な
い
個
人
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
て
遊
休
資

産
の
提
供
を
行
う
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
行
為
が
果
た
し
て
業
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
そ
の
判
断
は
容
易
で
は
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
個
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
行
為
が
反
復
継
続
性
を
も
ち
、
業
に
該
当
す
る
限
り
は
、
各
業
法
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
参
加
す
る
個
人
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際
し
て
、
何
ら
か
の
資
格
が
必
要
と
さ
れ
る
と
な
る

と
、
資
格
の
取
得
に
時
間
や
費
用
が
か
か
り
、
遊
休
資
産
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
提
供
自
体
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
の
点
、
具
体
的
に
い
か
な
る
行
為
が
業
法
の
規
制
対
象
と
な
る
の
か
否
か
、
そ
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

問
題
に
つ
き
、
政
府
レ
ベ
ル
で
は
、
内
閣
官
房
Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
室
の
「
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
活
用
に
関
す
る
制
度
整
備
検
討
会
」

や
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
検
討
会
議
」
な
ど
に
お
い
て
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関
す
る
規
制
の
あ
り
方
が
本
格
的
に
議

（
一
〇
九
七
）
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124
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。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
資
産
の
価
値
を
所
有
に
よ
る
排
他
的
支
配
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
資
産
へ
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
ア
ク
セ
ス
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
取
引
を
よ
り
柔
軟
か
つ
容
易
に
し
、
個
人
が
普
通
に
所
有
す
る
遊
休
資
産
を

経
済
活
動
に
活
用
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
点
に
、
そ
の
革
新
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
価
値
の
創
設
を
担
い
得
る
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
規
制
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
価
値
を
損
わ
な
い
よ
う
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す
る
経
済
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
柔
軟
な
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。

（
２
）　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
対
す
る
規
制

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
法
規
制
が
課
せ
ら
れ
る
か
否
か
は
、
当
該
行
為
が
各
種
業
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る

行
為
の
「
媒
介
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
で
、
そ
の
適
用
の
可
否
が
判
断
さ
れ
る

（
125
）

。
媒
介
は
商
法
上
の
「
仲
立
」
と
呼
ば
れ
、
商
行
為
の
定

義
に
登
場
す
る
概
念
で
あ
り
（
商
法
五
四
三
条
）、
仲
立
を
含
み
こ
れ
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
仲
介
と
い
う
言
葉
が
典
型
的
に
意
味
す

る
行
為
と
し
て
は
、
商
法
上
の
仲
立
が
あ
る
（
商
法
五
四
三
条
）。
仲
立
は
、
商
品
の
売
買
な
ど
他
人
間
で
行
わ
れ
る
商
行
為
の
媒
介
を
な

す
こ
と
を
い
い
、
他
人
の
間
に
立
っ
て
両
者
を
当
事
者
と
す
る
法
律
行
為
の
成
立
に
尽
力
す
る
事
実
行
為
を
指
す
も
の
で
あ
る

（
126
）

。
各
種
業

法
に
お
い
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
行
為
が
媒
介
と
評
価
さ
れ
る
と
、
当
該
事
業
者
の
行
為
は
各
種
業
法
に
お
い
て
規
制
対
象

と
な
る
。
た
だ
、
現
実
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
役
割
は
、
こ
の
よ
う
な
媒
介
に
至
ら
な
い
程
度
の
関
与
に
す
ぎ
な
い
場
合

も
少
な
く
な
い
。

媒
介
を
行
う
業
者
の
法
規
制
と
し
て
は
、
こ
れ
を
一
般
的
に
規
制
す
る
法
律
は
い
ま
だ
な
く
、
各
種
業
法
お
よ
び
民
商
法
な
ど
の
法
律

で
定
ま
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
媒
介
事
業
者
と
し
て
は
、
金
融
商
品
取
引
業
者
（
金
融
商
品
取
引
法
二
条
八
項
二
号
）、
物
品
海
上
運
送
契
約
等

の
締
結
を
媒
介
す
る
海
運
仲
立
業
者
（
海
上
運
送
法
二
条
八
項
）、
旅
館
運
送
契
約
・
宿
泊
契
約
の
締
結
を
媒
介
す
る
旅
行
業
者
（
旅
行
業
法

（
一
〇
九
八
）
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れ
始
め
て
い
る

（
124
）

。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
資
産
の
価
値
を
所
有
に
よ
る
排
他
的
支
配
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
資
産
へ
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
ア
ク
セ
ス
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
取
引
を
よ
り
柔
軟
か
つ
容
易
に
し
、
個
人
が
普
通
に
所
有
す
る
遊
休
資
産
を

経
済
活
動
に
活
用
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
点
に
、
そ
の
革
新
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
価
値
の
創
設
を
担
い
得
る
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
規
制
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
価
値
を
損
わ
な
い
よ
う
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す
る
経
済
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
柔
軟
な
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。

（
２
）　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
対
す
る
規
制

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
法
規
制
が
課
せ
ら
れ
る
か
否
か
は
、
当
該
行
為
が
各
種
業
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る

行
為
の
「
媒
介
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
で
、
そ
の
適
用
の
可
否
が
判
断
さ
れ
る

（
125
）

。
媒
介
は
商
法
上
の
「
仲
立
」
と
呼
ば
れ
、
商
行
為
の
定

義
に
登
場
す
る
概
念
で
あ
り
（
商
法
五
四
三
条
）、
仲
立
を
含
み
こ
れ
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
仲
介
と
い
う
言
葉
が
典
型
的
に
意
味
す

る
行
為
と
し
て
は
、
商
法
上
の
仲
立
が
あ
る
（
商
法
五
四
三
条
）。
仲
立
は
、
商
品
の
売
買
な
ど
他
人
間
で
行
わ
れ
る
商
行
為
の
媒
介
を
な

す
こ
と
を
い
い
、
他
人
の
間
に
立
っ
て
両
者
を
当
事
者
と
す
る
法
律
行
為
の
成
立
に
尽
力
す
る
事
実
行
為
を
指
す
も
の
で
あ
る

（
126
）

。
各
種
業

法
に
お
い
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
行
為
が
媒
介
と
評
価
さ
れ
る
と
、
当
該
事
業
者
の
行
為
は
各
種
業
法
に
お
い
て
規
制
対
象

と
な
る
。
た
だ
、
現
実
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
役
割
は
、
こ
の
よ
う
な
媒
介
に
至
ら
な
い
程
度
の
関
与
に
す
ぎ
な
い
場
合

も
少
な
く
な
い
。

媒
介
を
行
う
業
者
の
法
規
制
と
し
て
は
、
こ
れ
を
一
般
的
に
規
制
す
る
法
律
は
い
ま
だ
な
く
、
各
種
業
法
お
よ
び
民
商
法
な
ど
の
法
律

で
定
ま
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
媒
介
事
業
者
と
し
て
は
、
金
融
商
品
取
引
業
者
（
金
融
商
品
取
引
法
二
条
八
項
二
号
）、
物
品
海
上
運
送
契
約
等

の
締
結
を
媒
介
す
る
海
運
仲
立
業
者
（
海
上
運
送
法
二
条
八
項
）、
旅
館
運
送
契
約
・
宿
泊
契
約
の
締
結
を
媒
介
す
る
旅
行
業
者
（
旅
行
業
法

（
一
〇
九
八
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
八
三

二
条
四
項
）、
不
動
産
仲
介
業
者
（
宅
地
建
物
取
引
業
法
二
条
二
項
）、
放
送
法
上
の
有
料
放
送
管
理
事
業
者
（
放
送
法
一
五
二
条
）
な
ど
が
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
旅
行
業
法
は
、
旅
行
業
の
登
録
を
受
け
て
旅
行
業
を
営
む
者
（
一
般
に
旅
行
代
理
店
と
呼
ば
れ
る
）
が
旅
行
業
務
の
取
扱
い
に

関
し
て
旅
行
者
と
結
ぶ
契
約
を
企
画
旅
行
契
約
等
と
呼
び
（
旅
行
業
法
一
二
条
の
四
第
一
項
）、
こ
れ
ら
の
契
約
に
つ
き
旅
行
業
者
は
約
款
を

定
め
て
観
光
庁
長
官
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
る
（
同
法
一
二
条
の
二
第
一
項
）。
ま
た
、
観
光
庁
長
官
と
消
費
者
庁
長

官
が
定
め
て
公
示
し
た
標
準
旅
行
約
款
と
同
一
の
約
款
を
旅
行
業
者
が
定
め
た
と
き
は
、
観
光
庁
長
官
の
認
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す

と
定
め
て
い
る
（
同
法
一
二
条
の
三
）。
わ
が
国
の
旅
行
業
者
の
ほ
と
ん
ど
は
標
準
約
款
を
自
社
の
約
款
と
し
て
採
用
し
て
い
る
か
ら
、
旅

行
者
と
旅
行
業
者
が
締
結
す
る
旅
行
業
務
に
関
す
る
契
約
が
一
般
的
な
旅
行
契
約
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
も
っ
ぱ
ら
標
準
約
款
を
も
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
127
）

。
企
画
旅
行
契
約
の
場
合
、
旅
行
業
者
は
、
旅
行
者
が
旅
行
業
者
の
定
め
た
旅
行
日
程
に

従
っ
て
、
運
送
・
宿
泊
機
関
な
ど
の
提
供
す
る
運
送
・
宿
泊
そ
の
他
の
旅
行
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
「
手
配
」
す
る
債
務
を
負
っ
て
い
る
（
募
集
型
約
款
三
条
、
受
注
型
約
款
三
条
）。
こ
の
手
配
と
い
う
旅
行
業
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
代

理
、
媒
介
、
取
次
と
理
解
さ
れ
て
き
た

（
128
）

。
し
か
し
、
旅
行
の
企
画
・
手
配
と
い
っ
た
旅
行
契
約
の
実
態
を
調
べ
て
見
る
と
、
そ
の
内
容
は

代
理
・
媒
介
・
取
次
ほ
ど
明
確
に
は
割
り
切
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
異
な
る
解
釈
も
成
り
立
ち
得
る
。
そ
の
た
め
、
旅
行
者
が
旅
行
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
航
空
会
社
、
バ
ス
会
社
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
に
対
し
て
い
か
な
る
権
利
を
有
す
る
か
は
、
旅
行
者
と
旅

行
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
に
生
じ
た
紛
争
ご
と
に
、
必
要
な
範
囲
で
旅
行
業
者
の
行
為
の
法
的
性
格
を
論
じ
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
旅

行
業
者
の
手
配
に
関
す
る
具
体
的
な
行
為
の
法
的
性
格
ま
で
踏
み
込
む
必
要
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る

（
129
）

。

確
か
に
、
旅
行
者
と
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
間
に
立
つ
旅
行
業
者
の
法
的
地
位
を
統
一
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
旅
行

（
一
〇
九
九
）
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者
が
運
送
や
宿
泊
な
ど
の
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
に
対
し
て
い
か
な
る
権
利
を
有
す
る
か
が
判
明
し
、
法
律
関
係
の
明
確
化
と
と
も
に
、

旅
行
者
の
保
護
に
も
役
立
ち
得
る
が
、
実
態
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。
旅
行
業
者
は
、
単
に
輸
送
機
関
や
宿
泊
施
設
な
ど
の
情
報

を
提
供
す
る
者
で
は
な
く
、
委
託
に
基
づ
き
旅
行
者
の
希
望
に
沿
っ
た
航
空
会
社
、
バ
ス
会
社
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
を
探
し
、
旅
行
者

と
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
を
締
結
す
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
と
か
、
当
該
契
約
の
条
件
の
細
部
を
打
ち
合
わ
せ
る
な
ど

し
て
、
旅
行
者
と
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
の
間
に
当
該
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
が
締
結
で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
者
で
あ
る

（
130
）

。
こ
こ
で

は
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
の
締
結
に
向
け
た
積
極
的
な
人
的
関
与
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
人
的
関
与
を
行
っ
て
い
な
い
旅

行
業
者
は
旅
行
業
法
上
の
認
可
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
ち
得
る
。
現
に
、
一
部
の
大
手
を
含
む
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行

代
理
店
は
、｢

場｣

の
提
供
者
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
旅
行
業
法
上
の
登
録
を
行
っ
て
い
な
い

（
131
）

。

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
今
話
題
の
民
泊
に
つ
い
て
見
る
と
、
民
泊
は
、
一
般
の
民
家
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
き
室
を
活
用
し
、
一
日

単
位
で
提
供
す
る
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
（
住
宅
宿
泊
事
業
法
［
民
泊
新
法
］
二
条
三
項
）。
営
業
日
数
は
年
一
八
〇
日
が
上
限
で
（
各
自
治
体

は
さ
ら
に
条
例
で
営
業
日
数
を
制
限
で
き
る
）、
民
泊
オ
ー
ナ
ー
に
は
、
宿
泊
者
名
簿
の
作
成
や
合
法
物
件
で
あ
る
標
識
の
掲
示
、
外
国
語
で

施
設
の
利
用
法
を
説
明
す
る
こ
と
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
旅
館
業
法
に
は
民
泊
の
定
義
が
な
く
、
自
宅
な
ど
に
有
料
で

人
を
泊
め
る
場
合
に
は
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
と
同
様
、
旅
館
業
法
上
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
民
泊
法
が
施
行
さ
れ
た
現
在
、
民
泊

オ
ー
ナ
ー
ら
は
自
治
体
に
届
け
出
る
な
ど
し
て
届
け
出
番
号
を
得
る
と
、
合
法
民
泊
と
な
る
。

民
泊
運
営
の
仕
組
み
は
、
民
泊
オ
ー
ナ
ー
が
仲
介
サ
イ
ト
に
物
件
を
掲
載
し
、
利
用
客
は
立
地
や
金
額
な
ど
を
検
討
し
て
申
し
込
む
。

民
泊
の
予
約
サ
イ
ト
な
ど
を
運
営
す
る
仲
介
業
者
は
、
観
光
庁
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
泊
法
二
条
八
項
、
四
六
条
）。
無
登
録

で
民
泊
仲
介
業
務
を
行
い
、
ま
た
は
、
こ
れ
を
行
わ
せ
た
者
に
つ
い
て
は
、
最
高
一
〇
〇
万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
（
民
泊
新
法
七
二

（
一
一
〇
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
八
四

者
が
運
送
や
宿
泊
な
ど
の
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
に
対
し
て
い
か
な
る
権
利
を
有
す
る
か
が
判
明
し
、
法
律
関
係
の
明
確
化
と
と
も
に
、

旅
行
者
の
保
護
に
も
役
立
ち
得
る
が
、
実
態
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。
旅
行
業
者
は
、
単
に
輸
送
機
関
や
宿
泊
施
設
な
ど
の
情
報

を
提
供
す
る
者
で
は
な
く
、
委
託
に
基
づ
き
旅
行
者
の
希
望
に
沿
っ
た
航
空
会
社
、
バ
ス
会
社
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
を
探
し
、
旅
行
者

と
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
を
締
結
す
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
と
か
、
当
該
契
約
の
条
件
の
細
部
を
打
ち
合
わ
せ
る
な
ど

し
て
、
旅
行
者
と
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
の
間
に
当
該
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
が
締
結
で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
者
で
あ
る

（
130
）

。
こ
こ
で

は
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
の
締
結
に
向
け
た
積
極
的
な
人
的
関
与
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
人
的
関
与
を
行
っ
て
い
な
い
旅

行
業
者
は
旅
行
業
法
上
の
認
可
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
ち
得
る
。
現
に
、
一
部
の
大
手
を
含
む
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行

代
理
店
は
、｢

場｣

の
提
供
者
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
旅
行
業
法
上
の
登
録
を
行
っ
て
い
な
い

（
131
）

。

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
今
話
題
の
民
泊
に
つ
い
て
見
る
と
、
民
泊
は
、
一
般
の
民
家
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
き
室
を
活
用
し
、
一
日

単
位
で
提
供
す
る
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
（
住
宅
宿
泊
事
業
法
［
民
泊
新
法
］
二
条
三
項
）。
営
業
日
数
は
年
一
八
〇
日
が
上
限
で
（
各
自
治
体

は
さ
ら
に
条
例
で
営
業
日
数
を
制
限
で
き
る
）、
民
泊
オ
ー
ナ
ー
に
は
、
宿
泊
者
名
簿
の
作
成
や
合
法
物
件
で
あ
る
標
識
の
掲
示
、
外
国
語
で

施
設
の
利
用
法
を
説
明
す
る
こ
と
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
旅
館
業
法
に
は
民
泊
の
定
義
が
な
く
、
自
宅
な
ど
に
有
料
で

人
を
泊
め
る
場
合
に
は
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
と
同
様
、
旅
館
業
法
上
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
民
泊
法
が
施
行
さ
れ
た
現
在
、
民
泊

オ
ー
ナ
ー
ら
は
自
治
体
に
届
け
出
る
な
ど
し
て
届
け
出
番
号
を
得
る
と
、
合
法
民
泊
と
な
る
。

民
泊
運
営
の
仕
組
み
は
、
民
泊
オ
ー
ナ
ー
が
仲
介
サ
イ
ト
に
物
件
を
掲
載
し
、
利
用
客
は
立
地
や
金
額
な
ど
を
検
討
し
て
申
し
込
む
。

民
泊
の
予
約
サ
イ
ト
な
ど
を
運
営
す
る
仲
介
業
者
は
、
観
光
庁
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
泊
法
二
条
八
項
、
四
六
条
）。
無
登
録

で
民
泊
仲
介
業
務
を
行
い
、
ま
た
は
、
こ
れ
を
行
わ
せ
た
者
に
つ
い
て
は
、
最
高
一
〇
〇
万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
（
民
泊
新
法
七
二

（
一
一
〇
〇
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
八
五

条
以
下
）。
こ
こ
で
い
う
民
泊
仲
介
業
と
は
、
宿
泊
者
の
た
め
に
届
出
住
宅
に
お
け
る
宿
泊
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
、
ま
た
、

住
宅
宿
泊
事
業
者
の
た
め
に
、
宿
泊
者
に
対
す
る
届
出
住
宅
に
お
け
る
宿
泊
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
、
代
理
し
て
契
約
を
締
結
し
、

媒
介
を
し
、
ま
た
は
、
取
次
ぎ
を
す
る
行
為
で
あ
る
。
仲
介
業
者
は
、
宿
泊
者
と
締
結
す
る
民
泊
仲
介
契
約
に
関
し
て
約
款
を
定
め
、
観

光
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
泊
新
法
五
五
条
）。

民
泊
法
の
施
行
に
よ
り
無
届
の
民
泊
が
違
法
な
仲
介
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
民
泊
法
が
定

め
る
規
律
の
明
確
化
は
、
一
般
人
が
あ
ら
か
じ
め
自
ら
の
行
為
を
既
存
の
旅
館
業
法
に
該
当
し
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
で
は
、
見
知
ら
ぬ
個
人
同
士
の
個
人
間
取
引
を
特
徴
と
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
に
資
す
る
も
の
で
あ

り
、
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
各
種
業
法
に
い
う
媒
介
と
い
い
う
る
た
め
に
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
者
と
そ
の
利
用
者
の
間
に
立
っ
て
、

両
者
を
当
事
者
と
す
る
法
律
行
為
の
成
立
に
尽
力
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
般
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
管
理
運
営
す
る
事
業
者
は
、
法
律
行
為
の
成
立
に
尽
力
し
た
と
い
え
る
ほ
ど
の
人
的
な
関
与
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
単
に
シ
ス

テ
ム
を
利
用
さ
せ
る
な
ど
し
て
取
引
の
「
場
」（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
を
提
供
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
果
た

す
べ
き
役
割
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
場
所
や
シ
ス
テ
ム
の
提
供
者
と
し
て
の
役
割
に
と
ど
ま
る
限
り
に
お
い
て
は
、
取
引
当
事
者

ま
た
は
仲
介
者
と
し
て
の
法
規
制
を
受
け
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
と
い
え
よ
う

（
132
）

。

た
だ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
管
理
運
営
す
る
事
業
者
の
中
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
店
舗
な
ど
で
、

各
種
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
出
品
者
と
利
用
者
で
あ
る
消
費
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
一

方
ま
た
は
双
方
か
ら
使
用
料
な
ど
の
支
払
を
受
け
、
あ
る
い
は
、
宣
伝
広
告
を
掲
載
す
る
広
告
主
か
ら
広
告
料
を
徴
収
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

（
一
一
〇
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
八
六

デ
ル
を
営
む
者
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
仲
介
事
業
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
前
述

の
内
閣
官
房
Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
室
の
中
間
整
理
で
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
仲
介
事
業
者
と
表
現
さ
れ
て
い
る

（
133
）

。

業
法
な
ど
の
法
規
制
が
加
え
ら
れ
な
い
場
合
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
何
で
も
自
由
に
活
動
が
許
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
一
方
ま
た
は
双
方
の
当
事
者
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う
仲
介
行
為
は
民
法
上
の
準
委
任
と
解
さ
れ
て
お
り
（
民
法
六
五
六
条
）、
委
任

に
お
け
る
受
任
者
の
地
位
に
基
づ
く
責
任
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
が
利
用
者
に
対
し
て
負
う
善
管
注
意
義
務
（
民
法
六
四
四
条
）
の
判
断
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
上
で
行
わ
れ
る
個
々
の
取
引
の
適
正
に
つ
い
て
一
般
的
か
つ
網
羅
的
な
監
視
ま
で
は
要
求
さ
れ
な
い
が
、
問
題
を
認
知
し
た
場
合
に
は
、

個
別
的
か
つ
事
後
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
運
営
す
る
よ
う
な
場
合
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
は
古
物
営
業
法
上
の
「
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
者
」（
同
法
二
条
五
号
）
に
該
当
し
、
公
安
委
員
会
へ
の
届
出
義
務
（
同
法
一
〇
条
の
二
）、

盗
品
等
の
疑
い
が
あ
る
場
合
の
警
察
官
へ
の
申
告
義
務
（
同
法
二
一
条
の
三
）
を
負
っ
て
い
る
が
、
出
品
さ
れ
て
い
る
古
物
の
中
に
盗
品
な

ど
の
疑
い
の
古
物
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
調
査
義
務
ま
で
は
負
わ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る

（
134
）

。
ま
た
、
出
品
者
の
確
認

（
同
法
二
一
条
の
二
）
や
古
物
売
買
に
関
す
る
あ
っ
せ
ん
の
記
録
・
保
存
（
同
法
二
一
条
の
四
）
な
ど
は
、
自
ら
古
物
を
売
買
す
る
古
物
商
の

場
合
と
は
異
な
り
、
努
力
義
務
に
す
ぎ
な
い

（
135
）

。

（
３
）　
利
用
者
に
対
す
る
利
用
規
約
と
消
費
者
保
護

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
さ
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
よ
り
利
用
規

約
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
取
引
行
為
の
際
に
シ
ス
テ
ム
上
で
利
用
規
則
に
同
意
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
と
プ

（
一
一
〇
二
）
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一
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六

デ
ル
を
営
む
者
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
仲
介
事
業
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
前
述

の
内
閣
官
房
Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
室
の
中
間
整
理
で
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
仲
介
事
業
者
と
表
現
さ
れ
て
い
る

（
133
）

。

業
法
な
ど
の
法
規
制
が
加
え
ら
れ
な
い
場
合
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
何
で
も
自
由
に
活
動
が
許
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
一
方
ま
た
は
双
方
の
当
事
者
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う
仲
介
行
為
は
民
法
上
の
準
委
任
と
解
さ
れ
て
お
り
（
民
法
六
五
六
条
）、
委
任

に
お
け
る
受
任
者
の
地
位
に
基
づ
く
責
任
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
が
利
用
者
に
対
し
て
負
う
善
管
注
意
義
務
（
民
法
六
四
四
条
）
の
判
断
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
上
で
行
わ
れ
る
個
々
の
取
引
の
適
正
に
つ
い
て
一
般
的
か
つ
網
羅
的
な
監
視
ま
で
は
要
求
さ
れ
な
い
が
、
問
題
を
認
知
し
た
場
合
に
は
、

個
別
的
か
つ
事
後
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
運
営
す
る
よ
う
な
場
合
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
は
古
物
営
業
法
上
の
「
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
者
」（
同
法
二
条
五
号
）
に
該
当
し
、
公
安
委
員
会
へ
の
届
出
義
務
（
同
法
一
〇
条
の
二
）、

盗
品
等
の
疑
い
が
あ
る
場
合
の
警
察
官
へ
の
申
告
義
務
（
同
法
二
一
条
の
三
）
を
負
っ
て
い
る
が
、
出
品
さ
れ
て
い
る
古
物
の
中
に
盗
品
な

ど
の
疑
い
の
古
物
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
調
査
義
務
ま
で
は
負
わ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る

（
134
）

。
ま
た
、
出
品
者
の
確
認

（
同
法
二
一
条
の
二
）
や
古
物
売
買
に
関
す
る
あ
っ
せ
ん
の
記
録
・
保
存
（
同
法
二
一
条
の
四
）
な
ど
は
、
自
ら
古
物
を
売
買
す
る
古
物
商
の

場
合
と
は
異
な
り
、
努
力
義
務
に
す
ぎ
な
い

（
135
）

。

（
３
）　
利
用
者
に
対
す
る
利
用
規
約
と
消
費
者
保
護

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
さ
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
よ
り
利
用
規

約
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
取
引
行
為
の
際
に
シ
ス
テ
ム
上
で
利
用
規
則
に
同
意
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
と
プ

（
一
一
〇
二
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
八
七

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
間
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
の
利
用
契
約
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
利
用
者
に
対
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
者
の
責
任
を
含
め
た
当
事
者
間
の
法
律
関
係
は
、
基
本
的
に
当
該
利
用
契
約
の
規
定
内
容
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た

だ
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
の
利
用
規
約
に
お
い
て
、
利
用
者
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
の
取
引
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
に
つ
き
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
責
任
を
負
わ
な
い
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
て
も
、
当
該
利
用
者
が
消
費
者
契
約
法
に
い
う
「
消
費
者
」（
消

費
者
契
約
法
二
条
一
項
）
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
責
任
免
除
の
約
定
は
無
効
と
さ
れ
る
（
同
条
八
条
一
項
）。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
利
用
者
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
利
用
契
約
上
の
責
任
と
は
別
に
、

不
法
行
為
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
（
民
法
七
〇
九
条
）。
ま
た
、
情
報
の
仲
介
な
ど
に
関
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
、

利
用
者
よ
り
提
供
さ
れ
る
情
報
の
中
に
は
、
違
法
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
第
三
者
に
対
し
て
権
利
侵
害

が
生
じ
た
と
き
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
管
理
者
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
法
的
責
任
の
問

題
が
生
ず
る
。
こ
の
場
合
、
権
利
侵
害
情
報
の
被
害
者
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
責
任
制
限
法
四
条
に
基
づ
き
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

に
対
し
て
発
信
者
情
報
の
開
示
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る

（
136
）

。
ま
た
、
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
責
任
制
限
法
三
条
が

民
法
の
特
則
と
な
っ
て
お
り
、
同
条
に
基
づ
き
、
権
利
侵
害
情
報
の
被
害
者
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

３
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
責
任
と
裁
判
例

前
述
し
た
よ
う
に
、
見
知
ら
ぬ
個
人
同
士
の
取
引
を
基
本
的
特
徴
と
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
仕
組
み
そ
の
も
の
は
単
純
で
、

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
側
と
利
用
す
る
側
、
そ
し
て
、
両
者
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
マ
ッ
チ
ン
グ

（
一
一
〇
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
八
八

さ
せ
、
仲
介
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
三
者
か
ら
な
る
。
提
供
者
と
利
用
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

な
ど
が
用
い
ら
れ
る
。
利
用
者
は
そ
の
対
価
を
提
供
者
に
支
払
い
、
対
価
の
一
部
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
手
数
料
と
し
て
徴
収

す
る
例
が
多
い
。
そ
の
実
質
は
決
済
手
数
料
に
近
い
と
も
い
わ
れ
る
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
不
特
定
多
数
の
個
人
間
取
引
の

成
立
に
積
極
的
か
つ
深
く
関
わ
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
や
履
行
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
並
ん
で
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
も
責
任
が
生
じ
て
く
る
場
合
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

の
責
任
に
つ
い
て
は
、
裁
判
例
を
見
て
も
、
具
体
的
な
取
引
へ
の
関
与
の
度
合
い
に
よ
る
も
の
の
、
総
じ
て
限
定
的
な
範
囲
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

例
え
ば
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
に
お
い
て
詐
欺
の
被
害
に
あ
っ
た
参
加
利
用
者
が
、
詐
欺
を
行
っ
た
出
品
者
で
は
な
く
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
事
業
者
は
、
他
人

間
の
法
律
行
為
に
尽
力
す
る
者
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
そ
の
媒
介
性
、
仲
立
人
で
あ
る
こ
と
の
該
当
性
が
否
定
さ
れ
た
も
の
が
あ
る

（
137
）

。

本
事
案
で
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
は
故
意
ま
た
は
重
過
失
が
な
い

限
り
、
参
加
利
用
者
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
か
ら
免
責
さ
れ
る
旨
の
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
と
い
う

「
場
」
の
提
供
者
が
参
加
利
用
者
に
対
し
て
い
か
な
る
義
務
を
負
う
か
と
い
う
点
が
争
点
と
な
っ
た
。

本
件
の
第
一
審
は
、
詐
欺
が
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
状
況
に
照
ら
し
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
に
は
利
用
者
と
の
間
に

締
結
さ
れ
た
利
用
契
約
に
お
け
る
信
義
則
を
根
拠
と
し
て
、「
欠
陥
の
な
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
本
件
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
義
務
」

を
認
め
た
が
、
結
論
に
お
い
て
は
適
切
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
た
と
し
て
、
か
か
る
義
務
違
反
を
否
定
し
た

（
138
）

。
控
訴
審
で
は
、
本
件

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
が
仲
立
人
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
が
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
は
落
札
後
に
行

（
一
一
〇
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
八
八

さ
せ
、
仲
介
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
三
者
か
ら
な
る
。
提
供
者
と
利
用
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

な
ど
が
用
い
ら
れ
る
。
利
用
者
は
そ
の
対
価
を
提
供
者
に
支
払
い
、
対
価
の
一
部
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
手
数
料
と
し
て
徴
収

す
る
例
が
多
い
。
そ
の
実
質
は
決
済
手
数
料
に
近
い
と
も
い
わ
れ
る
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
不
特
定
多
数
の
個
人
間
取
引
の

成
立
に
積
極
的
か
つ
深
く
関
わ
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
や
履
行
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
並
ん
で
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
も
責
任
が
生
じ
て
く
る
場
合
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

の
責
任
に
つ
い
て
は
、
裁
判
例
を
見
て
も
、
具
体
的
な
取
引
へ
の
関
与
の
度
合
い
に
よ
る
も
の
の
、
総
じ
て
限
定
的
な
範
囲
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

例
え
ば
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
に
お
い
て
詐
欺
の
被
害
に
あ
っ
た
参
加
利
用
者
が
、
詐
欺
を
行
っ
た
出
品
者
で
は
な
く
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
事
業
者
は
、
他
人

間
の
法
律
行
為
に
尽
力
す
る
者
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
そ
の
媒
介
性
、
仲
立
人
で
あ
る
こ
と
の
該
当
性
が
否
定
さ
れ
た
も
の
が
あ
る

（
137
）

。

本
事
案
で
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
は
故
意
ま
た
は
重
過
失
が
な
い

限
り
、
参
加
利
用
者
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
か
ら
免
責
さ
れ
る
旨
の
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
と
い
う

「
場
」
の
提
供
者
が
参
加
利
用
者
に
対
し
て
い
か
な
る
義
務
を
負
う
か
と
い
う
点
が
争
点
と
な
っ
た
。

本
件
の
第
一
審
は
、
詐
欺
が
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
状
況
に
照
ら
し
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
に
は
利
用
者
と
の
間
に

締
結
さ
れ
た
利
用
契
約
に
お
け
る
信
義
則
を
根
拠
と
し
て
、「
欠
陥
の
な
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
本
件
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
義
務
」

を
認
め
た
が
、
結
論
に
お
い
て
は
適
切
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
た
と
し
て
、
か
か
る
義
務
違
反
を
否
定
し
た

（
138
）

。
控
訴
審
で
は
、
本
件

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
が
仲
立
人
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
が
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
は
落
札
後
に
行

（
一
一
〇
四
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
八
九

わ
れ
る
出
品
者
と
落
札
者
の
交
渉
過
程
に
は
一
切
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
、
出
品
者
は
自
ら
の
意
思
で
本
件
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
し
、

入
札
者
も
自
ら
の
意
思
で
入
札
し
て
い
る
こ
と
、
従
っ
て
、
運
営
者
が
そ
の
過
程
で
両
者
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
な
い
こ
と
、
落
札
に
関

す
る
通
知
は
シ
ス
テ
ム
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
い
自
動
的
に
行
わ
れ
、
運
営
者
が
落
札
に
向
け
て
何
ら
か
の
尽
力
を
し
て
い
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
事
情
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
が
仲
立
人
で
あ
る
こ
と
の
該
当
性
は
否
定
さ
れ
る
と

し
た

（
139
）

。
ま
た
、
金
融
商
品
取
引
所
に
つ
い
て
、
同
所
が
利
用
者
間
の
契
約
締
結
を
媒
介
す
る
仲
立
人
（
商
法
五
四
三
条
）
に
あ
た
る
か
ど
う
か

が
争
わ
れ
た
裁
判
例
が
あ
る

（
140
）

。
金
融
商
品
取
引
所
は
、
シ
ス
テ
ム
の
参
加
者
が
定
型
化
さ
れ
た
売
買
注
文
な
ど
を
シ
ス
テ
ム
の
端
末
装
置

か
ら
入
力
す
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
い
取
引
が
自
動
的
に
成
立
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
の
み
で

あ
り
、
法
律
行
為
の
成
立
に
尽
力
す
る
事
実
行
為
で
あ
る
媒
介
を
行
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
出
店
者
に
よ
る
商
標
権
侵
害
に
つ
い
て
、
商
標
権
侵
害
の
商
品
を
販
売
し
た
出

店
者
に
加
え
て
、
出
店
可
能
な
場
所
を
提
供
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
運
営
者
に
対
し
て
差
止
請
求
お
よ
び
損
害
賠
償
請
求
を
な

し
得
る
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
が
あ
る

（
141
）

。
こ
の
事
案
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
モ
ー
ル
運
営
者
は
逐
一
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
権

利
侵
害
の
有
無
を
確
認
す
る
義
務
は
負
っ
て
い
な
い
と
し
、
結
論
に
お
い
て
本
件
モ
ー
ル
運
営
者
の
責
任
を
否
定
し
た
。
た
だ
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
運
営
者
が
出
店
者
に
対
す
る
管
理
・
支
配
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
出
店
者
か
ら
基
本
出
店
料
や
シ
ス
テ
ム
利
用
料

な
ど
の
経
済
上
の
利
益
を
得
て
い
る
こ
と
、
出
店
者
に
よ
る
商
標
権
侵
害
の
事
実
を
知
り
ま
た
は
知
り
得
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
合
理

的
期
間
内
に
侵
害
内
容
の
除
去
を
な
し
得
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
運
営
者
に
対
し
て
も
商
権
侵

害
に
基
づ
く
差
止
請
求
お
よ
び
損
害
賠
償
請
求
を
な
し
得
る
と
判
示
し
た
。

（
一
一
〇
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
九
〇

４
　
政
府
に
よ
る
法
規
制
と
自
主
的
ル
ー
ル

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
取
引
は
、
見
知
ら
ぬ
者
同
士
の
個
人

間
取
引
を
基
本
と
し
、
提
供
者
の
所
有
す
る
資
産
や
ス
キ
ル
を
利
用
者
に
提
供
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
範
囲
は
、
モ
ノ
や

空
間
、
移
動
、
お
金
、
ス
キ
ル
な
ど
様
々
で
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
行
わ
れ
る
に
し
て
も
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

者
と
利
用
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
従
前
の
よ
う
な
各
種
の
業
法
に
よ
る
企
業
に
対
す
る
規
制
は
及
ば
な
い
の
が
原
則
で

あ
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
、
自
宅
の
空
き
部
屋
を
他
人
に
貸
し
出
す
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
、
住
宅
宿
泊
事
業
法

（
平
成
二
九
年
法
律
第
六
五
号
）
に
よ
り
利
用
者
の
安
全
を
図
る
も
の
も
あ
る
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
取
り
扱
う
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
個
別
の
業
法
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
る
規
制
が
加
え
ら
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
例
外
的
な
措
置
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
な
問
題
や
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
提
起
す
る
問
題
に
関
す
る
議
論
は
端
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
取
引
は
、
今
日
、
国
境
を
越
え
て
行
う
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
と
く
に
、
近
年
、
短
期
間
の

間
に
多
く
の
国
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
世
界
各
国
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

（
142
）

。

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
、
欧
州
委
員
会
が
、
二
〇
一
六
年
六
月
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
欧
州
に
お
い
て
は collaborative 

econom
y

と
い
う
）
に
係
る
取
組
を
示
す
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書
『
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関
す
る
欧
州
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
』
を
公
表
し
た

（
143
）

。

次
い
で
、
欧
州
委
員
会
は
、
二
〇
一
八
年
四
月
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
仲
介
サ
ー
ビ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
者
の
た
め
の
公
平
性
及
び
透
明
性
の

（
一
一
〇
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
九
〇

４
　
政
府
に
よ
る
法
規
制
と
自
主
的
ル
ー
ル

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
取
引
は
、
見
知
ら
ぬ
者
同
士
の
個
人

間
取
引
を
基
本
と
し
、
提
供
者
の
所
有
す
る
資
産
や
ス
キ
ル
を
利
用
者
に
提
供
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
範
囲
は
、
モ
ノ
や

空
間
、
移
動
、
お
金
、
ス
キ
ル
な
ど
様
々
で
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
行
わ
れ
る
に
し
て
も
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

者
と
利
用
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
従
前
の
よ
う
な
各
種
の
業
法
に
よ
る
企
業
に
対
す
る
規
制
は
及
ば
な
い
の
が
原
則
で

あ
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
、
自
宅
の
空
き
部
屋
を
他
人
に
貸
し
出
す
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
、
住
宅
宿
泊
事
業
法

（
平
成
二
九
年
法
律
第
六
五
号
）
に
よ
り
利
用
者
の
安
全
を
図
る
も
の
も
あ
る
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
取
り
扱
う
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
個
別
の
業
法
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
る
規
制
が
加
え
ら
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
例
外
的
な
措
置
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
な
問
題
や
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
提
起
す
る
問
題
に
関
す
る
議
論
は
端
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
取
引
は
、
今
日
、
国
境
を
越
え
て
行
う
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
と
く
に
、
近
年
、
短
期
間
の

間
に
多
く
の
国
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
世
界
各
国
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

（
142
）

。

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
、
欧
州
委
員
会
が
、
二
〇
一
六
年
六
月
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
欧
州
に
お
い
て
は collaborative 

econom
y

と
い
う
）
に
係
る
取
組
を
示
す
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書
『
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関
す
る
欧
州
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
』
を
公
表
し
た

（
143
）

。

次
い
で
、
欧
州
委
員
会
は
、
二
〇
一
八
年
四
月
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
仲
介
サ
ー
ビ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
者
の
た
め
の
公
平
性
及
び
透
明
性
の

（
一
一
〇
六
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
九
一

向
上
に
関
す
る
規
則
案
」（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
二
〇
一
八
）
二
三
八
）
を
公
表
し
、
欧
州
議
会
（
二
〇
一
九
年
四
月
）、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
（
同
年
六
月
）
に
お

け
る
採
択
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
七
月
に
規
則
と
し
て
公
布
さ
れ
た

（
144
）

。
同
規
則
は
、
全
一
四
三
か
条
で
構
成
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
七
月

一
二
日
か
ら
す
べ
て
の
加
盟
国
に
適
用
さ
れ
る
。

わ
が
国
の
政
府
は
、
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
積
極
的
に
推
進
す
る
立
場
か
ら
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
、
業
法
を
中
心
と
し
た
現
行
規
制
の
適
用
範
囲
の
不
明
確
な
分
野
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ

て
い
る

（
145
）

。
主
な
動
き
を
見
る
と
、
内
閣
の
も
と
に
設
け
ら
れ
た
内
閣
官
房
Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
室
で
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
利
活
用

に
関
す
る
制
度
整
備
検
討
会
が
二
〇
一
五
年
五
月
に
公
表
し
た
中
間
整
理
案
（「
中
間
整
理
～
制
度
整
備
の
基
本
的
な
方
向
性
～
」）
と
こ
れ
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
て

（
146
）

、
二
〇
一
六
年
七
月
か
ら
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
検
討
会
議
」
を
開
催
し
、
利
用
者

の
不
安
に
向
け
た
諸
方
策
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
同
検
討
会
議
は
、
二
次
に
わ
た
る
提
言
を
行
い
、
同
年
一
一
月
、「
中
間
報

告
書
」
を
公
表
し
た

（
147
）

。
中
間
報
告
書
で
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
健
全
な
発
展
の
た
め
の
具
体
的
施
策
と
し
て
、
自
主
的

ル
ー
ル
に
よ
る
取
引
の
安
全
性
や
信
頼
性
の
確
保
、
業
法
を
中
心
と
し
た
現
行
規
制
の
適
用
範
囲
の
不
明
確
な
分
野
の
解
消
に
向
け
た
取

組
み
な
ど
が
示
さ
れ
た

（
148
）

。
こ
の
中
間
報
告
書
を
受
け
て
、
政
府
は
、
同
年
一
一
月
、
内
閣
官
房
Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
室
内
に
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
促
進
室
」
を
設
置
し
、
シ
ェ
ア
事
業
者
か
ら
の
相
談
や
政
府
の
支
援
制
度
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
る

（
149
）

。
ま
た
、
政
府
は
、

こ
れ
ら
に
続
き
、
新
成
長
戦
略
「
未
来
投
資
戦
略
二
〇
一
八
」
お
よ
び
「
骨
太
方
針
二
〇
一
八
」
に
お
い
て
具
体
的
施
策
の
一
つ
に
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
掲
げ
、
地
方
へ
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
普
及
を
重
要
施
策
に
位
置
づ
け
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
活
用
事
例
を
創
出
す
る
成
果
指
標
を
新
た
に
設
定
し
て
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
積
極
的
に
推
進
し
て
行
く
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る

（
150
）

。
そ
し
て
、
政
府
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
二
〇
二
〇
年
二
月
一
八
日
、「
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
透
明
性
及

（
一
一
〇
七
）
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本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
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（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
九
二

び
公
正
性
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」（
案
）
を
国
会
に
提
出
し
、
二
〇
二
〇
年
度
中
の
国
会
で
の
制
定
お
よ
び
施
行
を
目
指
し
て
い
る
。

現
行
の
法
制
度
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
以
上
、
時
代
に
即
し
た
法
整
備
が
早
急
に
必
要
と
さ
れ
る
の

は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
、
関
係
業
界
の
企
業
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
、
こ
の
点
が
重
要
な
課
題
と
な
る

（
151
）

。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
普
及
の
速
度
は
速
く
、
そ
の
対
象
は
様
々
で
あ
る
か
ら
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
将
来
的
な
普
及
に
備
え
て
、
企
業
は
十
分
な
対
策
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（
152
）

。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
規
律
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
政
府
や
自
治
体
は
ど
の
程
度
ま
で
関
与
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

定
説
と
い
っ
た
も
の
は
な
く
、
争
わ
れ
て
い
る

（
153
）

。
論
者
の
中
に
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
対
す
る
規
制
は
、
政
府
は
自
治
体
で

十
分
に
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
だ
け
権
限
を
行
使
し
て
立
法
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
下
位
の
機
関
で
な
し
う
る
こ
と
を
上

位
の
機
関
が
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
者
が
い
る

（
154
）

。
こ
れ
は
、
補
充
性
の
原
則
（P

rinciple of S
ubsidiarity

）
と
い
わ
れ
る
考
え
方

で
あ
る
が

（
155
）

、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
場
合
に
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
対
象
は

様
々
で
あ
り
、
広
範
囲
に
及
び
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
一
律
に
規
制
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

管
理
運
用
す
る
事
業
者
や
関
係
業
界
団
体
が
自
主
的
ル
ー
ル
を
定
め
、
こ
れ
に
委
ね
る
べ
き
方
向
で
調
整
を
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う
え

で
、
政
府
や
自
治
体
は
、
基
本
と
な
る
共
通
事
項
に
つ
い
て
、
利
用
す
る
者
の
収
入
や
時
間
、
回
数
な
ど
、
必
要
最
低
限
の
規
律
を
定
め

る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
い
え
よ
う

（
156
）

。

５
　
契
約
法
理
の
再
構
成
の
必
要
性
と
方
向
性

今
日
、
資
本
主
義
の
世
界
で
は
、
共
用
型
経
済
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
一
一
〇
八
）
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八
十
五
巻
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号
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二
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二
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年
三
月
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一
九
二

び
公
正
性
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」（
案
）
を
国
会
に
提
出
し
、
二
〇
二
〇
年
度
中
の
国
会
で
の
制
定
お
よ
び
施
行
を
目
指
し
て
い
る
。

現
行
の
法
制
度
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
以
上
、
時
代
に
即
し
た
法
整
備
が
早
急
に
必
要
と
さ
れ
る
の

は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
、
関
係
業
界
の
企
業
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
、
こ
の
点
が
重
要
な
課
題
と
な
る

（
151
）

。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
普
及
の
速
度
は
速
く
、
そ
の
対
象
は
様
々
で
あ
る
か
ら
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
将
来
的
な
普
及
に
備
え
て
、
企
業
は
十
分
な
対
策
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（
152
）

。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
規
律
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
政
府
や
自
治
体
は
ど
の
程
度
ま
で
関
与
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

定
説
と
い
っ
た
も
の
は
な
く
、
争
わ
れ
て
い
る

（
153
）

。
論
者
の
中
に
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
対
す
る
規
制
は
、
政
府
は
自
治
体
で

十
分
に
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
だ
け
権
限
を
行
使
し
て
立
法
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
下
位
の
機
関
で
な
し
う
る
こ
と
を
上

位
の
機
関
が
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
者
が
い
る

（
154
）

。
こ
れ
は
、
補
充
性
の
原
則
（P

rinciple of S
ubsidiarity

）
と
い
わ
れ
る
考
え
方

で
あ
る
が

（
155
）

、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
場
合
に
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
対
象
は

様
々
で
あ
り
、
広
範
囲
に
及
び
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
一
律
に
規
制
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

管
理
運
用
す
る
事
業
者
や
関
係
業
界
団
体
が
自
主
的
ル
ー
ル
を
定
め
、
こ
れ
に
委
ね
る
べ
き
方
向
で
調
整
を
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う
え

で
、
政
府
や
自
治
体
は
、
基
本
と
な
る
共
通
事
項
に
つ
い
て
、
利
用
す
る
者
の
収
入
や
時
間
、
回
数
な
ど
、
必
要
最
低
限
の
規
律
を
定
め

る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
い
え
よ
う

（
156
）

。

５
　
契
約
法
理
の
再
構
成
の
必
要
性
と
方
向
性

今
日
、
資
本
主
義
の
世
界
で
は
、
共
用
型
経
済
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
一
一
〇
八
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
九
三

と
い
う
新
し
い
経
済
で
展
開
さ
れ
る
社
会
の
変
容
で
あ
る
。
近
年
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
著
し
い
発
展
と
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ

Ｔ
）
化
は
、
経
済
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
あ
ら
ゆ
る
財
を
人
に
結
び
付
け
、
あ
ら
ゆ
る
接
続
点
（
企
業
や
家
庭
や
乗
り

物
な
ど
）
に
絶
え
ず
刻
々
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
何
十
億
も
の
人
が
ピ
ア
ト
ゥ
ピ
ア
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
同
士
が
対
等
な
関
係
で
通
信
す
る
方
式
）
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
与
し
、
多
く
の
新
た
な
経
済
的
機
会

と
慣
行
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
あ
ら
ゆ
る
財
や
情
報
が
統
一
性
あ
る
稼
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
、
社
会
の
エ
ン
ト

ロ
ピ
ー
を
最
適
化
し
つ
つ
、
よ
り
生
態
系
に
近
い
環
境
で
持
続
可
能
な
社
会
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
が
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
背
景
を
伴
っ
て
資
本
主
義
経
済
の
中
に
登
場
し
て
き
た
の
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
新
た
な
共
有
型
経
済
で
あ
る
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
こ
れ
に
参
加
す
る
契
約
当
事
者
お
よ
び
取
引
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
っ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
見
知
ら
ぬ
個
人
同
士
を
結
び
付
け
、
そ
れ
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
個
人
間
取
引
で
あ

る
。
そ
の
取
引
は
、
個
人
間
で
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
の
共
用
（
貸
し
借
り
、
売
買
、
交
換
な
ど
）
を
基
本
と
し
て
い
る

（
157
）

。
財
の

共
用
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
変
化
は
、
極
め
て
破
壊
的
で
、
商
業
と
い
う
限
ら
れ
た
世
界
の
み
な
ら
ず
、
社
会
を
根
底

か
ら
支
え
る
価
値
観
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
力
を
も
っ
て
い
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
よ
う
な
共
用
型
経
済
が
支
配
す
る
経
済
圏

で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
利
用
者
相
互
間
を
中
心
に
協
働
型
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
結
成
さ
れ
る

（
158
）

。
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
生
活
の
最
も
社
会
的
な
側
面
に
か
か
わ
る
場
で
あ
り
、
大
抵
、
民
主
的
に
運
営
さ
れ
る
自
主
管
理
組
織
か
ら
な
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
は
、
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、
信
頼
関
係
が
益
々
そ
の
重
要
性
を
増
す
こ
と
に
な
る

（
159
）

。
ま
た
、
共
用
型

経
済
の
下
で
は
、
財
を
所
有
す
る
こ
と
は
そ
れ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
な
り
、
個
人
に
よ
る
私
利
の
追
求
は
共
用
型

の
私
益
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
、
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
一
一
〇
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
九
四

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
代
表
さ
れ
る
相
互
的
な
経
済
活
動
は
、
ま
だ
漠
然
と
し
て
い
て
、
具
体
的
な
事
例
が
散
見
さ
れ
る
程
度

で
あ
る
が
、
世
の
中
が
所
有
よ
り
も
共
用
と
い
う
考
え
方
に
共
鳴
す
る
に
つ
れ
て
、
人
の
日
常
的
生
活
の
あ
り
方
も
変
わ
り
始
め
て
い
る
。

今
起
き
て
い
る
信
頼
へ
の
転
換
は
、
単
な
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
革
命
の
一
部
で
も
な
け
れ
ば
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
出
現
で
も
な
い
。

そ
れ
は
、
よ
り
根
本
的
な
根
底
か
ら
の
変
革
で
あ
り
、
社
会
と
文
化
の
革
命
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と
こ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
社
会
の
変
容
に
よ
っ
て
、
再
び
大
き
な
変
革
の
時
代
に
突
入
し
つ
つ
あ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
は
、
単
に
科
学
技
術
を
進
歩
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
具
体
的
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
実
用
化
さ
れ
る
と
、

社
会
や
生
活
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
社
会
で
生
成
す
る
新
た
な
法
律
上
の
問
題
も
、
そ
の
種
類
や
内
容
が
変

わ
っ
て
く
る
。
契
約
で
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
ら
ず
、
技
術
的
に
使
え
な
い
・
見
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
発
生
し
、

利
用
者
に
は
こ
れ
以
外
の
選
択
肢
が
な
い
と
い
っ
た
事
態
も
生
ず
る
。
こ
の
場
合
、
取
引
の
ル
ー
ル
は
「
契
約
」
で
は
な
く
、「
技
術
」

で
あ
り
、
そ
れ
を
構
成
す
る
「
規
格
」
や
「
基
本
設
計
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
ッ
シ
ン
グ
教
授
は
、
一
九
九
五
年
に

『
コ
ー
ド
（C

O
D
E

）』
と
い
う
書
籍
を
出
版
し
、
そ
の
中
で
、
技
術
的
な
「
規
格
」（
コ
ー
ド
）
が
法
律
上
で
保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
権

利
と
は
無
関
係
に
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た

（
160
）

。「
規
格
（
コ
ー
ド
）
が
法
に
代
わ
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
こ
の
問
題
を
端
的
に
表

現
す
る
も
の
で
あ
る
。
レ
ッ
シ
ン
グ
教
授
が
こ
れ
を
最
初
に
提
起
し
た
と
き
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
法
が
潜
脱
さ
れ
る
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ
た
。
規
格
（
コ
ー
ド
）
に
よ
っ
て
法
の
ル
ー
ル
が
塗
り
替
え
ら
れ
、
法
が
擁
護
し
て
い
る
権
利
や
価
値
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
に
、
レ
ッ
シ
ン
グ
教
授
は
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る

（
161
）

。
こ
れ
に
対
し
、
今
日
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が

普
及
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
規
格
（
コ
ー
ド
）
が
法
に
代
わ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に
、
法
で
は
な
く
、
技

術
的
な
対
応
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
示
唆
す
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

（
一
一
一
〇
）
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十
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一
九
四

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
代
表
さ
れ
る
相
互
的
な
経
済
活
動
は
、
ま
だ
漠
然
と
し
て
い
て
、
具
体
的
な
事
例
が
散
見
さ
れ
る
程
度

で
あ
る
が
、
世
の
中
が
所
有
よ
り
も
共
用
と
い
う
考
え
方
に
共
鳴
す
る
に
つ
れ
て
、
人
の
日
常
的
生
活
の
あ
り
方
も
変
わ
り
始
め
て
い
る
。

今
起
き
て
い
る
信
頼
へ
の
転
換
は
、
単
な
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
革
命
の
一
部
で
も
な
け
れ
ば
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
出
現
で
も
な
い
。

そ
れ
は
、
よ
り
根
本
的
な
根
底
か
ら
の
変
革
で
あ
り
、
社
会
と
文
化
の
革
命
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と
こ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
社
会
の
変
容
に
よ
っ
て
、
再
び
大
き
な
変
革
の
時
代
に
突
入
し
つ
つ
あ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
は
、
単
に
科
学
技
術
を
進
歩
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
具
体
的
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
実
用
化
さ
れ
る
と
、

社
会
や
生
活
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
社
会
で
生
成
す
る
新
た
な
法
律
上
の
問
題
も
、
そ
の
種
類
や
内
容
が
変

わ
っ
て
く
る
。
契
約
で
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
ら
ず
、
技
術
的
に
使
え
な
い
・
見
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
発
生
し
、

利
用
者
に
は
こ
れ
以
外
の
選
択
肢
が
な
い
と
い
っ
た
事
態
も
生
ず
る
。
こ
の
場
合
、
取
引
の
ル
ー
ル
は
「
契
約
」
で
は
な
く
、「
技
術
」

で
あ
り
、
そ
れ
を
構
成
す
る
「
規
格
」
や
「
基
本
設
計
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
ッ
シ
ン
グ
教
授
は
、
一
九
九
五
年
に

『
コ
ー
ド
（C

O
D
E

）』
と
い
う
書
籍
を
出
版
し
、
そ
の
中
で
、
技
術
的
な
「
規
格
」（
コ
ー
ド
）
が
法
律
上
で
保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
権

利
と
は
無
関
係
に
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た

（
160
）

。「
規
格
（
コ
ー
ド
）
が
法
に
代
わ
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
こ
の
問
題
を
端
的
に
表

現
す
る
も
の
で
あ
る
。
レ
ッ
シ
ン
グ
教
授
が
こ
れ
を
最
初
に
提
起
し
た
と
き
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
法
が
潜
脱
さ
れ
る
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ
た
。
規
格
（
コ
ー
ド
）
に
よ
っ
て
法
の
ル
ー
ル
が
塗
り
替
え
ら
れ
、
法
が
擁
護
し
て
い
る
権
利
や
価
値
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
に
、
レ
ッ
シ
ン
グ
教
授
は
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る

（
161
）

。
こ
れ
に
対
し
、
今
日
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が

普
及
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
規
格
（
コ
ー
ド
）
が
法
に
代
わ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に
、
法
で
は
な
く
、
技

術
的
な
対
応
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
示
唆
す
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

（
一
一
一
〇
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
九
五

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
に
し
て
も
、
次
の
点
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
人
間
が
法
を
解
釈
し
運

用
す
る
場
合
、
裁
量
の
余
地
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
と
き
で
す
ら
、
様
々
な
要
因
を
考
慮
し
、
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
法

の
解
釈
運
用
を
規
格
（
コ
ー
ド
）
で
置
き
換
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
人
間
が
行
う
は
ず
の
裁
量
の
余
地
を
残
し
た
解
釈
運
用
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
書
き
込
む
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
複
雑
な
内
容
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
果
た
し
て
、
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
が
規
格
（
コ
ー
ド
）

に
お
い
て
可
能
か
ど
う
か
で
あ
る

（
162
）

。

規
格
（
コ
ー
ド
）
が
法
に
代
わ
る
と
い
う
考
え
方
を
推
し
進
め
て
行
く
と
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
契
約
書
を
見
せ
て
、
そ
れ
に
人
間
が

同
意
を
し
て
か
ら
契
約
に
入
る
と
い
う
世
界
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
現
代
の
契
約
理
論
が
構
築
さ

れ
る
以
前
の
合
意
意
理
論
の
下
で
提
唱
さ
れ
て
い
た
契
約
理
論
で
あ
る
。
現
代
の
契
約
理
論
は
、
ド
イ
ツ
民
法
の
影
響
の
下
に
、
契
約
を

相
対
立
す
る
当
事
者
の
意
思
の
合
致
と
捉
え
、
契
約
当
事
者
の
申
込
と
承
諾
と
い
う
意
思
に
重
き
を
置
く
構
成
原
理
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
そ
れ
以
前
の
契
約
理
論
は
、
ま
ず
、
契
約
当
事
者
か
ら
独
立
し
た
独
自
の
客
観
的
に
正
当
性
を
持
つ
合
意
と
い
う
も
の
が

存
在
し
、
こ
れ
が
社
会
的
に
確
定
さ
れ
て
、
し
か
る
後
に
、
当
事
者
が
そ
れ
を
承
諾
（
同
意
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
契
約
が
成
立
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
そ
の
客
観
性
な
る
も
の
が
人
間
の
自
律
性
を
損
な
う
と
い
う
こ
と
で
、

カ
ン
ト
か
ら
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
至
る
時
期
に
お
い
て
そ
れ
が
放
逐
さ
れ
、
契
約
は
当
事
者
の
意
思
の
合
致
（
合
意
）
に
成
立
す
る
も
の
と
さ

れ
た

（
163
）

。
そ
れ
で
も
、
現
代
の
契
約
理
論
は
、
行
き
過
ぎ
た
個
別
の
意
思
の
探
求
を
反
省
し
、
意
思
の
形
成
に
は
社
会
通
念
な
ど
が
顧
慮
さ

れ
る
と
し
て
お
り
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
（
い
わ
ゆ
る
契
約
の
社
会
化
）
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
、
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
そ
の
他
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
人
間
の
自
律
的
な
判
断
部
分
を
デ
ー
タ
に
基
づ
く
機
械
の
判
断
に
置
き
換
え
る

も
の
で
あ
る
。
人
間
が
関
与
し
な
い
ま
ま
契
約
が
締
結
さ
れ
る
と
か
、
機
械
の
動
作
に
よ
っ
て
契
約
が
成
立
す
る
と
い
っ
た
こ
と
（
こ
れ

（
一
一
一
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
九
六

ら
は
「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
に
つ
い
て
は
、
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る

（
164
）

。
契
約
理
論

の
再
構
成
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
同
意
理
論
の
復
活
に
至
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
、
そ
れ
に
伴
う
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
化
は
、
出
現
し
つ
つ
あ
る

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
台
頭
を
促
し
、
相
乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
重
要
な
問
題
が
提
起
さ

れ
て
い
る

（
165
）

。
そ
の
１
つ
が
個
人
デ
ー
タ
の
活
用
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
利
用
者

が
検
索
し
た
閲
覧
履
歴
や
商
品
購
入
の
履
歴
、
投
稿
や
写
真
な
ど
の
デ
ー
タ
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
手
元
に
残
さ
れ
る
。
堆

積
し
た
膨
大
な
個
人
デ
ー
タ
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
を
活
用
し
て
解
析
す
る
と
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
が
分
か
り
、
次
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
取
引
の
場
の
提
供
を
通
じ
て
、
人
の
行
動
に
関

す
る
膨
大
な
個
人
デ
ー
タ
を
手
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
個
人
デ
ー
タ
は
「
新
時
代
の
石
油
」
と
も
称
さ
れ
る
。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど
の
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
が
経
済
的
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
理
由
は
、
彼
ら
が
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
と
し
て
、
こ
う
し
た
膨
大
な
個
人
デ
ー
タ
を
握
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
対
価
の
支
払
い
も
な
く
利
用

者
か
ら
個
人
デ
ー
タ
を
集
め
、
巨
額
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
が
誰
に
ど
の
よ
う
な
形

で
分
配
さ
れ
る
か
は
、
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
法
的
な
支
配
権
が
存
在
し
な
い
中
で
、
こ
れ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
な
ど

の
契
約
に
委
ね
て
お
く
こ
と
は
、
利
益
の
分
配
が
不
公
正
と
な
る
懸
念
が
生
ず
る

（
166
）

。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
国
家
を
凌
ぐ
ほ
ど
に
大
き

な
力
を
も
つ
の
で
あ
れ
ば
、
権
利
の
保
護
に
つ
い
て
も
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
167
）

。

一
方
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
化
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
人
と
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
神
聖
不
可
侵
な
も
の
と
し
て
い
た
囲
い
込
み
の
層
が
次
々
に
剥
ぎ
取
ら
れ
、
自
由
や
幸
福
追
求
の
権
利
と
同
様
に
重
要
と
み
な
さ

（
一
一
一
二
）
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問
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１
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が
個
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デ
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の
活
用
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プ
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シ
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で
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る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
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ビ
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に
お
い
て
、
利
用
者

が
検
索
し
た
閲
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履
歴
や
商
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購
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の
履
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、
投
稿
や
写
真
な
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の
デ
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は
、
プ
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フ
ォ
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事
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者
の
手
元
に
残
さ
れ
る
。
堆

積
し
た
膨
大
な
個
人
デ
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タ
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
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と
い
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
人
工
知
能
（
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）
な
ど
を
活
用
し
て
解
析
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と
、
利
用
者
の

ニ
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ズ
が
分
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、
次
の
ビ
ジ
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チ
ャ
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は
、
取
引
の
場
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提
供
を
通
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て
、
人
の
行
動
に
関
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る
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大
な
個
人
デ
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タ
を
手
に
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と
い
わ
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る
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そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
個
人
デ
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タ
は
「
新
時
代
の
石
油
」
と
も
称
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れ
る
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な
ど
の
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大
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な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
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は
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の
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し
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利
用
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げ
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。
こ
の
よ
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な
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グ
デ
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タ
か
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得
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利
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が
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に
ど
の
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な
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で
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れ
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は
、
非
常
に
重
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で
あ
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。
法
的
な
支
配
権
が
存
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し
な
い
中
で
、
こ
れ
を
プ
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フ
ォ
ー
ム
の
利
用
な
ど

の
契
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に
委
ね
て
お
く
こ
と
は
、
利
益
の
分
配
が
不
公
正
と
な
る
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念
が
生
ず
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プ
ラ
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ト
フ
ォ
ー
マ
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が
国
家
を
凌
ぐ
ほ
ど
に
大
き

な
力
を
も
つ
の
で
あ
れ
ば
、
権
利
の
保
護
に
つ
い
て
も
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
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一
方
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
化
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
人
と
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
神
聖
不
可
侵
な
も
の
と
し
て
い
た
囲
い
込
み
の
層
が
次
々
に
剥
ぎ
取
ら
れ
、
自
由
や
幸
福
追
求
の
権
利
と
同
様
に
重
要
と
み
な
さ

（
一
一
一
二
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
九
七

れ
て
い
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策
が
必
要
と
さ
れ

る
か
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
関
す
る
情
報
が
本
人
の
許
可
な
く
ま
た
は

本
人
の
意
思
に
反
し
て
使
わ
れ
、
本
人
の
幸
福
を
危
う
く
し
た
り
損
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
保
障
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
誰
も
が
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
透
明
性
の
高
い
開
か
れ
た
情
報
や
デ
ー
タ
の
流
通
を
確
保
す
る
方
策
が
求
め
ら
れ
る

（
168
）

。

人
類
の
歴
史
か
ら
み
れ
ば
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
よ
う
な
相
互
的
な
経
済
活
動
は
、
古
く
は
共
有
と
い
う
概
念
の
下
で
こ
れ

ま
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
目
新
し
い
い
も
の
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
来
の
共
有
と
い
う
概
念
が
装
も
新
た
に
コ
ラ
ボ
消
費
お

よ
び
こ
れ
に
基
礎
を
置
く
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
現
代
社
会
に
登
場
し
た
背
景
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
市
場
の
発
展
、
と
り
わ
け
市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
今
日
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
新

た
な
経
済
が
個
々
人
の
生
活
と
社
会
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
れ
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
促
進
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
異
論
が
な
い
。
し
か
し
、
今
日
、
ウ
ー
バ
ー
や
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
な
ど
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
差
止
め
な
ど

の
多
数
の
法
的
措
置
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
ど
こ
ま
で
受
け
入
れ
、
規
制
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
各
地
で
論
争
が
あ
る
。

法
が
社
会
の
変
容
に
的
確
に
対
応
す
る
に
は
、
ま
ず
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
が
ど
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を

正
し
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
が
現
在
の
法
的
枠
組
の
中
で
処
理
で
き
る
か
ど
う
か
、

こ
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
法
が
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
り
、
将
来
へ
の
対
応
が

可
能
と
な
る
と
い
え
よ
う
。

（
一
一
一
三
）
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本
稿
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
市
場
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
う
二
面
的
で
双
方
向
性
を
も
つ
市
場
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
種
類
を
契
約
法
の
観
点
か
ら
整
理
・
分
類
し
た
う
え
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
造
的
特
徴
を

明
ら
か
に
し
、
法
的
側
面
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
の
契
約
関
係
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
関
係
を
取
り
上
げ
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
個
人
間
取
引
の
促
進
と
、
そ
れ
が

も
た
ら
す
問
題
点
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
つ
き
検
討
を
加
え
た
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
企
業
結
合
事
例
に
つ
い
て
、
す
で
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
対
し
、
独
禁
法
な
ど
の
競
争
法
を
適
用
す

る
事
例
が
登
場
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
通
販
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
ス
ト
ア
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
は
、
出
店
企
業
か
ら
徴
収
す
る
手
数
料
の
一

方
的
な
引
き
上
げ
、
商
品
表
示
の
順
位
の
基
準
不
開
示
、
特
定
決
済
シ
ス
テ
ム
導
入
の
強
制
、
最
安
値
で
の
販
売
強
制
、
消
費
者
か
ら
の

返
品
対
応
へ
の
強
制
、
他
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
制
限
、
顧
客
情
報
・
デ
ー
タ
の
運
営
事
業
者
に
よ
る
自
社
利
用
な
ど
、
様
々
な

問
題
が
浮
上
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
今
後
も
増
え
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
利
用
者
を
増
や
し
、
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
成
長
す
る
。
従
来
の
直
線
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
の
よ
う
に
生
産
手
段
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
参
加
者
を
結
び
つ
け
る
手
段
に
よ
っ
て
市
場
支
配
力
を
構
築
す
る
の
で

あ
る
。
そ
の
支
配
力
は
、
幅
広
い
参
加
と
利
用
の
結
果
で
あ
っ
て
、
厳
し
く
管
理
さ
れ
た
所
有
と
支
配
の
結
果
で
は
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
大
規
模
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
管
理
し
、
利
用
者
間
の
交
換
価
値
を
円
滑
化
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う

な
取
引
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
り
、
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
っ
て
市
場
を
形
成
す
る
プ

（
一
一
一
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
九
八

五
　
結

　
び

本
稿
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
さ
れ
た
市
場
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
う
二
面
的
で
双
方
向
性
を
も
つ
市
場
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
種
類
を
契
約
法
の
観
点
か
ら
整
理
・
分
類
し
た
う
え
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
造
的
特
徴
を

明
ら
か
に
し
、
法
的
側
面
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
の
契
約
関
係
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
関
係
を
取
り
上
げ
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
個
人
間
取
引
の
促
進
と
、
そ
れ
が

も
た
ら
す
問
題
点
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
つ
き
検
討
を
加
え
た
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
企
業
結
合
事
例
に
つ
い
て
、
す
で
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
対
し
、
独
禁
法
な
ど
の
競
争
法
を
適
用
す

る
事
例
が
登
場
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
通
販
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
ス
ト
ア
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
は
、
出
店
企
業
か
ら
徴
収
す
る
手
数
料
の
一

方
的
な
引
き
上
げ
、
商
品
表
示
の
順
位
の
基
準
不
開
示
、
特
定
決
済
シ
ス
テ
ム
導
入
の
強
制
、
最
安
値
で
の
販
売
強
制
、
消
費
者
か
ら
の

返
品
対
応
へ
の
強
制
、
他
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
制
限
、
顧
客
情
報
・
デ
ー
タ
の
運
営
事
業
者
に
よ
る
自
社
利
用
な
ど
、
様
々
な

問
題
が
浮
上
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
今
後
も
増
え
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
利
用
者
を
増
や
し
、
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
成
長
す
る
。
従
来
の
直
線
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
の
よ
う
に
生
産
手
段
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
参
加
者
を
結
び
つ
け
る
手
段
に
よ
っ
て
市
場
支
配
力
を
構
築
す
る
の
で

あ
る
。
そ
の
支
配
力
は
、
幅
広
い
参
加
と
利
用
の
結
果
で
あ
っ
て
、
厳
し
く
管
理
さ
れ
た
所
有
と
支
配
の
結
果
で
は
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
大
規
模
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
管
理
し
、
利
用
者
間
の
交
換
価
値
を
円
滑
化
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う

な
取
引
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
り
、
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
伴
っ
て
市
場
を
形
成
す
る
プ

（
一
一
一
四
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

一
九
九

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
特
質
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
市
場
支
配
ゆ
え
に
一
律
に
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
生
み
出
し
て

い
る
価
値
の
連
鎖
に
配
慮
し
、
具
体
的
な
懸
念
事
項
に
つ
い
て
個
別
に
検
討
を
加
え
て
行
く
必
要
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
企
業
や
個
人
が
所
有
す
る
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
、
情
報
な
ど
の
資
産
を
共
用
（
貸
借
・
売
買
・
提
供
）
し
て
い
く
新
し
い
経
済
の
動
き
で
あ
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に

よ
る
取
引
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
取
引
の
場
を
必
要
不
可
欠
と
し
、
そ
の
場
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
者
と
そ
の
利
用
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
三
者
関
係
を
契
約
法
の
観
点
か
ら
ど
の
よ

う
に
規
律
す
る
の
か
、
こ
の
点
が
今
後
重
要
な
問
題
と
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
お
よ
び
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
い
て
は
、
両
者
が
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
介
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
既
存
の
法
体
系
に
お
い
て
顕
在
化
し
て
こ
な
か
っ
た
様
々
な
論
点

が
顕
在
化
し
て
お
り
、
複
雑
な
法
律
問
題
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
こ
れ
を
整
理
し
た
が
、

明
確
な
問
題
解
決
の
た
め
の
具
体
的
な
解
釈
論
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
更
な
る
検
討
は
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
、
差
し
当
た

り
、
新
法
案
に
対
す
る
国
会
等
で
の
審
議
を
見
守
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
） 

小
田
切
宏
之
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
競
争
政
策
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
一
九
六
頁
以
下
、
一
九
八
頁
。
日
本
に
お
け
る
情
報
化
の

進
展
と
政
策
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
、
西
谷
敏
「
日
本
に
お
け
る
情
報
化
社
会
と
法
」
松
本
博
之
ほ
か
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
情
報
化
社

会
と
法
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
二
年
）
二
九
頁
以
下
。

（
2
） 

曽
我
部
真
裕
ほ
か
『
情
報
法
概
説
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
七
四
頁
。
詳
し
く
は
、
田
村
泰
一
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
と
ビ
ジ
ネ
ス

（
一
一
一
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
〇

モ
デ
ル
に
関
す
る
分
析
視
角
─
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
端
末
を
中
心
に
─
」
早
稲
田
国
際
経
営
研
究
四
五
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
一
頁
以
下
。

（
3
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
に
か
か
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（D

igital P
latform

）

と
呼
ば
れ
る
。
武
田
邦
宣
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
市
場
支
配
力
分
析
─
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
の
統
合
事

例
─
」
公
正
取
引
七
七
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
一
九
頁
。

（
4
） 

経
済
産
業
省
編
『
通
商
白
書
平
成
27
年
版
』（
勝
美
印
刷
、
二
〇
一
五
年
）
一
二
七
頁
以
下
。
総
務
省
編
『
令
和
元
年
版
情
報
通
信
白
書
』（
日

経
印
刷
株
式
会
社
、
二
〇
一
九
年
）
六
七
頁
は
、
主
な
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
、
広
告
・
検
索
、
電
子
商
取
引
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ア
プ
リ
、

端
末
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
小
売
の
四
つ
の
分
野
に
分
類
し
、
紹
介
し
て
い
る
。

（
5
） 

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
複
数
の
企
業
と
個
人
を
結
び
つ
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
企
業
が
本
社
を
置
く
数
を
国
別
に
み
る
と
、

中
国
が
も
っ
と
も
多
く
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
経
済
の
支
配
は
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
よ
り
も
む
し
ろ
中
国
の
方
が
顕
著
で
あ
る
。

ア
レ
ッ
ク
ス
・
モ
サ
ド
＝
ニ
コ
ラ
ス
・
Ｌ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
革
命
』（
英
治
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
一
八
年
）
三
五
頁
以
下
。

詳
し
く
は
、
山
谷
剛
史
「
新
興
国
市
場
プ
ラ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
」
出
井
伸
之
（
監
修
）『
進
化
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
：
グ
ー
グ

ル
・
ア
ッ
プ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
を
超
え
て
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
二
〇
七
頁
以
下
。
山
崎
憲
ほ
か
『
諸
外
国
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ

ジ
ネ
ス
調
査
─
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
─
』〈
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
海
外
労
働
情
報
19
─
07
〉（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、

二
〇
一
九
年
）
九
頁
が
引
用
す
るP

eter C
. E

vans and A
nnabelle G

aw
er 

（January 2016

）, “T
he R

ise of the P
latform

 E
nterprise ” 

（P
D

F

）. T
he C

enter for G
lobal E

nterprise. R
etrieved 15 M

arch 2018

に
よ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
が
本
社

（H
ead Q

uarters

）
を
置
く
場
所
は
、
二
〇
一
五
年
時
点
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア
（
い
わ
ゆ
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
）
に
四
四
社
、

シ
ア
ト
ル
が
四
社
、
北
京
が
三
〇
社
、
杭
州
が
六
社
、
深
圳
が
五
社
、
東
京
が
五
社
、
ヴ
ァ
ル
ド
ル
フ
（
ド
イ
ツ
）
が
一
社
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
（
南

ア
）
が
一
社
、
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
（
ア
メ
リ
カ
）
が
一
社
、
上
海
が
一
四
社
で
あ
る
。

（
6
） 

総
務
省
編
『
平
成
29
年
版
情
報
通
信
白
書
』（
日
経
印
刷
株
式
会
社
、
二
〇
一
七
年
）
二
三
頁
以
下
。

（
7
） 

増
島
雅
和
ほ
か
「『
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
』
の
論
点
整
理
」B

usiness L
aw

 Journal 

二
〇
一
六
年
一
〇
月
号
六
二
頁
以
下
。

（
8
） 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
と
産
業
構
造
の
変
化
に
つ
き
、
経
済
産
業
省
編
・
前
掲
注（
４
）一
二
七
頁
以
下
。

（
一
一
一
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
〇

モ
デ
ル
に
関
す
る
分
析
視
角
─
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
端
末
を
中
心
に
─
」
早
稲
田
国
際
経
営
研
究
四
五
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
一
頁
以
下
。

（
3
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
に
か
か
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（D

igital P
latform

）

と
呼
ば
れ
る
。
武
田
邦
宣
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
市
場
支
配
力
分
析
─
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
の
統
合
事

例
─
」
公
正
取
引
七
七
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
一
九
頁
。

（
4
） 

経
済
産
業
省
編
『
通
商
白
書
平
成
27
年
版
』（
勝
美
印
刷
、
二
〇
一
五
年
）
一
二
七
頁
以
下
。
総
務
省
編
『
令
和
元
年
版
情
報
通
信
白
書
』（
日

経
印
刷
株
式
会
社
、
二
〇
一
九
年
）
六
七
頁
は
、
主
な
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
、
広
告
・
検
索
、
電
子
商
取
引
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ア
プ
リ
、

端
末
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
小
売
の
四
つ
の
分
野
に
分
類
し
、
紹
介
し
て
い
る
。

（
5
） 

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
複
数
の
企
業
と
個
人
を
結
び
つ
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
企
業
が
本
社
を
置
く
数
を
国
別
に
み
る
と
、

中
国
が
も
っ
と
も
多
く
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
経
済
の
支
配
は
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
よ
り
も
む
し
ろ
中
国
の
方
が
顕
著
で
あ
る
。

ア
レ
ッ
ク
ス
・
モ
サ
ド
＝
ニ
コ
ラ
ス
・
Ｌ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
革
命
』（
英
治
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
一
八
年
）
三
五
頁
以
下
。

詳
し
く
は
、
山
谷
剛
史
「
新
興
国
市
場
プ
ラ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
」
出
井
伸
之
（
監
修
）『
進
化
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
：
グ
ー
グ

ル
・
ア
ッ
プ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
を
超
え
て
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
二
〇
七
頁
以
下
。
山
崎
憲
ほ
か
『
諸
外
国
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ

ジ
ネ
ス
調
査
─
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
─
』〈
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
海
外
労
働
情
報
19
─
07
〉（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、

二
〇
一
九
年
）
九
頁
が
引
用
す
るP

eter C
. E

vans and A
nnabelle G

aw
er 

（January 2016

）, “T
he R

ise of the P
latform

 E
nterprise ” 

（P
D

F

）. T
he C

enter for G
lobal E

nterprise. R
etrieved 15 M

arch 2018

に
よ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
が
本
社

（H
ead Q

uarters

）
を
置
く
場
所
は
、
二
〇
一
五
年
時
点
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア
（
い
わ
ゆ
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
）
に
四
四
社
、

シ
ア
ト
ル
が
四
社
、
北
京
が
三
〇
社
、
杭
州
が
六
社
、
深
圳
が
五
社
、
東
京
が
五
社
、
ヴ
ァ
ル
ド
ル
フ
（
ド
イ
ツ
）
が
一
社
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
（
南

ア
）
が
一
社
、
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
（
ア
メ
リ
カ
）
が
一
社
、
上
海
が
一
四
社
で
あ
る
。

（
6
） 

総
務
省
編
『
平
成
29
年
版
情
報
通
信
白
書
』（
日
経
印
刷
株
式
会
社
、
二
〇
一
七
年
）
二
三
頁
以
下
。

（
7
） 

増
島
雅
和
ほ
か
「『
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
』
の
論
点
整
理
」B

usiness L
aw

 Journal 

二
〇
一
六
年
一
〇
月
号
六
二
頁
以
下
。

（
8
） 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
と
産
業
構
造
の
変
化
に
つ
き
、
経
済
産
業
省
編
・
前
掲
注（
４
）一
二
七
頁
以
下
。

（
一
一
一
六
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
〇
一

（
9
） 

総
務
省
編
・
前
掲
注（
４
）六
八
頁
。

（
10
） 

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
千
葉
恵
美
子
「
電
子
商
取
引
を
め
ぐ
る
取
引
環
境
の
変
化
と
今
後
の
消
費
者
法
制
─
デ
ジ
タ
ル
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
と
取
引
法
─
」
消
費
者
法
研
究
五
号
（
二
〇
一
八
年
）
六
三
頁
以
下
、
齋
藤
雅
弘
「
通
信
販
売
仲
介
者
（
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
運
営
業
者
）
の
法
的
規
律
に
係
る
日
本
法
の
現
状
と
課
題
」
消
費
者
法
研
究
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
〇
五
頁
以
下
、
お
よ
び
、
本
稿
の
後

注
で
引
用
す
る
文
献
を
参
照
。

（
11
） 

林
秀
弥
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
巡
る
法
と
政
策
」
岡
田
羊
祐
・
林
秀
弥
『
ク
ラ
ウ
ド
産
業
論
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
二
一
頁
以
下
、

二
二
─
二
三
頁
、
岡
田
羊
祐
「
ク
ラ
ウ
ド
産
業
論
：
本
書
の
分
析
視
角
」
同
書
一
頁
以
下
な
ど
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
高
ま
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
つ
き
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ハ
ウ
ジ
「
マ
ル
チ
サ
イ
ド
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
：
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
産
業
政
策

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
後
藤
晃
＝
児
玉
俊
洋
（
編
）『
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
一
七
頁
以
下
。

（
12
） 

根
来
龍
之
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
」
出
手
（
監
修
）・
前
掲
注（
５
）五
九
頁
以
下
、
七
二
頁
。

（
13
） 

根
来
・
前
掲
注（
12
）七
四
頁
。

（
14
） 

根
来
・
前
掲
注（
12
）七
七
頁
。

（
15
） 

曽
我
部
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）七
五
頁
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
先
行
研
究
に
つ
き
、
溝
下
博
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
関
す
る
研
究
レ
ビ
ュ
ー
」
広
島
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
一
八
号
（
二
〇
一
七
年
）
三
三
頁
以
下
。

（
16
） 

言
及
す
る
対
象
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
指
し
示
す
対
象
は
異
な
る
。
林
秀
弥
「
二
面
市
場
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
：
そ
の
法
的
課

題
」
法
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
三
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
七
頁
以
下
、
八
─
九
頁
は
、
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
定
義
を
集
め
て
整
理

し
て
い
る
。

（
17
） 

ロ
ー
ル
・
ク
レ
ア
・
レ
イ
エ
、
ブ
ノ
ワ
・
レ
イ
エ
／
根
来
龍
之
監
修
、
門
脇
弘
典
訳
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー 

勝
者
の
法
則
』（
日
本
経
済
出

版
社
、
二
〇
一
九
年
）
二
五
頁
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
概
念
の
多
様
性
に
つ
き
、T

arleton G
illespie, T

h
e P

olitics of ‘P
latform

s’, 12 

（3

）

N
ew

 M
edia &

 S
ociety 1 

（2010

）.

（
18
） 

モ
サ
ド
＝
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
前
掲
注（
５
）四
九
頁
以
下
。

（
一
一
一
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
二

（
19
） 

こ
れ
ま
で
最
も
成
功
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
グ
ー
グ
ル
と
ア
ッ
プ
ル
で
あ
る
。
モ
サ
ド
＝
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
前
掲
注（
５
）四
九
頁
。

（
20
） 

小
見
志
郎
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
モ
デ
ル
の
競
争
戦
略
：
事
業
創
造
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
白
桃
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
五
頁
。
初
期
の
研

究
に
つ
き
、
小
見
・
同
書
五
─
七
頁
。

（
21
） 
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
カ
フ
ィ
ー
、
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
リ
ニ
ョ
ル
フ
リ
ン
／
村
井
章
子
（
訳
）『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
経
済
学
：
機
械
は
人
と
企

業
の
未
来
を
ど
う
変
え
る
か
？
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
八
年
）
二
一
三
頁
。
詳
し
く
は
、Joseph F

arell and G
arth S

aloner, 

S
andardization, C

om
patibility, an

d
 In

n
ovation, 16 

（1

） R
and Journal of E

conom
ics 70-83 (1985) ; M

ichael K
atz and C

arl 

S
hapiro, N

etw
ork E

xern
alities, C

om
petion

, an
d

 C
om

patibility, 75 

（3

） A
m

erican E
conom

ic R
eview

 424-440 

（1985

）
な
ど
。

（
22
） 

根
来
龍
之
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
教
科
書
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
七
年
）
一
一
〇
頁
。

（
23
） 

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｇ
・
パ
ー
カ
ー
ほ
か
／
妹
尾
賢
一
郎
監
訳
、
渡
部
典
子
訳
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
、
二
〇
〇
八
年
）
六
頁
、
一
〇
頁
。O

rly L
obel, T

h
e L

aw
 of th

e P
latform

, 101 M
inn. L

. R
ev 87, 106 

（2016

）.

（
24
） 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
に
よ
っ
て
現
在
変
わ
り
つ
つ
あ
る
産
業
部
門
と
企
業
の
例
に
つ
き
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｇ
・
パ
ー
カ
ー
ほ
か
・
前
掲
注（
23
）

二
一
頁
以
下
、
お
よ
び
、
同
書
二
二
頁
図
一
─
二
参
照
。

（
25
） 

ト
ー
マ
ス
・
ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
ほ
か
／
松
本
直
子
（
訳
）「
ツ
ー
・
サ
イ
ド
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
」D

IA
M

O
N

D

ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
レ
ビ
ュ
ー
二
〇
〇
七
年
六
月
号
六
八
頁
以
下
、
七
三
頁
。
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
い
う
言
葉
が
法
学
に
浸
透
し
た
の
は
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
シ
ン

グ
の
功
績
が
大
き
い
。
松
尾
陽
編
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
法
─
法
学
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
ル
な
展
開
？
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）
二
七
頁
、

三
三
頁
以
下
な
ど
。

（
26
） 

レ
イ
エ
＝
レ
イ
エ
・
前
掲
注（
17
）一
二
四
─
一
二
五
頁
。

（
27
） 

曽
我
部
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）八
一
頁
。
独
占
禁
止
法
上
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
と
し
て
、
ヤ
フ
ー
・
グ
ー
グ
ル
業
務
提

携
事
件
、
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
事
件
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
件
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
の
詳
細
に
つ
き
、
曽
我
部
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）九
〇
頁
以
下
。

（
28
） 

曽
我
部
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
二
四
頁
以
下
。

（
29
） 

総
務
省
編
・
前
掲
注（
６
）三
七
頁
。
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
寡
占
度
が
上
昇
す
る
と
、
そ
の
一
方
で
、
ア
プ
リ
事
業
者
に
よ
る

（
一
一
一
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
二

（
19
） 

こ
れ
ま
で
最
も
成
功
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
グ
ー
グ
ル
と
ア
ッ
プ
ル
で
あ
る
。
モ
サ
ド
＝
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
前
掲
注（
５
）四
九
頁
。

（
20
） 

小
見
志
郎
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
モ
デ
ル
の
競
争
戦
略
：
事
業
創
造
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
白
桃
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
五
頁
。
初
期
の
研

究
に
つ
き
、
小
見
・
同
書
五
─
七
頁
。

（
21
） 

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
カ
フ
ィ
ー
、
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
リ
ニ
ョ
ル
フ
リ
ン
／
村
井
章
子
（
訳
）『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
経
済
学
：
機
械
は
人
と
企

業
の
未
来
を
ど
う
変
え
る
か
？
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
八
年
）
二
一
三
頁
。
詳
し
く
は
、Joseph F

arell and G
arth S

aloner, 

S
andardization, C

om
patibility, an

d
 In

n
ovation, 16 

（1

） R
and Journal of E

conom
ics 70-83 (1985) ; M

ichael K
atz and C

arl 

S
hapiro, N

etw
ork E

xern
alities, C

om
petion

, an
d

 C
om

patibility, 75 

（3

） A
m

erican E
conom

ic R
eview

 424-440 

（1985

）
な
ど
。

（
22
） 

根
来
龍
之
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
教
科
書
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
七
年
）
一
一
〇
頁
。

（
23
） 

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｇ
・
パ
ー
カ
ー
ほ
か
／
妹
尾
賢
一
郎
監
訳
、
渡
部
典
子
訳
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
、
二
〇
〇
八
年
）
六
頁
、
一
〇
頁
。O

rly L
obel, T

h
e L

aw
 of th

e P
latform

, 101 M
inn. L

. R
ev 87, 106 

（2016

）.

（
24
） 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
に
よ
っ
て
現
在
変
わ
り
つ
つ
あ
る
産
業
部
門
と
企
業
の
例
に
つ
き
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｇ
・
パ
ー
カ
ー
ほ
か
・
前
掲
注（
23
）

二
一
頁
以
下
、
お
よ
び
、
同
書
二
二
頁
図
一
─
二
参
照
。

（
25
） 

ト
ー
マ
ス
・
ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
ほ
か
／
松
本
直
子
（
訳
）「
ツ
ー
・
サ
イ
ド
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
戦
略
」D

IA
M

O
N

D

ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
レ
ビ
ュ
ー
二
〇
〇
七
年
六
月
号
六
八
頁
以
下
、
七
三
頁
。
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
い
う
言
葉
が
法
学
に
浸
透
し
た
の
は
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
シ
ン

グ
の
功
績
が
大
き
い
。
松
尾
陽
編
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
法
─
法
学
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
ル
な
展
開
？
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）
二
七
頁
、

三
三
頁
以
下
な
ど
。

（
26
） 

レ
イ
エ
＝
レ
イ
エ
・
前
掲
注（
17
）一
二
四
─
一
二
五
頁
。

（
27
） 

曽
我
部
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）八
一
頁
。
独
占
禁
止
法
上
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
と
し
て
、
ヤ
フ
ー
・
グ
ー
グ
ル
業
務
提

携
事
件
、
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
事
件
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
事
件
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
の
詳
細
に
つ
き
、
曽
我
部
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）九
〇
頁
以
下
。

（
28
） 

曽
我
部
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
二
四
頁
以
下
。

（
29
） 

総
務
省
編
・
前
掲
注（
６
）三
七
頁
。
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
寡
占
度
が
上
昇
す
る
と
、
そ
の
一
方
で
、
ア
プ
リ
事
業
者
に
よ
る

（
一
一
一
八
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
〇
三

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
が
進
行
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
、
消
費
者
の
利
益
・
便
益
が
増
進
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

逆
に
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

（
30
） 
土
田
和
博
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
独
占
禁
止
法
・
総
論
」
法
時
九
一
巻
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
五
四
頁
。

（
31
） 
森
亮
二
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
法
律
問
題
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
八
七
号
（
二
〇
一
六
年
）
四
頁
以
下
、
藤
原
総
一
郎
ほ
か
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
規
制
（
上
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
七
三
号
（
二
〇
一
六
）
一
八
頁
以
下
。

（
32
） 

森
・
前
掲
注（
31
）四
頁
。

（
33
） 

山
崎
憲
ほ
か
・
前
掲
注（
５
）一
二
頁
以
下
。

（
34
） 

根
来
・
前
掲
注（
22
）四
六
頁
以
下
。

（
35
） 

パ
ー
カ
ー
ほ
か
・
前
掲
注（
23
）四
五
七
頁
以
下
。

（
36
） 

小
見
志
郎
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
モ
デ
ル
の
競
争
戦
略
』（
白
桃
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
九
頁
。

（
37
） 

モ
サ
ド
＝
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
前
掲
注（
５
）六
二
頁
。

（
38
） 

國
井
二
郎
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
」
出
井
（
監
修
）・
前
掲
注（
５
）二
三
五
頁
以
下
。

（
39
） 

國
井
・
前
掲
注（
38
）二
五
三
頁
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
時
代
に
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
従
来
は
、
ま
ず

仮
説
を
立
て
て
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
原
理
か
ら
仮
説
を
実
証
す
る
と
い
う
方
法
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今

は
サ
ン
プ
ル
で
は
な
く
、
全
数
を
集
め
、
か
つ
、
あ
ら
か
じ
め
限
定
し
な
い
多
種
の
情
報
を
収
集
し
た
う
え
で
、
す
べ
て
の
変
数
間
の
相
関
を
調
べ

な
が
ら
関
係
性
の
パ
タ
ー
ン
を
帰
納
的
に
抽
出
す
る
と
い
っ
た
手
法
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
國
井
・
前
掲
注（
38
）二
五
三
頁
。

（
40
） 

國
井
・
前
掲
注（
38
）二
四
八
頁
以
下
。

（
41
） 

小
田
切
・
前
掲
注（
１
）二
二
七
頁
な
ど
。

（
42
） 

二
面
市
場
と
双
方
向
市
場
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
と
両
者
の
関
係
に
つ
き
、
白
石
忠
志
「
平
成
26
年
度
企
業
結
合
事
例
集
の
検
討
」
公
正
取
引

七
七
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
〇
頁
以
下
、
一
五
頁
の
図
一
と
図
二
を
比
較
参
照
）。

（
43
） 

小
田
切
・
前
掲
注（
１
）二
三
二
頁
、
白
石
・
前
掲
注（
42
）一
五
─
一
六
頁
な
ど
。

（
一
一
一
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
四

（
44
） 

小
田
切
・
前
掲
注（
１
）二
三
三
頁
。

（
45
） 

詳
細
は
、
土
田
和
博
「
不
当
な
取
引
制
限
の
基
本
的
論
点
と
現
代
的
論
点
」
公
正
取
引
八
一
〇
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
四
頁
以
下
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
提
供
者
と
の
間
に
、
契
約
の
開
始
時
、
中
途
、
お
よ
び
終
了
時
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
法
律
関
係
が
生
じ
て
い
る
の
か
が
重
要
で
あ
る
。

（
46
） 

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
概
念
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
、
経
済
主
体
の
複
雑
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
依
存
関
係
を
有
す
る
も
の
と
し
て
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
デ
ー
タ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念
を
紹
介
し
て
い
る
。D

ata-D
riven Innovation: B

ig D
ata for G

row
th and W

ello-B
eing, 

O
E

C
D

 

（2015

）.
ま
た
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
概
念
に
つ
き
、M

artin F
ransm

an, T
he N

ew
 IC

T
 E

cosystem
: Im

plication for 

P
olicy and R

egulation, C
am

bridge U
niv. P

ress, 2010, p.9.

（
47
） 

土
田
和
博
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
独
占
禁
止
法
・
総
論
」
法
時
九
一
巻
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
五
四
頁
以
下
、
五
五
─
五
六
頁
。

（
48
） 

林
秀
弥
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
二
面
市
場
」
法
時
九
一
巻
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
五
九
頁
以
下
、
六
二
頁
。

（
49
） 

こ
の
た
め
、
デ
ー
タ
は
新
し
い
貨
幣
で
あ
り
、
石
油
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
武
田
・
前
掲
注（
３
）二
三
頁
。

（
50
） 

例
え
ば
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（F

acebook
）
な
ど
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
得
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
者
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告

を
提
供
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
無
料
で
提
供
さ
れ
、
宣
伝
広
告
や
追
加
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
収
益
を
得
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
広
告
を
提
供
し
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
あ
る
。
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
（W

hatsA
pp

）
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告
で
利
用
し
得
る
個
人
デ
ー
タ
を
収
集
し
な

い
し
、
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告
を
提
供
す
る
こ
と
も
し
て
い
な
い
。
武
田
・
前
掲
注（
３
）二
〇
頁
、
二
二
頁
。

（
51
） 

詳
細
は
、
土
田
・
前
掲
注（
45
）五
六
頁
。

（
52
） 

小
田
切
・
前
掲
注（
１
）二
三
三
頁
。
併
せ
て
、
後
掲
注（
55
）お
よ
び（
55
）を
参
照
。

（
53
） 

武
田
・
前
掲
注（
３
）二
八
頁
。

（
54
） 

報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
日
付
け
の
主
要
新
聞
社
の
新
聞
朝
刊
を
参
照
。

（
55
） 

新
法
案
は
、
全
四
章
二
五
か
条
か
ら
成
る
。
新
法
案
の
趣
旨
・
概
要
お
よ
び
関
連
資
料
つ
き
、
経
済
産
業
省
の
Ｈ
Ｐ
参
照
。

（
56
） L

obel, su
pra note 23, at 87, 94 

（2016

）.

（
一
一
二
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
四

（
44
） 

小
田
切
・
前
掲
注（
１
）二
三
三
頁
。

（
45
） 

詳
細
は
、
土
田
和
博
「
不
当
な
取
引
制
限
の
基
本
的
論
点
と
現
代
的
論
点
」
公
正
取
引
八
一
〇
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
四
頁
以
下
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
提
供
者
と
の
間
に
、
契
約
の
開
始
時
、
中
途
、
お
よ
び
終
了
時
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
法
律
関
係
が
生
じ
て
い
る
の
か
が
重
要
で
あ
る
。

（
46
） 

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
概
念
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
、
経
済
主
体
の
複
雑
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
依
存
関
係
を
有
す
る
も
の
と
し
て
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
デ
ー
タ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念
を
紹
介
し
て
い
る
。D

ata-D
riven Innovation: B

ig D
ata for G

row
th and W

ello-B
eing, 

O
E

C
D

 

（2015

）.

ま
た
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
概
念
に
つ
き
、M

artin F
ransm

an, T
he N

ew
 IC

T
 E

cosystem
: Im

plication for 

P
olicy and R

egulation, C
am

bridge U
niv. P

ress, 2010, p.9.

（
47
） 

土
田
和
博
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
独
占
禁
止
法
・
総
論
」
法
時
九
一
巻
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
五
四
頁
以
下
、
五
五
─
五
六
頁
。

（
48
） 

林
秀
弥
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
二
面
市
場
」
法
時
九
一
巻
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
五
九
頁
以
下
、
六
二
頁
。

（
49
） 

こ
の
た
め
、
デ
ー
タ
は
新
し
い
貨
幣
で
あ
り
、
石
油
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
武
田
・
前
掲
注（
３
）二
三
頁
。

（
50
） 

例
え
ば
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（F

acebook

）
な
ど
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
得
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
者
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告

を
提
供
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
無
料
で
提
供
さ
れ
、
宣
伝
広
告
や
追
加
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
収
益
を
得
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
広
告
を
提
供
し
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
あ
る
。
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
（W

hatsA
pp

）
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告
で
利
用
し
得
る
個
人
デ
ー
タ
を
収
集
し
な

い
し
、
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告
を
提
供
す
る
こ
と
も
し
て
い
な
い
。
武
田
・
前
掲
注（
３
）二
〇
頁
、
二
二
頁
。

（
51
） 

詳
細
は
、
土
田
・
前
掲
注（
45
）五
六
頁
。

（
52
） 

小
田
切
・
前
掲
注（
１
）二
三
三
頁
。
併
せ
て
、
後
掲
注（
55
）お
よ
び（
55
）を
参
照
。

（
53
） 

武
田
・
前
掲
注（
３
）二
八
頁
。

（
54
） 

報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
日
付
け
の
主
要
新
聞
社
の
新
聞
朝
刊
を
参
照
。

（
55
） 

新
法
案
は
、
全
四
章
二
五
か
条
か
ら
成
る
。
新
法
案
の
趣
旨
・
概
要
お
よ
び
関
連
資
料
つ
き
、
経
済
産
業
省
の
Ｈ
Ｐ
参
照
。

（
56
） L

obel, su
pra note 23, at 87, 94 

（2016

）.

（
一
一
二
〇
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
〇
五

（
57
） M

eaghan M
urphy, C

ities as th
e O

rigin
al S

h
arin

g P
latform

: R
egu

lation
 of th

e N
ew

 S
h

arin
g E

con
om

y, 12 J. B
us. &

 

T
ech. L

., 127, 137 

（2015

）.
（
58
） 
詳
し
く
は
、
ア
ル
ン
・
ス
ン
ド
ラ
ラ
ジ
ャ
ン
／
門
脇
弘
典
・
訳
『
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
六
年
）
四
四
頁
以

下
、
五
一
─
五
二
頁
、
一
八
二
頁
以
下
。

（
59
） 

エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
の
設
立
の
経
緯
に
つ
き
、
リ
ー
・
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
／
関
美
和
・
訳
『A

irbnb S
tory

』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
七
年
）

六
頁
以
下
な
ど
。

（
60
） 

立
入
勝
義
『
ウ
ー
バ
ー
革
命
の
真
実
』（
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
、
二
〇
一
八
年
）
二
九
頁
以
下
な
ど
。

（
61
） 

創
業
期
の
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
や
ウ
ー
バ
ー
の
試
練
と
そ
の
後
の
興
隆
に
つ
き
、
ブ
ラ
ッ
ド
・
ス
ト
ー
ン
／
井
口
耕
二
・
訳
『U

ber

と

A
irbnb

は
ケ
タ
違
い
の
成
功
を
こ
う
手
に
入
れ
た
』（
日
経
Ｐ
Ｂ
、
二
〇
一
八
年
）
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
一
─
一
七
頁
）、
二
四
頁
以
下
、
宮

崎
康
二
『
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
：U
ber, A

irbnb

が
変
え
た
世
界
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
三
頁
以
下
［A

irbnb

］、

一
〇
九
頁
以
下
［U

ber

］。

（
62
） Inara S

cott and E
lizabethe B

row
n, R

ed
efi

n
in

g an
d

 R
egu

latin
g th

e N
ew

 S
h

arin
g E

con
om

y, 19 U
. P

a. J. B
us. L

. 553, 

554, 566 

（2017

）; M
urphy, su

pra note 

（57
）, at 137. 

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
個
人
の
資
産
を
所
有
か
ら
切
り
離
し
利
用
に
重
点
を

置
も
の
で
、
所
有
権
経
済
（ow

nership econom
y

）
か
ら
ア
ク
セ
ス
経
済
（access econom

y

）
へ
の
道
を
明
確
に
す
る
も
の
と
も
い
え
る
。

（
63
） S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 554, 566; F

rancesco D
ucci, C

om
petition

 L
aw

 an
d

 P
olicy Issu

es in
 th

e S
h

arin
g 

E
con

om
y, in: L

aw
 and the “S

haring E
conom

y ” R
egulating O

nline M
arket P

latform
s, edited by D

erek M
ckee, et al., U

niv. of 

O
ttaw

a P
ress 2018, 295, 300 et seq.

（
64
） 

総
務
省
編
・
前
掲
注（
６
）二
三
頁
。
英
語
論
文
と
し
て
、S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 553 ; M

urphy, su
pra note 57, at 127

な
ど
。

（
65
） 

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関
す
る
邦
語
文
献
は
多
数
あ
る
が
、
差
し
当
た
り
、
市
川
拓
也
「
概
説 

日
本
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
現
在
」
生
活
協
同
組
合
研
究
五
二
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
五
頁
以
下
、
同
「
拡
大
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
─
現
状
と
課
題
─
」

（
一
一
二
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
六

国
民
生
活
ウ
ェ
ブ
版
六
六
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
頁
以
下
、
高
田
裕
介
「
わ
が
国
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
政
策
の
狙
い
と
今
後
：『
個
』
を

基
軸
と
し
た
経
済
圏
の
創
出
」
金
融
財
政
事
情
七
〇
巻
三
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
三
〇
頁
以
下
、
佐
別
当
隆
志
「
日
本
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
現
状
」
自
動
車
技
術
七
三
巻
一
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
六
頁
以
下
、
萩
原
功
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
何
か
？
～
製
造
・
流

通
・
物
流
を
ど
う
変
え
る
の
か
？
～
」
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
三
〇
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
一
六
頁
以
下
な
ど
。

（
66
） 

市
川
拓
也
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
期
待
と
課
題
～
日
本
経
済
の
健
全
な
成
長
に
向
け
て
～
」
大
和
総
研
調
査
季
報
二
四
号

（
二
〇
一
六
年
）
三
八
頁
以
下
、
此
本
臣
吾
「〈
基
調
講
演
〉
デ
ジ
タ
ル
で
変
え
る
日
本
の
未
来
：
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
衝
撃
」

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
未
来
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
七
・
知
的
資
産
創
造
（
二
〇
一
八
年
新
春
号
）
四
頁
以
下
、
岡
田
悟
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
め

ぐ
る
論
点
」
調
査
と
情
報
九
八
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
頁
、
四
頁
以
下
な
ど
。
総
務
省
・
前
掲
注（
６
）二
三
─
二
八
頁
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
代
表
的
サ
ー
ビ
ス
を
五
つ
の
分
野
（
モ
ノ
・
空
間
・
ス
キ
ル
・
移
動
・
お
金
）
に
区
分
し
、
わ
が
国
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
市

場
状
況
を
分
析
し
た
う
え
で
、
消
費
者
の
認
知
度
や
利
用
意
向
を
国
際
的
に
比
較
し
た
統
計
資
料
を
公
表
し
て
い
る
。

（
67
） M

urphy, su
pra note 57, at 129; S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 559.

（
68
） Jam

ila Jefferson-Jones, A
irbn

b an
d

 th
e H

ou
sin

g S
egm

en
t of th

e M
od

ern
 ‘S

h
arin

g E
con

om
y’:A

re S
h

ort-T
erm

 R
en

tal 

R
estriction

s an
 U

n
con

stitu
tion

al T
akin

g?, 42 H
astings C

onst. L
.Q

. 557 

（2015

）.

（
69
） M

urphy, su
pra note 57, at 128. 

詳
し
く
は
、M

olly C
ohen and A

run S
undararajan, S

elf-R
egu

lation
 an

d
 In

n
ovation

 in
 th

e 

P
eer-to-P

eer S
h

arin
g E

con
om

y, 82 U
. C

hi. L
. R

es. D
ialogue 116, 124-25 

（2015

）; S
ofia R

anchordas, D
oes S

h
arin

g M
ean

 

C
arin

g: R
egu

latin
g In

n
ovation

 in
 th

e S
h

arin
g E

con
om

y, 16 M
inn. J. S

ci. &
 T

ech. 413, 456 

（2015

）; T
om

 S
lee, W

hat ’s yours 

is m
ine : against the sharing econom

y, S
cribe, 2017, p. 23

な
ど
。
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ボ
ッ
ツ
マ
ン
／
関
美
和
訳
『
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
：
世
界
最
先

端
の
企
業
は
い
か
に
〈
信
頼
〉
を
攻
略
し
た
か
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
九
頁
以
下
に
も
簡
単
な
概
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
70
） 

長
田
英
知
『
い
ま
こ
そ
知
り
た
い
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
』（
デ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
、
二
〇
一
九
年
）
二
四
頁
。

（
71
） 

長
田
・
前
掲
注（
70
）二
七
頁
。

（
72
） 

長
田
・
前
掲
注（
70
）三
一
頁
。

（
一
一
二
二
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
六

国
民
生
活
ウ
ェ
ブ
版
六
六
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
頁
以
下
、
高
田
裕
介
「
わ
が
国
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
政
策
の
狙
い
と
今
後
：『
個
』
を

基
軸
と
し
た
経
済
圏
の
創
出
」
金
融
財
政
事
情
七
〇
巻
三
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
三
〇
頁
以
下
、
佐
別
当
隆
志
「
日
本
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
現
状
」
自
動
車
技
術
七
三
巻
一
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
六
頁
以
下
、
萩
原
功
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
何
か
？
～
製
造
・
流

通
・
物
流
を
ど
う
変
え
る
の
か
？
～
」
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
三
〇
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
一
六
頁
以
下
な
ど
。

（
66
） 

市
川
拓
也
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
期
待
と
課
題
～
日
本
経
済
の
健
全
な
成
長
に
向
け
て
～
」
大
和
総
研
調
査
季
報
二
四
号

（
二
〇
一
六
年
）
三
八
頁
以
下
、
此
本
臣
吾
「〈
基
調
講
演
〉
デ
ジ
タ
ル
で
変
え
る
日
本
の
未
来
：
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
衝
撃
」

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
未
来
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
七
・
知
的
資
産
創
造
（
二
〇
一
八
年
新
春
号
）
四
頁
以
下
、
岡
田
悟
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
め

ぐ
る
論
点
」
調
査
と
情
報
九
八
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
頁
、
四
頁
以
下
な
ど
。
総
務
省
・
前
掲
注（
６
）二
三
─
二
八
頁
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
代
表
的
サ
ー
ビ
ス
を
五
つ
の
分
野
（
モ
ノ
・
空
間
・
ス
キ
ル
・
移
動
・
お
金
）
に
区
分
し
、
わ
が
国
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
市

場
状
況
を
分
析
し
た
う
え
で
、
消
費
者
の
認
知
度
や
利
用
意
向
を
国
際
的
に
比
較
し
た
統
計
資
料
を
公
表
し
て
い
る
。

（
67
） M

urphy, su
pra note 57, at 129; S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 559.

（
68
） Jam

ila Jefferson-Jones, A
irbn

b an
d

 th
e H

ou
sin

g S
egm

en
t of th

e M
od

ern
 ‘S

h
arin

g E
con

om
y’:A

re S
h

ort-T
erm

 R
en

tal 

R
estriction

s an
 U

n
con

stitu
tion

al T
akin

g?, 42 H
astings C

onst. L
.Q

. 557 

（2015

）.

（
69
） M

urphy, su
pra note 57, at 128. 

詳
し
く
は
、M

olly C
ohen and A

run S
undararajan, S

elf-R
egu

lation
 an

d
 In

n
ovation

 in
 th

e 

P
eer-to-P

eer S
h

arin
g E

con
om

y, 82 U
. C

hi. L
. R

es. D
ialogue 116, 124-25 

（2015

）; S
ofia R

anchordas, D
oes S

h
arin

g M
ean

 

C
arin

g: R
egu

latin
g In

n
ovation

 in
 th

e S
h

arin
g E

con
om

y, 16 M
inn. J. S

ci. &
 T

ech. 413, 456 

（2015

）; T
om

 S
lee, W

hat ’s yours 

is m
ine : against the sharing econom

y, S
cribe, 2017, p. 23

な
ど
。
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ボ
ッ
ツ
マ
ン
／
関
美
和
訳
『
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
：
世
界
最
先

端
の
企
業
は
い
か
に
〈
信
頼
〉
を
攻
略
し
た
か
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
九
頁
以
下
に
も
簡
単
な
概
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
70
） 

長
田
英
知
『
い
ま
こ
そ
知
り
た
い
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
』（
デ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
、
二
〇
一
九
年
）
二
四
頁
。

（
71
） 

長
田
・
前
掲
注（
70
）二
七
頁
。

（
72
） 

長
田
・
前
掲
注（
70
）三
一
頁
。

（
一
一
二
二
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
〇
七

（
73
） 

長
田
・
前
掲
注（
70
）四
六
─
四
八
頁
。

（
74
） 

長
田
・
前
掲
注（
70
）四
八
頁
は
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
従
来
型
の
シ
ェ
ア
に
対
し
て
「
社
会
的
共
用
と

し
て
の
シ
ェ
ア
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

（
75
） 
本
書
の
翻
訳
と
し
て
、
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ボ
ッ
ツ
マ
ン
、
ル
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
／
小
林
弘
人
（
監
修
）、
関
美
和
（
訳
）『
シ
ェ
ア
：〈
共
有
〉
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
新
戦
略
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
ボ
ッ
ツ
マ
ン
、
レ
イ
チ
ェ
ル
／
小
林
（
監
修
）、

関
（
訳
）
と
し
て
引
用
す
る
。

（
76
） S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 558.

　
コ
ラ
ボ
消
費
と
い
う
言
葉
は
、
フ
ェ
ル
ソ
ン
と
ス
ペ
イ
ス
が
一
九
七
八
年
に
発
表
し
た
論
文

（M
. F

elson and J. L
. S

paeth, C
om

m
u

n
ity S

tru
ctu

re an
d

 C
ollaborative C

on
su

m
ption

: A
 R

ou
tin

e A
ctivities A

pproach, 21 

A
m

erican behavioral S
cientist 614 

（1978

））
に
お
い
て
最
初
に
用
い
、
ボ
ッ
ツ
マ
ン
と
ロ
ジ
ャ
ー
ス
が
二
〇
一
〇
年
の
著
書
で
現
代
的
意
味

に
お
け
る
最
も
有
用
な
定
義
を
与
え
た
と
も
い
わ
れ
る
。C

ait L
am

berton, C
ollaborative C

on
su

m
ption

, from
 T

h
eoretical R

oots to 

n
ew

 O
pportu

n
ities, in: T

he C
am

bridge H
andbook of C

onsum
er P

sychology, edited by M
ichael I. N

orton, et al., C
am

bridge 

U
niv. P

ress, 2018, pp. 694-695.

（
77
） S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 558, 558 et seq.

（
78
） 

現
代
社
会
に
お
け
る
変
容
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 567, 590; T

alia L
oucks, T

ravelers 

B
ew

are: T
ort liability in

 th
e S

h
arin

g E
con

om
y, 10 W

ash. J. L
. T

ech. and A
rts 329, 330 

（2015

）; C
atherine L

ee R
assm

an, 

R
egu

latin
g R

id
esh

are w
ith

ou
t S

tifl
in

g In
n

ovation
: E

xam
in

in
g th

e D
rivers, th

e In
su

ran
ce G

ap, an
d

 W
h

y P
en

n
sylvan

ia 

S
h

ou
ld

 G
et on

 B
oard, 15 P

itt. J. T
ech. L

. &
 P

ol ’y 81, 97-99 

（2014

）; H
annah A

. P
osen, R

id
esh

arin
g in

 th
e S

h
arin

g 

E
con

om
y: S

h
ou

ld
 R

egu
lators Im

pose U
ber R

egu
lation

s on
 U

ber, 101 Iow
a L

. R
ev. 405, 407 

（2015

）
な
ど
。

（
79
） 

ボ
ッ
ツ
マ
ン
、
レ
イ
チ
ェ
ル
／
小
林
（
監
修
）、
関
（
訳
）・
前
掲
注（
75
）一
三
頁
。

（
80
） 

ボ
ッ
ツ
マ
ン
、
レ
イ
チ
ェ
ル
／
小
林
（
監
修
）、
関
（
訳
）・
前
掲
注（
75
）一
四
頁
。

（
81
） 

ボ
ッ
ツ
マ
ン
、
レ
イ
チ
ェ
ル
／
小
林
（
監
修
）、
関
（
訳
）・
前
掲
注（
75
）一
四
頁
以
下
。

（
一
一
二
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
八

（
82
） 

ボ
ッ
ツ
マ
ン
、
レ
イ
チ
ェ
ル
／
小
林
（
監
修
）、
関
（
訳
）・
前
掲
注（
75
）八
九
─
一
〇
一
頁
。

（
83
） S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 559.

（
84
） R

anchardas, su
pra note 69, at 416; Y

ochai B
enkler, S

h
arin

g N
icely: O

n
 S

h
areable G

ood
s an

d
 th

e E
m

ergen
ce of 

S
h

arin
g A

s A
 M

od
ality of E

con
om

ic P
rod

u
ction, 114 Y

ale L
. J. 273, 276 

（2004

）; M
olly C

ohen and C
orey Z

ehngebot, W
h

at’s 

O
ld

 B
ecom

es N
ew

: R
egu

latin
g th

e S
h

arin
g E

con
om

y, 58 B
oston B

. J. 6 

（2014

）; C
hris J. M

artin, P
aul U

phan and L
eslie 

B
udd, C

om
m

ercial O
rien

tation
 in

 G
rassroots S

ocial In
n

ovation
: In

sigh
ts from

 th
e S

h
arein

g E
con

om
y, 118 E

cological E
con. 

240, 240 

（2015

）; B
ronw

en M
organ and D

echan K
uch, R

ad
ical T

ran
saction

alism
: L

egal C
on

sciou
sn

ess, D
iverse E

con
om

ies, 

an
d

 th
e S

h
arein

g E
con

om
y, 42 J. L

. S
oc ’y 556, 557 

（2015

）
な
ど
。

（
85
） R

ossm
an, su

pra note 78, at 97-99.

（
86
） B

ryant C
annon and H

anna C
hung, A

 F
ram

ew
ork for D

esign
in

g C
o-R

egu
lation

 M
od

els W
ell-A

d
apted

 to T
ech

n
ology-

F
acilitated

 S
h

arin
g E

con
om

ies, 31 S
anta C

lara H
igh tech. L

. J. 23, 25 

（2015

）.

（
87
） L

ouks, su
pra n

ote 78, at 330; P
osen, su

pra note 78, at 407

な
ど
。

（
88
） Janelle O

rsi, P
racticing L

aw
 in the S

hearing E
conom

y: H
elping P

eople B
uild C

ooperative S
ocial E

nterprise, and L
ocal 

S
ustainable E

conom
ies, A

m
erican B

ar A
ssociation 2014, p.2.

（
89
） C

ristiano C
odagnone and B

ertin M
artens, S

copin
g th

e S
h

arin
g E

con
om

y: O
rigin

s, D
efi

n
ition

s, Im
pact an

d
 R

egu
latory 

Issu
es, E

uropean C
om

m
ission Institute for P

rospective T
echnological S

tudies: D
igital E

conom
y W

orking paper N
o. 2016/01, 

pp.6-7. available at: http://ssrn.com
/abstract=2783662

は
、
各
論
者
の
説
く
定
義
を
挙
げ
て
、
分
析
を
加
え
て
い
る
。

（
90
） S

cott and B
row

n, su
pra n

ote 62, at 561.

（
91
） O

rsi, su
pra note 88, at 4.

（
92
） 

ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
リ
フ
キ
ン
／
柴
田
裕
之
・
訳
『
限
界
費
用
ゼ
ロ
社
会
：〈
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉
と
共
有
型
経
済
の
台
頭
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、

二
〇
一
五
年
）
一
五
頁
以
下
、
三
三
頁
、
一
一
二
頁
。

（
一
一
二
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
〇
八

（
82
） 

ボ
ッ
ツ
マ
ン
、
レ
イ
チ
ェ
ル
／
小
林
（
監
修
）、
関
（
訳
）・
前
掲
注（
75
）八
九
─
一
〇
一
頁
。

（
83
） S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 559.

（
84
） R

anchardas, su
pra note 69, at 416; Y

ochai B
enkler, S

h
arin

g N
icely: O

n
 S

h
areable G

ood
s an

d
 th

e E
m

ergen
ce of 

S
h

arin
g A

s A
 M

od
ality of E

con
om

ic P
rod

u
ction, 114 Y

ale L
. J. 273, 276 

（2004

）; M
olly C

ohen and C
orey Z

ehngebot, W
h

at’s 

O
ld

 B
ecom

es N
ew

: R
egu

latin
g th

e S
h

arin
g E

con
om

y, 58 B
oston B

. J. 6 

（2014

）; C
hris J. M

artin, P
aul U

phan and L
eslie 

B
udd, C

om
m

ercial O
rien

tation
 in

 G
rassroots S

ocial In
n

ovation
: In

sigh
ts from

 th
e S

h
arein

g E
con

om
y, 118 E

cological E
con. 

240, 240 

（2015

）; B
ronw

en M
organ and D

echan K
uch, R

ad
ical T

ran
saction

alism
: L

egal C
on

sciou
sn

ess, D
iverse E

con
om

ies, 

an
d

 th
e S

h
arein

g E
con

om
y, 42 J. L

. S
oc ’y 556, 557 

（2015

）
な
ど
。

（
85
） R

ossm
an, su

pra note 78, at 97-99.

（
86
） B

ryant C
annon and H

anna C
hung, A

 F
ram

ew
ork for D

esign
in

g C
o-R

egu
lation

 M
od

els W
ell-A

d
apted

 to T
ech

n
ology-

F
acilitated

 S
h

arin
g E

con
om

ies, 31 S
anta C

lara H
igh tech. L

. J. 23, 25 

（2015

）.

（
87
） L

ouks, su
pra n

ote 78, at 330; P
osen, su

pra note 78, at 407

な
ど
。

（
88
） Janelle O

rsi, P
racticing L

aw
 in the S

hearing E
conom

y: H
elping P

eople B
uild C

ooperative S
ocial E

nterprise, and L
ocal 

S
ustainable E

conom
ies, A

m
erican B

ar A
ssociation 2014, p.2.

（
89
） C

ristiano C
odagnone and B

ertin M
artens, S

copin
g th

e S
h

arin
g E

con
om

y: O
rigin

s, D
efi

n
ition

s, Im
pact an

d
 R

egu
latory 

Issu
es, E

uropean C
om

m
ission Institute for P

rospective T
echnological S

tudies: D
igital E

conom
y W

orking paper N
o. 2016/01, 

pp.6-7. available at: http://ssrn.com
/abstract=2783662

は
、
各
論
者
の
説
く
定
義
を
挙
げ
て
、
分
析
を
加
え
て
い
る
。

（
90
） S

cott and B
row

n, su
pra n

ote 62, at 561.

（
91
） O

rsi, su
pra note 88, at 4.

（
92
） 

ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
リ
フ
キ
ン
／
柴
田
裕
之
・
訳
『
限
界
費
用
ゼ
ロ
社
会
：〈
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉
と
共
有
型
経
済
の
台
頭
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、

二
〇
一
五
年
）
一
五
頁
以
下
、
三
三
頁
、
一
一
二
頁
。

（
一
一
二
四
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
〇
九

（
93
） 

野
口
功
一
ほ
か
「
拡
大
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」Journal of F

inancial P
lanning 21 

（228

） （
二
〇
一
九
年
）
六
頁
、〈
特
集
〉

「
ニ
ー
ズ
を
つ
な
ぐ
：
広
が
る
『
シ
ェ
ア
』
経
済
」N

IK
K

E
I E

C
O

L
O

G
Y

 2016.5

、
三
六
頁
以
下
、
三
七
頁
、〈
特
集
〉「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
破
壊
力
：
総
論
」
経
済
界
一
〇
五
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
八
頁
以
下
、
二
〇
─
二
一
頁
な
ど
。

（
94
） 
ボ
ッ
ツ
マ
ン
・
前
掲
注（
69
）二
三
頁
は
、
今
起
き
て
い
る
信
頼
は
単
な
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
革
命
の
一
部
で
も
な
け
れ
ば
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
出
現
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
よ
り
根
本
的
な
根
底
か
ら
の
変
革
で
あ
り
、
社
会
と
文
化
の
革
命
と
い
え
る
も
の
で
、
こ
の
革
命
は
世
界
を
変

え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
併
せ
て
、
上
田
祐
司
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
２
０
１
９
」
戦
略
経
営
者
三
九
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
四
頁

以
下
、
四
五
頁
参
照
。
エ
ア
ビ
ー
エ
ヌ
ビ
ー
を
例
に
と
る
と
、
エ
ア
ビ
ー
エ
ヌ
ビ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｄ
認
証
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
、
二
四
時
間
対
応
の
カ

ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
、
予
約
リ
ク
エ
ス
ト
、
相
互
レ
ビ
ュ
ー
、
ホ
ス
ト
保
険
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
ホ
ス
ト
／
ゲ
ス
ト
が
抱
え
る

「
自
分
の
家
を
貸
す
／
自
分
の
家
に
泊
ま
る
」
と
い
う
抵
抗
感
を
和
ら
げ
、
見
知
ら
ぬ
個
人
間
の
取
引
を
安
全
な
モ
ノ
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
長
田
・
前
掲
注（
70
）七
〇
─
七
三
頁
。

未
知
の
も
の
へ
の
信
頼
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
経
済
発
展
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
、
歴
史
が
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
、
中
世
の
地
中
海
沿
岸
で
遠
隔
貿
易
を
担
っ
た
マ
グ
リ
ブ
貿
易
商
が
築
き
上
げ
た
信
頼
の
話
は
有
名
で
あ
る
。
マ
グ
リ
ブ
の
商
人
は
、
正
式
な
貿

易
上
の
規
制
や
法
的
な
契
約
も
存
在
し
な
か
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
る
代
理
人
が
自
分
た
ち
の
見
張
り
な
し
に
、
荷
降
ろ
し

や
現
地
で
の
市
場
販
売
を
行
わ
せ
る
た
め
に
、
連
合
体
を
結
成
し
、
集
団
的
制
裁
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
評
判
に
基
づ
く
信
頼
の
シ
ス
テ
ム
を
作

り
上
げ
た
。
商
人
を
欺
い
た
代
理
人
に
対
し
て
は
、
貿
易
商
の
グ
ル
ー
プ
す
べ
て
が
取
引
を
停
止
し
、
雇
わ
な
い
と
い
う
約
束
（coalition

：
結
託

と
も
呼
ば
れ
る
）
を
交
わ
し
た
。
商
品
も
代
理
人
の
ど
ち
ら
の
側
も
、
取
引
の
継
続
の
た
め
に
は
正
直
さ
が
得
に
な
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
、
近
代
的
な
遠
隔
貿
易
の
時
代
の
幕
上
げ
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
会
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
「
ジ
ェ
ノ
バ
の
商
人
」
も
ま
た
同

様
に
遠
隔
貿
易
に
関
与
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
マ
グ
リ
ブ
の
商
人
よ
り
も
個
人
主
義
的
な
価
値
観
を
有
し
て
お
り
、
商
取
引
の
実
行
は
出
自
や

血
縁
と
い
っ
た
縁
故
主
義
に
よ
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
個
々
人
の
正
直
さ
や
経
済
能
力
と
い
っ
た
信
用
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
裁
判
所

な
ど
の
第
三
者
機
関
に
よ
る
裁
定
を
受
け
入
れ
、
商
人
法
と
い
う
法
シ
ス
テ
ム
（
商
慣
習
）
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
彼
ら
が
採
用

し
た
商
取
引
方
法
は
、「
マ
グ
リ
ブ
の
商
人
」
た
ち
が
採
用
し
た
閉
鎖
的
な
方
法
に
比
べ
て
、
裁
判
所
な
ど
の
社
会
制
度
の
整
備
を
事
前
に
必
要
と

（
一
一
二
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
〇

し
た
た
め
、
よ
り
高
い
コ
ス
ト
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ェ
ノ
バ
の
商
人
た
ち
が
採
用
し
た
法
シ
ス
テ
ム
の
方
が
市
場
を
よ
り
オ
ー
プ
ン
と

さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
経
済
規
模
と
経
済
域
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
マ
グ
レ
ブ
の
商
人
と
の
競
争
で
は
ジ
ェ
ノ
バ
の
商
人
が
優
位
に
立
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
ア
ブ
ナ
ー
・
グ
ラ
イ
フ
／
岡
崎
哲
二
・
神
取
道
宏
監
訳
『
比
較
歴
史
制
度
分
析
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
五
一

頁
以
下
［
第
３
章

　
自
律
的
秩
序
に
よ
る
契
約
履
行
制
度
：
マ
グ
リ
ブ
商
人
の
結
託
］、
一
八
八
頁
以
下
［
第
８
章

　
国
家
の
建
設
：
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

の
興
亡
］、
二
三
一
頁
以
下
［
第
９
章

　
制
度
の
軌
跡
と
そ
の
起
源
：
文
化
に
根
ざ
し
た
予
想
と
社
会
組
織
］。
グ
ラ
イ
フ
の
説
く
歴
史
観
を
批
判
的

に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
マ
グ
リ
ブ
貿
易
団
が
定
め
た
制
裁
主
義
の
意
義
を
検
討
す
る
最
近
の
論
文
に
、L

isa B
ernstein, C

on
tract G

overn
an

ce 

in
 S

m
all-W

orld
 N

etw
orks: T

h
e C

ase of T
h

e M
agh

ribi T
rad

ers, 113 N
w

. U
. L

. R
ev. 1009 

（2019

） 1009

が
あ
る
）。

（
95
） 

上
田
・
前
掲
注（
94
）四
七
頁
以
下
。

（
96
） 

〈
特
集
〉「
世
界
の
常
識 
日
本
を
急
襲
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」N

IK
K

E
I B

U
S

IN
E

S
S

 

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
一
日
号
二
八
頁
以
下
は
、

日
本
に
も
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
経
済
活
動
が
押
し
寄
せ
て
い
る
と
し
、
い
ち
早
く
そ
の
最
前
線
を
報
道
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
こ
の
種
の
報
道
は
、〈
特
集
〉「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
〝
素
人
革
命
〟
の
衝
撃
」
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
二
〇
一
六
年
一
月
九
日
号

九
二
頁
以
下
、「
も
う
か
る
シ
ェ
ア
経
済
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
二
〇
一
七
年
八
月
八
日
号
一
八
頁
以
下
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
97
） 

住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
の
制
定
経
緯
に
つ
き
、
谷
口
和
寛
「
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
平
成
29
年
法
律
第
65
号
）
の
解
説
」

Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
一
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
二
〇
頁
以
下
、
山
本
龍
太
郎
＝
木
田
晃
一
「
初
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
立
法
『
民
泊
新
法
』
の
ポ
イ

ン
ト
と
留
意
点
」
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
一
七
巻
九
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
九
頁
以
下
、
柴
野
相
雄
ほ
か
「
住
宅
宿
泊
事
業
法
施
行
要
綱
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
の
概
要
に
つ
い
て
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
一
八
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
九
頁
以
下
、
高
田
泰
「
新
法
施
行
か
ら
一
年
余
り
、
日
本
の
民
泊
は
ど
こ
へ
行

く
」
生
活
協
同
組
合
研
究
五
二
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
九
頁
以
下
な
ど
。
一
般
個
人
が
自
宅
の
空
き
部
屋
を
宿
泊
場
所
と
し
て
提
供
す
る
行
為

（
い
わ
ゆ
る
民
泊
）
は
、
宿
泊
料
を
徴
収
す
る
と
営
業
行
為
と
見
な
さ
れ
、
旅
館
業
法
の
規
制
対
象
で
あ
っ
た
。
旅
館
業
法
に
は
民
泊
に
関
す
る
規

定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
民
泊
を
旅
館
業
法
が
定
め
る
簡
易
宿
泊
所
に
位
置
づ
け
、
営
業
許
可
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
民
泊
の
利

用
者
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
旅
館
業
法
の
許
可
が
な
い
ま
ま
宿
泊
業
を
営
む
無
許
可
営
業
が
増
加
し
、
こ
れ
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
民
泊
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
規
制
緩
和
と
し
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
一
三
条
の
旅
館
業
法
の
特

（
一
一
二
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
〇

し
た
た
め
、
よ
り
高
い
コ
ス
ト
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ェ
ノ
バ
の
商
人
た
ち
が
採
用
し
た
法
シ
ス
テ
ム
の
方
が
市
場
を
よ
り
オ
ー
プ
ン
と

さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
経
済
規
模
と
経
済
域
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
マ
グ
レ
ブ
の
商
人
と
の
競
争
で
は
ジ
ェ
ノ
バ
の
商
人
が
優
位
に
立
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
ア
ブ
ナ
ー
・
グ
ラ
イ
フ
／
岡
崎
哲
二
・
神
取
道
宏
監
訳
『
比
較
歴
史
制
度
分
析
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
五
一

頁
以
下
［
第
３
章

　
自
律
的
秩
序
に
よ
る
契
約
履
行
制
度
：
マ
グ
リ
ブ
商
人
の
結
託
］、
一
八
八
頁
以
下
［
第
８
章

　
国
家
の
建
設
：
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

の
興
亡
］、
二
三
一
頁
以
下
［
第
９
章

　
制
度
の
軌
跡
と
そ
の
起
源
：
文
化
に
根
ざ
し
た
予
想
と
社
会
組
織
］。
グ
ラ
イ
フ
の
説
く
歴
史
観
を
批
判
的

に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
マ
グ
リ
ブ
貿
易
団
が
定
め
た
制
裁
主
義
の
意
義
を
検
討
す
る
最
近
の
論
文
に
、L

isa B
ernstein, C

on
tract G

overn
an

ce 

in
 S

m
all-W

orld
 N

etw
orks: T

h
e C

ase of T
h

e M
agh

ribi T
rad

ers, 113 N
w

. U
. L

. R
ev. 1009 

（2019

） 1009

が
あ
る
）。

（
95
） 

上
田
・
前
掲
注（
94
）四
七
頁
以
下
。

（
96
） 

〈
特
集
〉「
世
界
の
常
識 

日
本
を
急
襲
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」N

IK
K

E
I B

U
S

IN
E

S
S

 

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
一
日
号
二
八
頁
以
下
は
、

日
本
に
も
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
経
済
活
動
が
押
し
寄
せ
て
い
る
と
し
、
い
ち
早
く
そ
の
最
前
線
を
報
道
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
こ
の
種
の
報
道
は
、〈
特
集
〉「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
〝
素
人
革
命
〟
の
衝
撃
」
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
二
〇
一
六
年
一
月
九
日
号

九
二
頁
以
下
、「
も
う
か
る
シ
ェ
ア
経
済
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
二
〇
一
七
年
八
月
八
日
号
一
八
頁
以
下
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
97
） 

住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
の
制
定
経
緯
に
つ
き
、
谷
口
和
寛
「
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
平
成
29
年
法
律
第
65
号
）
の
解
説
」

Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
一
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
二
〇
頁
以
下
、
山
本
龍
太
郎
＝
木
田
晃
一
「
初
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
立
法
『
民
泊
新
法
』
の
ポ
イ

ン
ト
と
留
意
点
」
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
一
七
巻
九
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
九
頁
以
下
、
柴
野
相
雄
ほ
か
「
住
宅
宿
泊
事
業
法
施
行
要
綱
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
の
概
要
に
つ
い
て
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
一
八
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
九
頁
以
下
、
高
田
泰
「
新
法
施
行
か
ら
一
年
余
り
、
日
本
の
民
泊
は
ど
こ
へ
行

く
」
生
活
協
同
組
合
研
究
五
二
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
九
頁
以
下
な
ど
。
一
般
個
人
が
自
宅
の
空
き
部
屋
を
宿
泊
場
所
と
し
て
提
供
す
る
行
為

（
い
わ
ゆ
る
民
泊
）
は
、
宿
泊
料
を
徴
収
す
る
と
営
業
行
為
と
見
な
さ
れ
、
旅
館
業
法
の
規
制
対
象
で
あ
っ
た
。
旅
館
業
法
に
は
民
泊
に
関
す
る
規

定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
民
泊
を
旅
館
業
法
が
定
め
る
簡
易
宿
泊
所
に
位
置
づ
け
、
営
業
許
可
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
民
泊
の
利

用
者
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
旅
館
業
法
の
許
可
が
な
い
ま
ま
宿
泊
業
を
営
む
無
許
可
営
業
が
増
加
し
、
こ
れ
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
民
泊
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
規
制
緩
和
と
し
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
一
三
条
の
旅
館
業
法
の
特

（
一
一
二
六
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
一
一

例
（
い
わ
ゆ
る
民
泊
特
区
）
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
特
区
に
あ
る
施
設
に
お
い
て
旅
館
業
を
営
む
者
が
都
道
府
県
知
事
等
の
特
定
認
定
を
受
け

た
場
合
、
旅
館
業
法
の
適
用
を
除
外
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
な
る
規
制
緩
和
と
し
て
、
二
〇
一
七
年
六
月
、
民
泊
の
ル
ー
ル
を
定

め
た
「
住
宅
宿
泊
事
業
法
」（
以
下
、
民
泊
新
法
と
い
う
）
が
制
定
さ
れ
た
。
民
泊
新
法
は
、
旅
館
業
法
の
許
可
が
な
く
て
も
、
年
間
一
八
〇
日
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
住
宅
（
台
所
・
浴
室
・
ト
イ
レ
・
洗
面
施
設
を
備
え
、
生
活
の
本
拠
と
し
て
使
用
し
て
い
る
家
屋
）
へ
の
宿
泊
を
可
能
と
す
る
。

民
泊
新
法
で
は
、
住
宅
宿
泊
事
業
・
管
理
業
・
仲
介
業
の
三
つ
の
事
業
と
事
業
者
の
要
件
（
住
宅
宿
泊
事
業
者
に
つ
き
都
道
府
県
知
事
へ
の
届
出

［
住
宅
宿
泊
事
業
法
三
条
一
項
］、
住
宅
宿
泊
管
理
業
者
に
つ
き
国
土
交
通
省
へ
の
登
録
［
同
法
二
二
条
一
項
］、
住
宅
宿
泊
仲
介
業
者
に
つ
き
観
光

庁
へ
の
登
録
［
同
法
四
六
条
一
項
］
な
ど
）
を
定
め
て
い
る
。
民
泊
新
法
施
行
後
の
課
題
に
つ
き
、
鎌
野
邦
樹
「
民
泊
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

─
住

宅
宿
泊
事
業
法
施
行
後
の
私
法
上
の
論
点
」
ジ
ュ
リ
一
五
二
六
号
（
二
〇
一
八
年
）
七
六
頁
以
下
、
高
坂
晶
子
「
民
泊
を
め
ぐ
る
国
・
自
治
体
の
動

き
と
今
後
の
課
題
」
都
市
問
題
一
一
〇
号
（
二
〇
一
九
年
）
四
頁
以
下
な
ど
。

（
98
） 

な
お
、
わ
が
国
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
決
し
て
普
及
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
実
態
が
あ
る
と
の
指
摘
に
つ
き
、
浜
屋
敏
「
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
普
及
に
必
要
な
利
用
者
起
点
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」N

etcom
 

三
〇
巻
（
二
〇
一
七
年
）
二
八
頁
以
下
、
三
四
頁
。

（
99
） 

わ
が
国
で
は
、
自
家
用
車
に
よ
る
有
償
の
旅
客
運
送
を
行
う
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
白
タ
ク
）
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
（
道
路
運
送
法

七
八
条
）、
相
乗
り
・
配
車
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
可
能
な
の
は
、
ガ
ソ
リ
ン
代
や
道
路
通
行
料
の
実
費
範
囲
内
で
同
乗
者
が
費
用
を
分
担
す
る
移
動

サ
ー
ビ
ス
に
限
ら
れ
る
。
白
タ
ク
の
よ
う
な
営
業
行
為
は
タ
ク
シ
ー
業
界
か
ら
の
反
発
も
強
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
野
間
敬
和
＝
菅
野
邑
一
斗
「
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
、
カ
ー
シ
ェ
ア
を
め
ぐ
る
最
近
の
議
論
─
安
全
性
の
確
保
を
中
心
と
し
て
」
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
一
七
巻
九
号
（
二
〇
一
七
年
）
六
五
頁
以

下
、
川
上
資
人
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
通
し
て
見
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
問
題
」
労
働
調
査
五
七
七
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
三
頁
以
下
な
ど
。

（
100
） 

野
口
ほ
か
・
前
掲
注（
93
）一
〇
─
一
九
頁
、
上
田
・
前
掲
注（
94
）二
五
頁
、
石
塚
俊
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
既
存
産
業
へ

の
影
響
」
商
工
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
〇
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
三
六
頁
以
下
、
三
八
─
三
九
頁
、
萩
原
・
前
掲
注（
65
）一
一
七
─
一
一
九
頁
、〈
特
集
〉

「
も
う
か
る
シ
ェ
ア
経
済
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
二
〇
一
七
年
八
月
八
日
号
七
頁
以
下
な
ど
。

（
101
） 

総
務
省
編
・
前
掲
注（
６
）二
三
頁
。

（
102
） 

民
泊
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
、
山
本
＝
木
田
・
前
掲
注（
98
）五
九
頁
以
下
、
柴
野
・
前
掲
注（
97
）一
九
頁
以
下
な
ど
。
ま
た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ

（
一
一
二
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
二

き
、
野
間
＝
管
野
・
前
掲
注（
99
）六
五
頁
以
下
、
川
上
資
人
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
通
し
て
見
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
問
題
」
労
働
調
査

五
七
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
三
頁
以
下
な
ど
。

（
103
） 
高
田
・
前
掲
注（
65
）三
一
頁
、
同
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
に
向
け
て
」
技
術
と
経
済
六
三
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
頁
以
下
、

二
─
五
頁
な
ど
。
詳
し
く
は
、
根
来
龍
之
監
修
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
：
26
の
分
野
を
図
解
と
デ
ー
タ
徹
底
解
剖
』（
翔
泳
社
、

二
〇
一
三
年
）
六
七
頁
以
下
。

（
104
） 

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
二
〇
一
七
年
八
月
八
日
号
二
四
─
二
五
頁
に
は
、〈
特
集
〉「
も
う
か
る
シ
ェ
ア
経
済
：
注
目
企
業
５
分
野
40
社
」（
編
集
部
）

と
題
し
て
、
五
つ
の
主
要
分
野
で
活
躍
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
代
表
的
企
業
四
〇
社
の
一
覧
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
岳
「
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
国
内
事
例
の
現
況
」
生
活
協
同
組
合
研
究
五
二
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
四
一
頁
以
下
は
、
各
種
の
雑
誌
媒
体
で
紹
介
さ
れ

た
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関
す
る
様
々
な
事
業
や
活
動
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
展
開
例
、
自
治
体
で
の
動
向
、
シ
ェ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

三
つ
に
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
概
要
を
紹
介
す
る
。

（
105
） 

総
務
省
編
・
前
掲
注（
６
）二
五
頁
。

（
106
） 

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
利
用
に
関
す
る
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
の
三
か
国
の
比
較
に
つ
き
、
総
務
省
編
・
前
掲
注（
６
）二
八
頁
、

お
よ
び
、
同
頁
の
図
表
一
─

二
─

二
─

一
九
・
二
〇
参
照
。

（
107
） S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 562-565. 

根
来
・
前
掲
注（
34
）一
〇
三
頁
。

（
108
） 

ス
ン
ド
ラ
ラ
ジ
ャ
ン
／
門
脇
・
訳
・
前
掲
注（
58
）六
六
頁
。

（
109
） 

佐
別
当
・
前
掲
注（
65
）二
六
頁
。

（
110
） 

松
田
晃
一
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
時
代
、『
所
有
』
か
ら
『
利
用
』
へ
」
Ｓ
Ｅ
Ｃ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
二
巻
三
号
（
二
〇
一
六
年
）

五
四
頁
。
今
起
き
て
い
る
信
頼
へ
の
転
換
は
、
よ
り
根
本
的
な
根
底
か
ら
の
変
革
で
あ
り
、
世
界
を
変
え
る
力
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

ボ
ッ
ツ
マ
ン
・
前
掲
注（
69
）二
三
頁
。

（
111
） 

琴
坂
将
広
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
先
に
あ
る
、
新
し
い
組
織
の
可
能
性
」N

extcom
 

三
〇
巻
（
二
〇
一
七
年
）
一
八
頁
以
下
、

二
六
頁
、
穂
鷹
知
美
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
と
近
年
の
状
況
」
生
活
協
同
組
合
研
究
五
二
三
号

（
一
一
二
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
二

き
、
野
間
＝
管
野
・
前
掲
注（
99
）六
五
頁
以
下
、
川
上
資
人
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
通
し
て
見
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
問
題
」
労
働
調
査

五
七
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
三
頁
以
下
な
ど
。

（
103
） 

高
田
・
前
掲
注（
65
）三
一
頁
、
同
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
に
向
け
て
」
技
術
と
経
済
六
三
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
頁
以
下
、

二
─
五
頁
な
ど
。
詳
し
く
は
、
根
来
龍
之
監
修
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
：
26
の
分
野
を
図
解
と
デ
ー
タ
徹
底
解
剖
』（
翔
泳
社
、

二
〇
一
三
年
）
六
七
頁
以
下
。

（
104
） 

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
二
〇
一
七
年
八
月
八
日
号
二
四
─
二
五
頁
に
は
、〈
特
集
〉「
も
う
か
る
シ
ェ
ア
経
済
：
注
目
企
業
５
分
野
40
社
」（
編
集
部
）

と
題
し
て
、
五
つ
の
主
要
分
野
で
活
躍
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
代
表
的
企
業
四
〇
社
の
一
覧
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
岳
「
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
国
内
事
例
の
現
況
」
生
活
協
同
組
合
研
究
五
二
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
四
一
頁
以
下
は
、
各
種
の
雑
誌
媒
体
で
紹
介
さ
れ

た
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関
す
る
様
々
な
事
業
や
活
動
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
展
開
例
、
自
治
体
で
の
動
向
、
シ
ェ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

三
つ
に
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
概
要
を
紹
介
す
る
。

（
105
） 

総
務
省
編
・
前
掲
注（
６
）二
五
頁
。

（
106
） 

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
利
用
に
関
す
る
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
の
三
か
国
の
比
較
に
つ
き
、
総
務
省
編
・
前
掲
注（
６
）二
八
頁
、

お
よ
び
、
同
頁
の
図
表
一
─

二
─

二
─

一
九
・
二
〇
参
照
。

（
107
） S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 562-565. 

根
来
・
前
掲
注（
34
）一
〇
三
頁
。

（
108
） 

ス
ン
ド
ラ
ラ
ジ
ャ
ン
／
門
脇
・
訳
・
前
掲
注（
58
）六
六
頁
。

（
109
） 

佐
別
当
・
前
掲
注（
65
）二
六
頁
。

（
110
） 

松
田
晃
一
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
時
代
、『
所
有
』
か
ら
『
利
用
』
へ
」
Ｓ
Ｅ
Ｃ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
二
巻
三
号
（
二
〇
一
六
年
）

五
四
頁
。
今
起
き
て
い
る
信
頼
へ
の
転
換
は
、
よ
り
根
本
的
な
根
底
か
ら
の
変
革
で
あ
り
、
世
界
を
変
え
る
力
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

ボ
ッ
ツ
マ
ン
・
前
掲
注（
69
）二
三
頁
。

（
111
） 

琴
坂
将
広
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
先
に
あ
る
、
新
し
い
組
織
の
可
能
性
」N

extcom
 

三
〇
巻
（
二
〇
一
七
年
）
一
八
頁
以
下
、

二
六
頁
、
穂
鷹
知
美
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
と
近
年
の
状
況
」
生
活
協
同
組
合
研
究
五
二
三
号

（
一
一
二
八
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
一
三

（
二
〇
一
九
年
）
一
二
頁
以
下
な
ど
。

（
112
） 

小
塚
荘
一
郎
『
Ａ
Ｉ
の
時
代
と
法
』〈
岩
波
新
書
〉（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
二
五
頁
以
下
、
一
二
八
頁
以
下
、
一
八
八
頁
以
下
。
た
だ
、

Ａ
Ｉ
が
い
か
に
優
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
動
化
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
か
ら
の
信
頼
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
前
掲

（
94
）参
照
。
ち
な
み
に
、
国
内
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
市
場
は
、
二
〇
一
六
年
の
五
〇
三
億
四
〇
〇
〇
万
円
か
ら
二
〇
二
一
年
に
は
二
・
一

倍
の
一
〇
七
〇
億
九
〇
〇
〇
万
円
に
拡
大
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
矢
野
経
済
研
究
所
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
共
用
経
済
）
市
場
に
関
す
る

調
査
」（
二
〇
一
七
年
一
一
月
）。
デ
ー
タ
の
分
析
に
つ
き
、N
IK

K
E

I C
O

M
P

U
T

E
R

二
〇
一
七
年
一
二
月
七
日
号
一
八
頁
以
下
。
併
せ
て
、
吉

岡
真
史
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
捕
捉
の
現
状
」E

S
T

R
E

L
A

三
〇
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
四
頁
以
下
、
山
澤

成
康
「
１
次
統
計
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
把
握
」
季
刊
国
民
経
済
計
算
一
六
四
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
一
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
113
） S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 572 et seq.

（
114
） 

こ
の
点
で
、
一
般
社
団
法
人
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
協
会
に
よ
る
認
証
制
度
は
参
考
と
な
る
。
こ
れ
は
、
同
協
会
の
自
主
ル
ー
ル
に
適
合

し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
認
証
す
る
制
度
で
あ
る
。

（
115
） 

山
崎
憲
ほ
か
・
前
掲
注（
５
）四
頁
。

（
116
） 

石
塚
俊
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
サ
ー
ビ
ス
と
既
存
産
業
へ
の
影
響
」
商
工
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
〇
一
七
年
三
月
号
三
六
頁
以
下
。

（
117
） 

市
川
拓
也
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
潮
流
」
戦
略
経
営
者
三
六
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
二
六
─
二
七
頁
。

（
118
） S

cott and B
row

n, su
pra note 62, at 578; V

enessa katz, R
egu

latin
g th

e S
h

arin
g E

con
om

y, 30 B
erkley T

ech. L
. J. 

1067,1103-04 

（2015

）
な
ど
。

（
119
） 

山
崎
憲
ほ
か
・
前
掲
注（
５
）四
頁
。

（
120
） 

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
個
人
労
働
者
を
請
負
か
ら
雇
用
へ
と
区
分
変
更
を
行
う
こ
と
で
権
利
や
社
会
保
障
の
向
上
を
獲
得
す
る
の
で
は
な
く
、

請
負
労
働
者
の
権
利
を
拡
大
す
る
方
向
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
の
議
論
と
動
向
に
つ
き
、
山
崎
憲
ほ
か
・
前
掲
注（
５
）一
九
頁
。

（
121
） 

山
崎
憲
ほ
か
・
前
掲
注（
５
）一
八
頁
以
下
、「
諸
外
国
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」B

usiness L
abor T

rend 2017.12 

［
各
国

レ
ポ
ー
ト
：
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
］、
國
武
英
生
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
雇
用
関
係
─
ア
メ
リ
カ
と

（
一
一
二
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
四

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
るU

ber

訴
訟
を
め
ぐ
る
覚
書
─
」
季
刊
労
働
法
二
五
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
三
九
頁
以
下
、
一
四
九
─
一
五
四
頁
、
上
村
俊

一
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
生
み
出
す
新
た
な
働
き
方
～
英
米
に
お
け
るU

ber

ド
ラ
イ
バ
ー
の
権
利
保
護
を
め
ぐ
る
動
き
～
」W

ork 

&
 L

ife

三
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
八
頁
以
下
、
六
〇
─
六
六
頁
な
ど
。
英
国
の
裁
判
所
で
は
、
ウ
ー
バ
ー
の
運
転
手
は
自
営
業
者
で
は
な
く
労

働
者
で
あ
り
、
最
低
賃
金
や
休
暇
を
得
る
権
利
が
あ
る
と
す
る
判
決
が
出
て
い
る
（B

B
C

, U
ber loses latest legal bid over driver rights,19 

D
ecem

ber 2018

）。

（
122
） 

岡
田
・
前
掲
注（
66
）一
二
頁
。
詳
し
く
は
、
渡
辺
徹
也
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
携
わ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
と
課
税

─
所
得

課
税
お
よ
び
執
行
上
の
問
題
を
中
心
に

─
」
税
経
通
信
三
四
巻
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
六
頁
以
下
、
森
信
茂
樹
「
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
税

制
：「
違
法
で
な
い
も
の
は
合
法
」
か
」
金
融
財
政
ビ
ジ
ネ
ス
一
〇
六
五
五
号
（
二
〇
一
七
年
）
四
頁
以
下
、
同
「
拡
大
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
経
済 

課
税
議
論
を
急
げ
」
租
税
研
究
八
一
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
九
四
頁
以
下
、
同
「
国
際
課
税 

デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
税
制
」W

edge

二
九
巻

四
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
〇
頁
以
下
、
佐
藤
良
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
問
題
点
─
課
税
上
の
観
点
か
ら
─
」
調
査
と
情
報
九
八
五
号

（
二
〇
一
七
年
）
一
頁
以
下
な
ど
。

（
123
） 

増
島
・
前
掲
注（
７
）六
四
頁
。

（
124
） 

内
閣
官
房
Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
室
「
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
利
活
用
に
関
す
る
制
度
整
備
検
討
会
中
間
整
理
～
制
度
設
備
の
基
本
的
な
方
向
性

～
」（
平
成
二
七
年
一
二
月
一
〇
日
）、「『
民
泊
サ
ー
ビ
ス
』
の
制
度
設
計
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」（
平
成
二
八
年
六
月
二
〇
日
）
六
頁
。

（
125
） 

増
島
ほ
か
・
前
掲
注（
７
）六
七
頁
以
下
。

（
126
） 

江
頭
憲
治
郎
『
商
取
引
法
［
第
７
版
］』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
二
一
九
頁
。

（
127
） 

三
浦
雅
生
「
旅
行
契
約
」
内
田
貴
＝
門
口
正
人
編
集
代
表
、
大
村
敦
志
ほ
か
編
『
講
座 

現
代
の
契
約
各
論
２
』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
九
年
）

三
二
頁
。
な
お
、
日
本
旅
行
業
協
会
『
２
０
１
１
年
度
版 

旅
行
業
法
解
説
：
約
款
例
解
説
』（
日
本
旅
行
業
協
会
、
二
〇
一
一
年
）
一
四
頁
参
照
。

（
128
） 

三
浦
雅
生
『
標
準
旅
行
業
約
款
解
説
』（
自
由
国
民
社
、
二
〇
一
八
年
）
四
七
頁
。

（
129
） 

三
浦
・
前
掲
注（
127
）三
六
─
三
七
頁
。

（
130
） 

三
浦
雅
生
『
改
正
・
旅
行
業
法
解
説
』（
自
由
国
民
社
、
二
〇
〇
六
年
）
四
一
頁
。

（
一
一
三
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
四

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
るU

ber

訴
訟
を
め
ぐ
る
覚
書
─
」
季
刊
労
働
法
二
五
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
三
九
頁
以
下
、
一
四
九
─
一
五
四
頁
、
上
村
俊

一
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
生
み
出
す
新
た
な
働
き
方
～
英
米
に
お
け
るU

ber

ド
ラ
イ
バ
ー
の
権
利
保
護
を
め
ぐ
る
動
き
～
」W

ork 

&
 L

ife

三
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
八
頁
以
下
、
六
〇
─
六
六
頁
な
ど
。
英
国
の
裁
判
所
で
は
、
ウ
ー
バ
ー
の
運
転
手
は
自
営
業
者
で
は
な
く
労

働
者
で
あ
り
、
最
低
賃
金
や
休
暇
を
得
る
権
利
が
あ
る
と
す
る
判
決
が
出
て
い
る
（B

B
C

, U
ber loses latest legal bid over driver rights,19 

D
ecem

ber 2018

）。

（
122
） 

岡
田
・
前
掲
注（
66
）一
二
頁
。
詳
し
く
は
、
渡
辺
徹
也
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
携
わ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
と
課
税

─
所
得

課
税
お
よ
び
執
行
上
の
問
題
を
中
心
に

─
」
税
経
通
信
三
四
巻
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
六
頁
以
下
、
森
信
茂
樹
「
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
税

制
：「
違
法
で
な
い
も
の
は
合
法
」
か
」
金
融
財
政
ビ
ジ
ネ
ス
一
〇
六
五
五
号
（
二
〇
一
七
年
）
四
頁
以
下
、
同
「
拡
大
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
経
済 

課
税
議
論
を
急
げ
」
租
税
研
究
八
一
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
九
四
頁
以
下
、
同
「
国
際
課
税 

デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
税
制
」W

edge

二
九
巻

四
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
〇
頁
以
下
、
佐
藤
良
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
問
題
点
─
課
税
上
の
観
点
か
ら
─
」
調
査
と
情
報
九
八
五
号

（
二
〇
一
七
年
）
一
頁
以
下
な
ど
。

（
123
） 

増
島
・
前
掲
注（
７
）六
四
頁
。

（
124
） 

内
閣
官
房
Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
室
「
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
利
活
用
に
関
す
る
制
度
整
備
検
討
会
中
間
整
理
～
制
度
設
備
の
基
本
的
な
方
向
性

～
」（
平
成
二
七
年
一
二
月
一
〇
日
）、「『
民
泊
サ
ー
ビ
ス
』
の
制
度
設
計
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」（
平
成
二
八
年
六
月
二
〇
日
）
六
頁
。

（
125
） 

増
島
ほ
か
・
前
掲
注（
７
）六
七
頁
以
下
。

（
126
） 

江
頭
憲
治
郎
『
商
取
引
法
［
第
７
版
］』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
二
一
九
頁
。

（
127
） 

三
浦
雅
生
「
旅
行
契
約
」
内
田
貴
＝
門
口
正
人
編
集
代
表
、
大
村
敦
志
ほ
か
編
『
講
座 

現
代
の
契
約
各
論
２
』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
九
年
）

三
二
頁
。
な
お
、
日
本
旅
行
業
協
会
『
２
０
１
１
年
度
版 

旅
行
業
法
解
説
：
約
款
例
解
説
』（
日
本
旅
行
業
協
会
、
二
〇
一
一
年
）
一
四
頁
参
照
。

（
128
） 

三
浦
雅
生
『
標
準
旅
行
業
約
款
解
説
』（
自
由
国
民
社
、
二
〇
一
八
年
）
四
七
頁
。

（
129
） 

三
浦
・
前
掲
注（
127
）三
六
─
三
七
頁
。

（
130
） 

三
浦
雅
生
『
改
正
・
旅
行
業
法
解
説
』（
自
由
国
民
社
、
二
〇
〇
六
年
）
四
一
頁
。

（
一
一
三
〇
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
一
五

（
131
） 

増
島
ほ
か
・
前
掲
注（
７
）六
八
頁
に
よ
る
と
、
無
登
録
の
罰
則
な
ど
を
受
け
た
事
例
は
現
時
点
で
存
在
し
な
い
と
い
う
。

（
132
） 

藤
原
ほ
か
・
前
掲
注（
31
）一
八
頁
。

（
133
） 
内
閣
官
房
Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
室
「
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
利
活
用
に
関
す
る
制
度
整
備
検
討
会
中
間
整
理
～
制
度
設
備
の
基
本
的
な
方
向
性

～
」（
平
成
二
七
年
一
二
月
一
〇
日
）、「『
民
泊
サ
ー
ビ
ス
』
の
制
度
設
計
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」（
平
成
二
八
年
六
月
二
〇
日
）
六
頁
。

（
134
） 

通
達
と
し
て
、
平
成
一
五
年
八
月
四
日
付
警
察
丙
発
第
五
六
号
。

（
135
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
問
題
に
つ
き
、
磯
村
保
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
取
引
を
め
ぐ
る
契
約

上
の
諸
問
題
」
民
商
一
三
三
巻
四
＝
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
六
八
四
頁
以
下
、
山
本
宣
之
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
運
営
者
の
不
法
行

為
責
任
」
民
商
一
三
三
巻
四
＝
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
六
五
四
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
136
） 

詳
し
く
は
、
総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
消
費
者
行
政
第
二
課
『
改
訂
増
補
第
２
版

　
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
法
』（
第
一
法
規
、
二
〇
一
八
年
）

六
九
頁
以
下
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
法
施
行
一
〇
年
の
軌
跡
と
展
望
に
つ
き
、
堀
部
正
男
監
修
『
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法

　
実
務
と
理
論
』〈
別
冊

Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
四
一
号
〉（
商
事
法
務
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
137
） 

ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
件
。
名
古
屋
地
判
平
成
二
〇
・
三
・
二
八
判
タ
一
二
九
三
号
一
七
二
頁
、
名
古
屋
高
判
平
成
三
〇
・
一
一
・
一
一
裁

判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。

（
138
） 

名
古
屋
地
判
平
成
二
〇
・
三
・
二
八
判
タ
一
二
九
三
号
一
七
二
頁
。

（
139
） 

名
古
屋
高
判
平
成
三
〇
・
一
一
・
一
一
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。
本
判
決
の
分
析
と
し
て
、
藤
原
ほ
か
・
前
掲
注（
31
）二
一
─
二
二
頁
、
花
田

容
祐
「
判
批
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
三
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
九
頁
参
照
。

（
140
） 

ジ
ェ
イ
コ
ム
株
式
誤
発
注
訴
訟
事
件
。
東
京
地
判
平
成
二
一
・
一
二
・
四
金
判
一
三
三
〇
号
一
六
頁
、
東
京
高
判
平
成
二
五
年
七
月
二
四
日
判

タ
一
三
九
四
号
九
三
頁
。

（
141
） 

チ
ュ
ッ
パ
チ
ャ
ッ
プ
ス
事
件
。
知
財
高
判
平
成
二
四
・
二
・
一
四
判
タ
一
四
〇
四
号
二
一
七
頁
。

（
142
） 

藤
原
ほ
か
・
前
掲
注（
31
）六
一
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
143
） 

こ
の
報
告
書
は
、
一
般
社
団
法
人
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
協
会
」
よ
り
日
本
語
仮
訳
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
同
協
会
Ｈ
Ｐ
参
照
。

（
一
一
三
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
六

（
144
） R

egulation 

（E
U

） 2019/1150 of the E
uropean P

arliam
ent and of the C

ouncil of 20 June 2019 on prom
oting fairness and 

transparency for business users of online interm
ediation services, O

J L
186, 2019.7.11.

　
規
則
の
概
要
に
つ
き
、
濱
野
恵
・
外
国
の
立

法
二
八
一
号
（
１
）（
二
〇
一
九
年
）
四
頁
以
下
。

（
145
） 
岡
田
・
前
掲
注（
66
）六
頁
、
市
川
・
前
掲（
66
）四
二
頁
な
ど
。
詳
し
く
は
、
松
田
昇
剛
「
総
務
省
の
政
策
立
案
者
が
語
る
通
信
政
策
の
今
：

Ｉ
Ｔ
利
活
用
でB

toC

か
らC

toC

へ
シ
ェ
ア
事
業
者
が
マ
ッ
チ
ン
グ
」N

IK
K

E
I C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

二
〇
一
七
年
五
月
号
五
二
頁
以
下
、

石
原
一
樹
「
政
府
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
に
つ
い
て
」
季
刊
不
動
産
研
究
六
一
巻
一
号
（
二
〇
一
九
年
）
四
頁
以
下
。

（
146
） 

中
間
整
理
案
の
内
容
と
分
析
に
つ
き
、
中
崎
尚
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
急
遽
登
場
し
た
規
制
論
、
そ
の
本
質
的
問
題
点
と

は
」B

usiness L
aw

 Journal

二
〇
一
六
年
五
月
号
四
六
頁
以
下
。

（
147
） 

「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
検
討
会
議

　
中
間
報
告
」（
二
〇
一
六
年
一
一
月
）
首
相
官
邸
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
検

討
会
議
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
か
ら
一
一
月
ま
で
に
計
七
回
開
催
さ
れ
、
多
数
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
企
業
や
自
治
体
関
係
者
か
ら
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

（
148
） 

中
間
報
告
の
内
容
に
つ
き
、
松
田
・
前
掲
注（
110
）五
五
─
五
八
頁
、
中
崎
・
前
掲
注（
146
）四
六
頁
以
下
、
岩
坪
慶
哲
「
政
府
に
お
け
る
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
の
取
り
組
み
」
国
民
生
活
ウ
ェ
ブ
版
六
六
号
（
二
〇
一
八
年
）
五
頁
以
下
、
岡
田
・
前
掲
注（
66
）六
頁
な
ど
。

（
149
） 

松
田
・
前
掲
注（
110
）五
八
─
五
九
頁
。

（
150
） 

佐
別
当
・
前
掲
注（
65
）二
七
頁
以
下
。
地
方
自
治
体
で
推
進
す
る
シ
ェ
ア
事
業
の
活
用
事
例
に
つ
き
、〈
特
集
〉「
車
も
、
お
金
も
、
時
間
も

「
共
有
」
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
～
押
さ
え
て
お
き
た
い
活
用
例
と
留
意
点
～
」Journal of F

inancialP
lanning 21 

（228

） （
二
〇
一
九
年
）

五
頁
以
下
、
九
頁
な
ど
。

（
151
） 

萩
原
・
前
掲
注（
65
）一
二
〇
─
一
二
一
頁
、
高
田
裕
介
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
促
進
に
向
け
て
」
技
術
と
経
済
六
三
二
号

（
二
〇
一
九
年
）
一
頁
以
下
、
六
頁
な
ど
。

（
152
） 

高
田
裕
介
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
促
進
に
向
け
て
」
技
術
と
経
済
六
三
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
頁
以
下
、
同
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
を
知
る
～
新
時
代
の
『
信
頼
の
シ
ス
テ
ム
』
を
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
～
」E

S
T

R
E

L
A

三
〇
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
頁
以
下
、
佐

（
一
一
三
二
）
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ど
。

（
149
） 

松
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110
）五
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─
五
九
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。
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150
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前
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）二
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。
地
方
自
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体
で
推
進
す
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事
業
の
活
用
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例
に
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き
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車
も
、
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も
、
時
間
も
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共
有
」
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
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～
押
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え
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い
活
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例
と
留
意
点
～
」Journal of F

inancialP
lanning 21 

（228

） （
二
〇
一
九
年
）

五
頁
以
下
、
九
頁
な
ど
。

（
151
） 

萩
原
・
前
掲
注（
65
）一
二
〇
─
一
二
一
頁
、
高
田
裕
介
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
促
進
に
向
け
て
」
技
術
と
経
済
六
三
二
号

（
二
〇
一
九
年
）
一
頁
以
下
、
六
頁
な
ど
。

（
152
） 

高
田
裕
介
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
促
進
に
向
け
て
」
技
術
と
経
済
六
三
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
頁
以
下
、
同
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
を
知
る
～
新
時
代
の
『
信
頼
の
シ
ス
テ
ム
』
を
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
～
」E

S
T

R
E

L
A

三
〇
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
頁
以
下
、
佐

（
一
一
三
二
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
一
七

別
当
・
前
掲
注（
65
）一
〇
頁
以
下
、
萩
原
・
前
掲
注（
65
）一
二
一
頁
。

（
153
） O

rly L
obel, su

pra note 23, at 187, 261

な
ど
。

（
154
） M

urphy, su
pra note 57, at 143, 146, 148.

（
155
） G

eorg B
erm

ann, T
akin

g S
u

bsid
iarity S

eriou
sly: F

ed
eralism

 in
 th

e E
u

ropean
 C

om
m

u
n

ity an
d

 th
e U

n
ited

 S
tates, 94 

C
olum

. L
. R

ev. 331, 338 

（1994

）; A
urelian P

ortuese, T
h

e P
rin

ciple of S
u

bsid
iarity as a P

rin
ciple of E

con
om

ic E
ffi

cien
cy, 17 

C
olum

 J. E
ur. L

. 232 

（2011

）
な
ど
。

（
156
） B

ryant C
annon and H

anna C
hung, W

h
o D

ecid
es? A

 F
ram

ew
ork for F

ittin
g th

e C
o-R

egu
lation

 of S
h

arin
g E

con
om

ies to 

th
e C

on
tou

rs of th
e M

arket, in: T
he C

am
bridge H

andbook of the L
aw

 of the S
haring E

conom
y, edited by N

estor M
. D

avidson, 

et al., C
am

bridge U
niv. P

ress, 2018, p.449.

（
157
） 

財
の
「
共
用
」
と
い
う
概
念
は
、
相
互
的
な
経
済
活
動
を
可
能
と
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
と
っ
て
基
本
と
な
る
重
要
な
概
念
で
あ

る
か
ら
、
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
「
所
有
」
と
の
関
連
で
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
今
日
の
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
財
産
所
有
は
、
封

建
的
経
済
の
下
に
お
け
る
財
産
所
有
の
概
念
を
打
破
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
両
者
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
封
建
的
経
済
の
下
で
は
、
こ
の
世
の

す
べ
て
の
も
の
は
神
の
創
造
物
（
被
造
物
）
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
神
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
。
被
造
物
は
最
も
下
等
な
も
の
か
ら
天
上
の
天
使
へ
と

上
向
き
に
高
く
な
る
形
で
厳
密
に
構
築
さ
れ
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
下
に
置
か
れ
、「
存
在
の
大
い
な
る
連
鎖
（G

reat C
hain of B

eing

）」（
こ
の
宇

宙
は
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
存
在
で
充
満
し
た
連
続
す
る
鎖
の
環
で
あ
り
、
充
満
と
連
続
と
い
う
二
つ
の
原
理
が
い
わ
ば
無
意
識
の
う
ち
に
人
々
に
作
用

し
続
け
、
一
つ
の
世
界
観
を
作
り
上
げ
る
と
す
る
概
念
。
詳
細
は
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｏ
・
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
／
内
藤
健
二
・
訳
『
存
在
の
大
い
な
る
連
鎖
』

〈
ち
く
ま
学
芸
文
庫
〉（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
参
照
）
と
考
え
ら
れ
た
。
各
人
は
、
被
造
物
全
体
が
適
切
に
機
能
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
に
定
め
ら
れ
た
義
務
を
守
り
、
自
ら
の
上
下
に
位
置
す
る
者
た
ち
に
対
す
る
務
め
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
農
奴
や
騎
士
、
領
主
、
教
皇

は
、
み
な
身
分
も
生
活
も
異
な
っ
て
い
た
が
、
封
建
制
の
忠
義
の
絆
に
よ
っ
て
他
者
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
枠
組
の

中
で
、
財
産
は
、
上
は
天
の
王
座
か
ら
下
は
共
有
地
で
働
く
農
民
ら
に
至
る
ま
で
の
各
層
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
付
与
さ
れ
た
一
連
の
委
託
物
と
し

て
概
念
化
さ
れ
た
。
財
産
は
独
占
的
に
所
有
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
各
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
義
務
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
掟
に
従
い
、
様
々
な
責
任
の

（
一
一
三
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
八

も
と
に
分
割
さ
れ
た
。
誰
も
が
財
産
に
つ
い
て
一
定
の
支
配
権
を
持
っ
て
い
た
が
、
絶
対
的
な
所
有
権
を
持
つ
者
は
一
人
も
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

封
建
的
経
済
は
あ
ま
り
変
わ
る
こ
と
な
く
七
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
た
が
、
そ
の
後
、
新
た
な
経
済
の
力
が
封
建
時
代
の
秩
序
を
少
し
ず
つ

崩
し
始
め
た
。
共
同
で
維
持
さ
れ
て
き
た
土
地
が
囲
い
込
ま
れ
て
私
有
財
産
に
変
わ
り
、
市
場
で
交
換
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
農

民
が
土
地
の
囲
い
込
み
に
よ
り
先
祖
代
々
の
土
地
か
ら
立
ち
退
か
さ
れ
、
新
た
な
労
働
力
と
し
て
市
場
で
賃
金
と
引
き
換
え
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
日
の
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
所
有
概
念
は
、
大
規
模
な
囲
い
込
み
と
そ
れ
に
続
く
市
場
経
済
の
中
で
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

て
、
土
地
の
所
有
関
係
を
条
件
付
き
の
権
利
か
ら
排
他
的
で
独
占
的
な
所
有
権
へ
と
本
質
的
に
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
お
け
る
共
用
概
念
の
多
様
性
と
近
時
の
議
論
に
つ
き
、L

am
berton, su

pra note 76, pp. 694-696.

（
158
） 

協
働
型
コ
モ
ン
ズ
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
の
関
係
に
つ
き
、
リ
フ
キ
ン
／
柴
田
［
訳
］・
前
掲
注（
92
）三
三
頁
、
四
一
頁
、
四
七
頁
、

二
三
六
頁
以
下
。
コ
モ
ン
ズ
論
に
つ
い
て
の
最
も
有
名
な
叙
述
は
、
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
が
一
九
六
八
年
に｢

サ
イ
エ
ン
ス｣

誌
に
発
表
し

た｢

コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇｣

と
題
す
る
論
文
で
あ
る
（G

arrett H
ardin, T

h
e T

raged
y of th

e C
om

m
on

s, 162 S
cience 1244 

（1968

））。
コ
モ

ン
ズ
の
悲
劇
と
は
、｢

多
数
者
が
利
用
で
き
る
共
有
資
源
が
乱
獲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
源
の
枯
渇
を
招
い
て
し
ま
う
と
い
う
経
済
学
に
お
け
る

法
則｣

の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
は
、
牧
草
地
を
共
有
資
源
に
、
多
数
者
を
牛
飼
い
に
例
え
て
説
明
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
八
年
後
、
キ
ャ
ロ

ル
・
ロ
ー
ズ
が
自
ら
の
論
文
に｢

コ
モ
ン
ズ
の
喜
劇｣

と
い
う
題
を
つ
け
、
こ
の
問
題
に
新
し
い
命
を
吹
き
込
ん
だ
（C

arol R
ose, T

h
e 

C
om

ed
y of th

e C
om

m
on

s, 53 

（3

） U
. of C

hicago L
. R

ev. 310 

（1986

））。
ロ
ー
ズ
は
、
私
有
財
産
や
政
府
が
管
理
す
る
公
有
財
産
の
他
に

も
、
個
人
や
政
府
に
完
全
に
は
管
理
さ
れ
て
い
な
い
「
本
質
的
に
公
共
の
財
産
」
と
い
う
独
特
の
部
類
が
あ
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
財
産
は
社
会
全

体
が
共
同
で
所
有
し
管
理
す
る
財
産
で
あ
っ
て
、
政
府
当
局
と
称
さ
れ
る
い
か
な
る
管
理
者
か
ら
も
独
立
し
て
お
り
、
そ
の
管
理
者
の
所
有
権
よ
り

実
際
に
優
位
に
あ
る
。
そ
の
財
産
の
所
有
権
は｢

慣
習
的
権
利｣
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
存
在
し
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
権
利
で
あ
る

と
説
い
た
。
こ
れ
に
続
い
た
の
が
、
エ
リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト
ロ
ム
で
あ
る
。
彼
女
は
、
公
共
財
や
共
有
資
源
の
管
理
に
関
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
政
府
か

市
場
が
対
処
す
る
と
い
う
主
張
に
異
議
を
唱
え
、
資
源
を
管
理
す
る
効
率
性
は
市
場
で
も
政
府
で
も
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
補
完
的
役
割
を
果
た

し
た
と
き
に
最
も
効
果
的
に
な
る
と
説
い
た
（E

linor O
strom

, G
overning the C

om
m

ons: T
he E

volution of Institutions for C
ollective 

A
ction, C

am
bridge U

niversity P
ress,1990, p.58

）。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
協
働
型
コ
モ
ン
ズ
で
あ
る
現
代
の
コ
モ
ン
ズ
を
考
え
る
う
え

（
一
一
三
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
一
八

も
と
に
分
割
さ
れ
た
。
誰
も
が
財
産
に
つ
い
て
一
定
の
支
配
権
を
持
っ
て
い
た
が
、
絶
対
的
な
所
有
権
を
持
つ
者
は
一
人
も
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

封
建
的
経
済
は
あ
ま
り
変
わ
る
こ
と
な
く
七
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
た
が
、
そ
の
後
、
新
た
な
経
済
の
力
が
封
建
時
代
の
秩
序
を
少
し
ず
つ

崩
し
始
め
た
。
共
同
で
維
持
さ
れ
て
き
た
土
地
が
囲
い
込
ま
れ
て
私
有
財
産
に
変
わ
り
、
市
場
で
交
換
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
農

民
が
土
地
の
囲
い
込
み
に
よ
り
先
祖
代
々
の
土
地
か
ら
立
ち
退
か
さ
れ
、
新
た
な
労
働
力
と
し
て
市
場
で
賃
金
と
引
き
換
え
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
日
の
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
所
有
概
念
は
、
大
規
模
な
囲
い
込
み
と
そ
れ
に
続
く
市
場
経
済
の
中
で
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

て
、
土
地
の
所
有
関
係
を
条
件
付
き
の
権
利
か
ら
排
他
的
で
独
占
的
な
所
有
権
へ
と
本
質
的
に
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
お
け
る
共
用
概
念
の
多
様
性
と
近
時
の
議
論
に
つ
き
、L

am
berton, su

pra note 76, pp. 694-696.

（
158
） 

協
働
型
コ
モ
ン
ズ
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
の
関
係
に
つ
き
、
リ
フ
キ
ン
／
柴
田
［
訳
］・
前
掲
注（
92
）三
三
頁
、
四
一
頁
、
四
七
頁
、

二
三
六
頁
以
下
。
コ
モ
ン
ズ
論
に
つ
い
て
の
最
も
有
名
な
叙
述
は
、
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
が
一
九
六
八
年
に｢

サ
イ
エ
ン
ス｣

誌
に
発
表
し

た｢

コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇｣

と
題
す
る
論
文
で
あ
る
（G

arrett H
ardin, T

h
e T

raged
y of th

e C
om

m
on

s, 162 S
cience 1244 

（1968

））。
コ
モ

ン
ズ
の
悲
劇
と
は
、｢

多
数
者
が
利
用
で
き
る
共
有
資
源
が
乱
獲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
源
の
枯
渇
を
招
い
て
し
ま
う
と
い
う
経
済
学
に
お
け
る

法
則｣

の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ン
は
、
牧
草
地
を
共
有
資
源
に
、
多
数
者
を
牛
飼
い
に
例
え
て
説
明
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
八
年
後
、
キ
ャ
ロ

ル
・
ロ
ー
ズ
が
自
ら
の
論
文
に｢

コ
モ
ン
ズ
の
喜
劇｣

と
い
う
題
を
つ
け
、
こ
の
問
題
に
新
し
い
命
を
吹
き
込
ん
だ
（C

arol R
ose, T

h
e 

C
om

ed
y of th

e C
om

m
on

s, 53 

（3

） U
. of C

hicago L
. R

ev. 310 

（1986

））。
ロ
ー
ズ
は
、
私
有
財
産
や
政
府
が
管
理
す
る
公
有
財
産
の
他
に

も
、
個
人
や
政
府
に
完
全
に
は
管
理
さ
れ
て
い
な
い
「
本
質
的
に
公
共
の
財
産
」
と
い
う
独
特
の
部
類
が
あ
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
財
産
は
社
会
全

体
が
共
同
で
所
有
し
管
理
す
る
財
産
で
あ
っ
て
、
政
府
当
局
と
称
さ
れ
る
い
か
な
る
管
理
者
か
ら
も
独
立
し
て
お
り
、
そ
の
管
理
者
の
所
有
権
よ
り

実
際
に
優
位
に
あ
る
。
そ
の
財
産
の
所
有
権
は｢

慣
習
的
権
利｣

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
存
在
し
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
権
利
で
あ
る

と
説
い
た
。
こ
れ
に
続
い
た
の
が
、
エ
リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト
ロ
ム
で
あ
る
。
彼
女
は
、
公
共
財
や
共
有
資
源
の
管
理
に
関
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
政
府
か

市
場
が
対
処
す
る
と
い
う
主
張
に
異
議
を
唱
え
、
資
源
を
管
理
す
る
効
率
性
は
市
場
で
も
政
府
で
も
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
補
完
的
役
割
を
果
た

し
た
と
き
に
最
も
効
果
的
に
な
る
と
説
い
た
（E

linor O
strom

, G
overning the C

om
m

ons: T
he E

volution of Institutions for C
ollective 

A
ction, C

am
bridge U

niversity P
ress,1990, p.58

）。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
協
働
型
コ
モ
ン
ズ
で
あ
る
現
代
の
コ
モ
ン
ズ
を
考
え
る
う
え

（
一
一
三
四
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
一
九

で
も
大
い
に
参
考
と
な
る
。

（
159
） 

未
知
の
も
の
へ
の
信
頼
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
経
済
発
展
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
、
歴
史
が
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
一

つ
が
、
一
一
世
紀
こ
ろ
の
地
中
海
沿
岸
で
遠
隔
貿
易
を
担
っ
た
「
マ
グ
リ
ブ
の
商
人
」
が
築
き
上
げ
た
信
頼
と
制
裁
主
義
で
あ
る
。
前
掲
注（
94
）参

照
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
お
け
る
信
頼
と
相
互
評
価
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、M

areike M
öhlm

ann and A
ndrea G

eissinger, T
ru

st 

in
 th

e S
h

arin
g E

con
om

y: P
latform

-M
ed

iated
 P

eer T
ru

st, in: C
am

bridge H
andbook of the L

aw
 of the S

haring E
conom

y, edited 

by N
estor M

. D
avidson, et al., C

am
bridge U

niversity P
ress, 2018, p. 27; A

nne S
Y

 C
heung and W

olfgang S
chulz, R

epu
tation

 

P
rotection

 on
 O

n
lin

e R
atin

g, 21 S
tan. T

ech. L
. R

ev. 310 

（2018

）; M
ichael L

uca, D
esign

in
g O

n
lin

e M
arketplaces: T

ru
st an

d
 

R
epu

tation
 M

ech
an

ism
s, 17 Innovation P

ol ’y &
 E

co. 77 

（2017

）
な
ど
。

（
160
） 

ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
ッ
シ
グ
／
山
形
浩
生
・
柏
木
亮
二
［
訳
］『C

ode: 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
合
法
・
違
法
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』（
翔
泳
社
、

二
〇
〇
一
年
）
三
頁
以
下
、
七
七
頁
以
下
。

（
161
） 

小
塚
・
前
掲
注（
112
）一
三
九
頁
、
一
四
五
頁
。

（
162
） 

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
い
か
に
優
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
動
化
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
か
ら
の
信
頼
で
あ
る
。
人
間

に
似
せ
た
ロ
ボ
ッ
ト
は
擬
人
化
さ
れ
た
物
体
で
あ
り
、
人
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
擬
人
化
し
た
が
る
。
自
分
た
ち
に
外
見
や
声
が
似
て
い
る
も
の
は
、

信
頼
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
外
見
が
人
間
に
近
付
く
ほ
ど
、
よ
り
共
感
が
生
ま
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
あ
る
一
定
の
時

点
ま
で
で
あ
る
。
対
象
物
が
人
間
ら
し
く
な
り
過
ぎ
る
と
逆
効
果
で
、
人
は
不
安
に
な
り
、
嫌
悪
さ
え
感
じ
る
よ
う
に
な
る
（
い
わ
ゆ
る
「
不
気
味

の
谷
」
と
い
わ
れ
る
不
安
感
が
生
じ
る
）。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
知
性
を
も
つ
機
械
の
信
頼
性
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は
、
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
ボ
ッ
ツ
マ
ン
・
前
掲
注（
69
）二
七
三
頁
以
下
、
二
七
七
頁
。

（
163
） 

本
文
で
述
べ
た
同
意
理
論
に
つ
き
、
筏
津
安
恕
『
失
わ
れ
た
契
約
理
論
』（
昭
和
堂
、
一
九
九
八
年
）
一
二
頁
以
下
、
中
谷
寛
樹
「
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
の
合
意
論
と
多
数
当
事
者
間
契
約
論
」〈
伊
藤
進
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
〉『
現
代
私
法
規
律
の
構
造
』（
第
一
法
規
、
二
〇
一
七
年
）
一
頁

以
下
。

（
164
） 

宍
戸
常
寿
ほ
か
「
Ａ
Ｉ
と
社
会
と
法
：
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
起
き
る
か
？
─
契
約
と
取
引
の
未
来
：
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
と
ブ
ロ
ッ
ク

（
一
一
三
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
二
〇

チ
ェ
ー
ン
」
論
究
ジ
ュ
リ
二
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
五
二
頁
以
下
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
構
造
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
関
係
す
る
当
事

者
の
契
約
関
係
を
分
析
し
た
も
の
に
、A

ntonio O
rti V

allejo, C
on

tractu
al R

elation
sh

ips in
 C

ollaborative E
con

om
y P

latform
s, 27 

（5
） E

ur. R
ev. P

rivate L
. 995 

（2019

）; R
ob F

rieden, T
h

e In
tern

et of P
latform

s an
d

 T
w

o-sid
ed

 M
arkets: Im

plication
s for 

C
om

petition
 an

d
 C

on
su

m
ers, 63 V

ill. L
. R

ev. 269 

（2018

）; G
uido S

m
ort, T

h
e P

rotection
 of th

e W
eaker P

arties in
 th

e 

P
latform

 E
con

om
y, in: T

he C
am

bridge H
andbook of the L

aw
 of the S

haring E
conom

y, edited by N
estor M

. D
evidson, et al., 

C
am

bridge U
niversity press, 2018, p. 431

な
ど
。
人
工
知
能
の
開
発
や
実
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
小
塚
・
前
掲

注（
112
）一
一
四
頁
以
下
を
参
照
。

（
165
） 

私
的
所
有
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
貧
富
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
分
配
的
正
義
の
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
フ
ラ
イ
シ
ャ
ッ
カ
ー
／
中
井
大
介
［
訳
］『
分
配
的
正
義
の
歴
史
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
五
一
頁
以
下
、
一
八
四
─
一
八
五
頁
、
ア
イ

リ
ス
・
マ
リ
オ
ン
・
ヤ
ン
グ
／
岡
野
八
代
、
池
田
直
子
［
訳
］『
正
義
へ
の
責
任
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
九
四
頁
な
ど
。

（
166
） 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
責
任
に
関
す
る
最
近
の
議
論
に
つ
き
、F

rancesco D
ucci, C

om
petition

 L
aw

 an
d

 P
olicy Issu

es in
 th

e 

S
h

arin
g E

con
om

y, in: L
aw

 and “S
haring E

conom
y ” R

egulating O
nline M

arket P
latform

s, edited by D
erek M

cK
ee, et al., 

U
niversity of O

ttaw
a P

ress, 2018, p. 295.

（
167
） 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
規
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
問
題
は
、
事
業
者
に
よ
る
自
主

規
制
と
政
府
・
自
治
体
の
補
完
的
役
割
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、C

annon &
 C

hung, su
pra note 86, pp. 184 et seq.

お

よ
び
、
前
掲
注（
152
）─（
154
）の
ほ
か
、
最
近
の
議
論
と
し
て
、C

hristoph B
usch, et al., T

h
e R

ise of th
e P

latform
 E

con
om

y: A
 N

ew
 

C
h

allen
ge for E

U
 C

on
su

m
er L

aw
?, E

uC
M

L
 1/2016, 3; C

harlotte G
arden and N

ancy L
eong, T

h
e P

latform
 Id

en
tity C

risis: 

R
espon

sibility, D
iscrim

in
ation

, an
d

 F
u

n
ction

alist A
pproach

 to In
term

ed
iaries, in: T

he C
am

bridge H
andbook of the L

aw
 of 

the S
haring E

conom
y, edited by N

estor M
. D

avidson, et al., C
am

bridge U
niversity P

ress, 2018, p.449; F
inn M

akela, D
erek 

M
cK

ee, and T
eresa S

casa, T
h

e “S
h

arin
g E

con
om

y” th
rou

gh
 th

e L
en

s of L
aw

, in: L
aw

 and the “S
haring E

conom
y ” R

egulating 

online M
arket P

latform
s, edited by D

erek M
ckee, et al., U

niversity of O
ttaw

a P
ress, 2018, p. 1.

（
一
一
三
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
二
〇

チ
ェ
ー
ン
」
論
究
ジ
ュ
リ
二
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
五
二
頁
以
下
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
構
造
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
関
係
す
る
当
事

者
の
契
約
関
係
を
分
析
し
た
も
の
に
、A

ntonio O
rti V

allejo, C
on

tractu
al R

elation
sh

ips in
 C

ollaborative E
con

om
y P

latform
s, 27 

（5

） E
ur. R

ev. P
rivate L

. 995 

（2019

）; R
ob F

rieden, T
h

e In
tern

et of P
latform

s an
d

 T
w

o-sid
ed

 M
arkets: Im

plication
s for 

C
om

petition
 an

d
 C

on
su

m
ers, 63 V

ill. L
. R

ev. 269 

（2018

）; G
uido S

m
ort, T

h
e P

rotection
 of th

e W
eaker P

arties in
 th

e 

P
latform

 E
con

om
y, in: T

he C
am

bridge H
andbook of the L

aw
 of the S

haring E
conom

y, edited by N
estor M

. D
evidson, et al., 

C
am

bridge U
niversity press, 2018, p. 431

な
ど
。
人
工
知
能
の
開
発
や
実
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
小
塚
・
前
掲

注（
112
）一
一
四
頁
以
下
を
参
照
。

（
165
） 

私
的
所
有
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
貧
富
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
分
配
的
正
義
の
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
フ
ラ
イ
シ
ャ
ッ
カ
ー
／
中
井
大
介
［
訳
］『
分
配
的
正
義
の
歴
史
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
五
一
頁
以
下
、
一
八
四
─
一
八
五
頁
、
ア
イ

リ
ス
・
マ
リ
オ
ン
・
ヤ
ン
グ
／
岡
野
八
代
、
池
田
直
子
［
訳
］『
正
義
へ
の
責
任
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
九
四
頁
な
ど
。

（
166
） 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
責
任
に
関
す
る
最
近
の
議
論
に
つ
き
、F

rancesco D
ucci, C

om
petition

 L
aw

 an
d

 P
olicy Issu

es in
 th

e 

S
h

arin
g E

con
om

y, in: L
aw

 and “S
haring E

conom
y ” R

egulating O
nline M

arket P
latform

s, edited by D
erek M

cK
ee, et al., 

U
niversity of O

ttaw
a P

ress, 2018, p. 295.

（
167
） 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
規
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
問
題
は
、
事
業
者
に
よ
る
自
主

規
制
と
政
府
・
自
治
体
の
補
完
的
役
割
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、C

annon &
 C

hung, su
pra note 86, pp. 184 et seq.

お

よ
び
、
前
掲
注（
152
）─（
154
）の
ほ
か
、
最
近
の
議
論
と
し
て
、C

hristoph B
usch, et al., T

h
e R

ise of th
e P

latform
 E

con
om

y: A
 N

ew
 

C
h

allen
ge for E

U
 C

on
su

m
er L

aw
?, E

uC
M

L
 1/2016, 3; C

harlotte G
arden and N

ancy L
eong, T

h
e P

latform
 Id

en
tity C

risis: 

R
espon

sibility, D
iscrim

in
ation

, an
d

 F
u

n
ction

alist A
pproach

 to In
term

ed
iaries, in: T

he C
am

bridge H
andbook of the L

aw
 of 

the S
haring E

conom
y, edited by N

estor M
. D

avidson, et al., C
am

bridge U
niversity P

ress, 2018, p.449; F
inn M

akela, D
erek 

M
cK

ee, and T
eresa S

casa, T
h

e “S
h

arin
g E

con
om

y” th
rou

gh
 th

e L
en

s of L
aw

, in: L
aw

 and the “S
haring E

conom
y ” R

egulating 

online M
arket P

latform
s, edited by D

erek M
ckee, et al., U

niversity of O
ttaw

a P
ress, 2018, p. 1.

（
一
一
三
六
）

市
場
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
を
め
ぐ
る
契
約
上
の
諸
問
題
（
長
谷
川
）

二
二
一

（
168
） 

Ｅ
Ｕ
で
二
〇
一
六
年
に
成
立
し
、
二
〇
一
八
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
「
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
」（G

eneral D
ata P

rotection R
egulation: 

G
D

P
R

）
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
の
ル
ー
ル
を
一
新
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
は
、
個
人
を
デ
ー
タ
主
体
と
位
置
づ
け
、

そ
の
処
理
に
関
し
て
遵
守
す
べ
き
六
原
則
（
①
適
法
性
・
公
平
性
・
透
明
性
、
②
目
的
限
定
の
原
則
、
③
デ
ー
タ
最
小
化
の
原
則
、
④
正
確
性
の
原

則
、
⑤
保
存
制
限
の
原
則
、
⑥
完
全
性
・
秘
密
性
の
原
則
）
を
掲
げ
た
う
え
で
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
五
条
）、
個
人
デ
ー
タ
に
関
す
る
デ
ー
タ
主
体
の
権
利

を
明
記
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
収
集
さ
れ
た
個
人
デ
ー
タ
の
情
報
提
供
を
受
け
る
権
利
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
一
三
条
・
一
四
条
）、
自
己
の
デ
ー
タ
に
ア
ク

セ
ス
す
る
権
利
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
一
五
条
）、
不
正
確
な
個
人
デ
ー
タ
の
訂
正
を
求
め
る
権
利
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
一
六
条
）
な
ど
の
ほ
か
、
一
定
の
場
合
に
は

自
己
に
関
す
る
個
人
デ
ー
タ
の
削
除
を
求
め
る
権
利
（
い
わ
ゆ
る
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」：
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
一
七
条
）
や
、
自
己
に
関
す
る
個
人
デ
ー
タ

を
読
み
出
し
可
能
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
受
け
取
る
権
利
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
二
〇
条
）
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
制
定
に
よ
り
、
個
人

デ
ー
タ
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
厳
格
に
し
て
、
利
用
を
拒
絶
す
る
自
由
を
個
人
の
側
に
与
え
、
ま
た
、
利
用
に
際
し
て
対
価
が
支
払
わ
れ
る
よ

う
な
仕
組
を
導
入
し
た
と
い
え
る
。
小
塚
・
前
掲
注（
112
）八
〇
頁
以
下
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
制
定
の
経
緯
・
目
的
、
規
制
対
象
に
つ
き
、
詳
細
は
、
岡
田
淳

ほ
か
編
『
実
務
担
当
者
の
た
め
の
欧
州
デ
ー
タ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ー
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
か
ら
ｅ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
規
則
ま
で
』〈
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
六
八
号
〉

（
商
事
法
務
、
二
〇
一
九
年
）
二
頁
以
下
、
宮
下
紘
『
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
二
頁
以
下
、
小
向
太
郎
＝
石
井

夏
生
利
『
概
説
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ

─
世
界
を
揺
る
が
す
個
人
情
報
保
護
制
度
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
一
四
頁
以
下
な
ど
。（

一
一
三
七
）






